
備 考

多文化社会学部

多文化社会学科 4 －

歯学部

　工学科

　長崎に根づく伝統的文化を継承しつつ，豊かな心を育み，地球の平和を支える科学
を創造することによって，社会の調和的発展に貢献するとの理念に基づき，教育研究
の高度化及び個性化を図り，アジアを含む地域社会とともに歩みつつ，世界にとって
不可欠な知の情報発信拠点であり続けるとともに，地域及び国際社会の発展に貢献で
きる人材を養成することを目的とする。

収容
定員

修業
年限

開設時期及
び開設年次

別記様式第２号（その１の１）

新 設 学 部 等 の 目 的

   ｺｸﾘﾂﾀﾞｲｶﾞｸﾎｳｼﾞﾝ　ﾅｶﾞｻｷﾀﾞｲｶﾞｸ

大 学 の 名 称

医学部の収容定員に係る学則変更

長崎大学　[Nagasaki University]

基 本 計 画

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

記 入 欄事 項

基　本　計　画　書

設 置 者

大 学 本 部 の 位 置

学位又
は称号

入学
定員

大 学 の 目 的

　　年　月
第　年次

学士（多文化社会学）

計 画 の 区 分

フ リ ガ ナ

国立大学法人   　長崎大学

フ リ ガ ナ 　 ﾅｶﾞｻｷﾀﾞｲｶﾞｸ

長崎県長崎市文教町１番１４号

編入学
定　員

　多くの離島を抱える長崎県では，かねてよりの医師不足に重ね専門医指向等により
都市部病院へ医師が集中し，地域間の医師の偏在が顕著になっており、特に離島及び
本土の県北部における医師不足は厳しい状況が続いている。そうした状況の下、本学
では平成２２年６月１８日に閣議決定された「新成長戦略」等を踏まえ，地域医療を
担う医師を養成し，長崎県内における医師確保のために貢献することを目的として，
平成２８年度から医学部医学科の入学定員を２名増員する。

所　在　地

年 人

平成10年4月 第1年次

100

960 学士(教育学)

300

平成10年4月 第1年次 長崎市片渕４丁目２番１号

265 10 1,170

新 設 学 部 等 の 名 称

【　学　　部　】

長崎市文教町１番14号

教育学部

人年次
人

240 －　学校教育教員養成課程

学士(経済学)

経済学部

　　　昼間主コース

4

4 3年次　総合経済学科

　　　夜間主コース 60 5 250

医学科の入学定員のうち，5名
は「緊急医師確保対策」に基づ
く平成29年度までの臨時増，15
名は「経済財政改革の基本方針
2009」に基づく平成31年度まで
の臨時増。1名は，「新成長戦
略」等に基づく平成31年度まで
の臨時増。今回の２名は「新成
長戦略」等に基づく平成３１年
度までの追加の増。

医学部 2年次

　医学科 6 118 5 733 学士(医学) 平成28年4月 第1年次 長崎市坂本１丁目12番４号

(116) (5) (721)

3年次

　保健学科 4 106 14 452 学士(看護学) 平成14年4月 第1年次 長崎市坂本１丁目７番１号

学士(保健学)

　歯学科 6 50 0 300 学士(歯学) 昭和54年10月 第1年次 長崎市坂本１丁目７番１号

薬学部

　薬学科 6 40 － 240 学士(薬学) 平成18年4月 第1年次 長崎市文教町１番14号

　薬科学科 4 40 － 160 学士(薬科学) 昭和61年4月 第1年次 〃

工学部

4 380 － 1,520 学士(工学) 平成23年4月 第1年次 長崎市文教町１番14号

平成26年4月 第1年次 長崎市文教町１番14号

　機械システム工学科

　電気電子工学科

　情報システム工学科

　構造工学科

　社会開発工学科

　材料工学科

　応用化学科

　各学科共通

4

4

4

4

4

4

4

0

0

0

0

0

0

0

－

－

－

－

－

－

－

3年次

0－

0

0

0

0

0

0

0

0

学士(工学)

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成2年4月 第1年次

平成10年4月 第1年次

〃
昭和42年4月 第1年次

平成 3年4月 第1年次

昭和45年4月 第1年次

平成 3年4月 第1年次

平成18年4月 第3年次

長崎市文教町１番14号
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

　　平成23年度より
学生募集停止。
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環境科学部

（博士前期課程）

（博士後期課程）

工学研究科

 （博士前期課程）

　総合工学専攻

 （博士後期課程）

 （博士前期課程）

　水産学専攻 修士(学術)，

　環境共生政策学専攻

　環境保全設計学専攻

　環境科学専攻

 （博士後期課程）

長崎市坂本1丁目12番4号　災害・被ばく医療科学

　共同専攻

2 － 2010

3年次

　環境科学科 4 130 5 530 学士(環境科学) 平成9年10月 第1年次 長崎市文教町１番14号

水産学部

　水産学科 4 110 － 440 学士(水産学) 昭和48年4月 第1年次 長崎市文教町１番14号

【　研　究　科　】

教育学研究科

（専門職学位課程）

　教職実践専攻 2 38 － 76 教職修士(専門職) 平成20年4月 第1年次 長崎市文教町１番14号

経済学研究科

　経済経営政策専攻 2 15 － 30 修士(経済学), 平成16年4月 第1年次 長崎市片渕４丁目２番１号

修士(経営学)

　経営意思決定専攻 3 3 － 9 博士(経営学) 〃 長崎市片渕４丁目２番１号

生産科学研究科

博士(学術)， 平成12年4月 第1年次

平成13年4月 第1年次

平成16年4月 第1年次

 （博士後期課程）

　システム科学専攻 3 0 － 0 長崎市文教町１番14号

博士(工学)，
博士(水産学),

博士(環境科学)

　海洋生産科学専攻 3 0 － 0 〃 〃

　環境科学専攻 3 0 － 0 〃 〃

2 220 － 440 修士(工学) 平成23年4月 第1年次 長崎市文教町１番14号

平成23年度より学生募
集停止。

　生産システム工学専攻 3 15 － 45 博士(工学) 平成23年4月 第1年次 〃

 （５年一貫制博士課程）

　ｸﾞﾘｰﾝｼｽﾃﾑ創成科学専攻 5 5 － 25 博士(工学) 平成23年4月 第1年次 〃

水産･環境科学総合研究科

　　 平成27年度より
　　 学生募集停止。

2 35 － 70 平成23年4月 第1年次 長崎市文教町１番14号

〃 〃

修士(環境科学)

修士(水産学)

2 25 － 50 修士(学術),

修士(学術)

　環境海洋資源学専攻 3 12 － 36 博士(学術), 平成23年4月 第1年次 長崎市文教町１番14号
博士(水産学),

博士(環境科学)

 （５年一貫制博士課程）

　海洋ﾌｨｰﾙﾄﾞ生命科学専攻 5 5 － 25 博士(水産学), 平成23年4月 第1年次 長崎市文教町１番14号
博士(環境科学),

博士(海洋科学)

医歯薬学総合研究科

 （修士課程）

　保健学専攻 2 20 － 40 修士(看護学), 長崎市坂本1丁目7番1号
修士(理学療法学),

修士(作業療法学)

平成18年4月 第1年次

修士(医科学)，

修士(看護学)

平成28年4月 第1年次

2

2

0

0

－

－

0

0

修士(環境科学) 〃

〃

〃

〃〃
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 （博士後期課程） 

医歯薬学総合研究科に新専攻の設置

災害・被ばく医療科学共同専攻(修士課程)　　(10)　（平成28年4月設置）

先進予防医学共同専攻(博士課程)　　　　　　(10)　（平成28年4月設置）

人

新
設
学
部
等
の
概
要

新興感染症病態制御学系専攻

放射線医療科学専攻

生命薬科学専攻 36

先進予防医学共同専攻

60

20

5

10

＜平成28年4月＞

修士課程・博士前期課程

36生命薬科学専攻

博士課程・博士後期課程 博士課程・博士後期課程

20

10

保健学専攻
災害・被ばく医療科学共同専攻

修士課程・博士前期課程

保健学専攻 20

放射線医療科学専攻

生命薬科学専攻

生命薬科学専攻

62

20

8

10

合　　計 156

医療科学専攻医療科学専攻

10

合　　計 171

新興感染症病態制御学系専攻

90

先進予防医学共同専攻 4 10 〃

＜現　　行＞

2215 8465

平成28年4月 第1年次

人 人 人

(2)

26 24 2

(32)

　　総合経済学科

(13)

経済学部

(1)(39)(28)

(0) (12)

教育学部

　　多文化社会学科

(18) (0) (1)

13 18 0 1

講師 助手

卒業要件単位数

－ 40

80

　学系専攻

新設学部等の名称
講義教育

課程

修士(公衆衛生学)，

修士(医科学)

計

博士(医学)

博士(薬学)

博士(薬学)

博士(歯学)，

実験・実習 計

学　部　等　の　名　称
教授

計

人

演習

(8453)

助教

－ 　－　科目 　－　科目

(2213)

多文化社会学部

同一設置者内における
変 更 状 況
（定員の移行，名称の
変 更 等 ）

人

兼 任
教 員 等

専任教員等

准教授

人

　－　科目 　－　科目

　　学校教育教員養成課程

(26) (24)

(0)

開設する授業科目の総数

【　学　　部　】

博士(医学)，

博士(歯学)，

〃

長崎市坂本1丁目12番4号

 （博士課程）

　医療科学専攻 4 60 － 240 博士(学術)， 平成14年4月 第1年次

博士(医学)，

博士(歯学)，

　新興感染症病態制御 4 20 － 博士(学術)， 〃

　放射線医療科学専攻 4 5 － 20 博士(学術)， 〃 〃

 （博士前期課程）

博士(医学)，

　生命薬科学専攻 2 36 － 72 修士(薬科学) 平成14年4月 第1年次 長崎市文教町１番14号

　生命薬科学専攻 3 10 － 30

平成20年4月 第1年次 長崎市坂本1丁目12番4号

　グローバルヘルス専攻 2 27 － 42 修士(熱帯医学)，

熱帯医学・グローバルヘルス研究科

 （修士課程）

(0) (4)

長崎市坂本1丁目12番4号平成27年4月 第1年次

〃

(68) (0) (90)

(26) (24) (2) (0) (52)

(0)

　　　　昼間コース

　　　　夜間主コース

国際健康開発研究科

〃

　国際健康開発専攻 2 0 － 0

博士(薬科学)

修士(公衆衛生学)

博士(学術)，

博士(薬学)

平成27年度より学生
募集停止。

32 0 12

0 0

(52) (0) (4)

0 52 0 4

26 24 2 0 52 0 4

28 39 1 68

第2年次

5

(5)

第3年次

34

　－　単位

教
員
組
織
の
概
要

新
設
分

 （修士課程）
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【　研　究　科　】

教
員
組
織
の
概
要

新
設
分

1090

2

(3) (4) (0) (3)

4

10

1112

00820

14 10 0 1 25 0

0

0

(16) (1)

(0)
69

(3) (6) (5) (23) (0)

16 34 23

12

(9)

(14)

(12)

(22)
5

(0)

(5)

12

0

(0)

21

経済学研究科

教育学研究科

工学部

(0) (0) (26)

18

(52)

5

(8) (0) (10)

(10)

6
(0)

0
(27)
27 0

(0) (0)

(15)

(10) (11) (0) (6)
10 11 0

(6) (35) (0)

0 2
(2)

(0)

(21)
21

0

(10) (0)
3 4 0 3 10

(71) (46)

(27) (13) (2)
27 13 2 10 52 0

(14) (23) (154) (0)

0

0 0
(2) (39)

9

(14) (10) (0) (1) (25) (0) (10)

31 0 7 76
(38) (31) (7) (76)(0)
38

0
(56)
56 0

(12)(0)

(0)
0 12

(26) (24) (0) (6)
26 24 0 6

17
(0)

11

(27) (17)
27

(51) (0)
0 7 51

16

0

(0)
2

31

(0) (7)

(11)

0 0　　生産システム工学専攻(博士後期課程)

　　ｸﾞﾘｰﾝｼｽﾃﾑ創成科学専攻(5年一貫制博士課程)
(69) (1)

38

3 0
(2)

1

1
(3) (0)

(114)
42 44

(0) (17)

(31) (38) (0) (0)

(42) (44) (0) (28)
　　総合工学専攻(博士前期課程)

0 0 19 0
(14) (5) (0) (0) (19) (0)

(26) (21) (0) (0) (47) (0)
14 5

(7) (9) (0) (0) (16) (0) (23)
0

工学研究科

水産・環境科学総合研究科

(20) (0) (10) (16)

16

　　海洋ﾌｨｰﾙﾄﾞ生命科学専攻(5年一貫制博士課程)

(59) (0)

　　水産学専攻(博士前期課程)

　　環境科学専攻(博士前期課程)

　　水産学科

水産学部

(29)

(24) (21) (0) (5)

　　環境科学科

(12)

024

(52)

(50) (0)

環境科学部

50

(42) (44) 0 (28) (114) (1)

(2) (4) (0) (2) (8)

(0) (1)

(0)

32

(12) (11) (0) (9) (32)

20

(62)

薬学部

(20) (21)

(126)(0)

39

(20) (16) (0) (22) (58) (0)

30

(39) (30) (28) (69) (166)

医学部

(2)

(8)

(0)

　　教職実践専攻(専門職学位課程)

　　経済経営政策専攻(博士前期課程)

　　経営意思決定専攻(博士後期課程)

80

52

　　医学科

　　保健学科

　　歯学科

　　薬学科

　　薬科学科

　　工学科

歯学部

　

　　生命薬科学専攻(博士後期課程)

　　環境海洋資源学専攻(博士後期課程)

医歯薬学総合研究科
　　保健学専攻(修士課程)

　　医療科学専攻(博士課程)

　　新興感染症病態制御学系専攻(博士課程)

　　災害・被ばく医療科学共同専攻(修士課程)

　　放射線医療科学専攻(博士課程)

　　生命薬科学専攻(博士前期課程)

　　先進予防医学共同専攻(博士課程)

16 0 22 5820

46 14 23 154

14

26

28 69 166 0 126

0

0

(0)

0

23 14 0 2 39
(23) (14) (0)

(2)
22

8 1

8 3 6 5 22 0

71

15 0 6 35 0

62

20 0 10 59

21 0 50 91 0

(50) (91) (0)(0)

26 21 0 0 47 0

0 0

42 44 0 28 114 1

29 0

0 28 114 0 17

2
(2)
2
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借用面積106㎡

借用面積3,190㎡

大学全体

　　 国費による

【　学　　部　】

教
員
組
織
の
概
要

新
設
分

第１年次 第２年次

運動場，弓道場，テニスコート，ハンドボールコート，プール等

冊

1324人

(29) (5) (0) (2) (36) (0) (18)
18

第３年次

第６年次

語学学習施設

倍

0 ㎡

共用する他の
学校等の専用

0 ㎡

年次
人

人

（　　0 ㎡）

0 ㎡ 0 ㎡

編入学
定　員

千円千円

第４年次

千円

共　　用

（24,300〔7,300〕）

12,796 ㎡

0 ㎡

0 ㎡

(6,600)

図
書
・
設
備

〔うち外国書〕

23,400〔7,000〕　

大学全体

（1,024,000〔296,000〕）

1,097,000〔306,000〕　

種

（1,024,000〔296,000〕）

図書

20,400〔18,700〕　

（20,900〔19,400〕）

1,097,000〔306,000〕　 20,400〔18,700〕　

23,400〔7,000〕　

計

体育館

面積

12,541㎡

区　分

図書館

開設前年度

10,702 ㎡

面積

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

体育館以外のスポーツ施設の概要

第２年次

（24,300〔7,300〕）

第１年次 第５年次 第６年次

965,000 冊

(11783)

第４年次

1,264 席

10,300

閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

80

(80)

11,783

（20,900〔19,400〕）

（105人） （59人）

（-）

59人

（14人）

-

105人

(6,600) (11783)

8010,300

(80)

点点 点

11,783

（164人）

（2014人）

3181人

392,098 ㎡

（3181人）

113,947 ㎡

14人

（14人）

2014人

（1324人）

（189,982 ㎡）

662,260 ㎡

278,151 ㎡

計

12,796 ㎡

107,490 ㎡

計

0 ㎡

共用する他の
学校等の専用

270,162 ㎡

（補助職員　人）

189,982 ㎡

26 室 6 室

校　　　舎

541,974 ㎡

（　　0　㎡）（189,982 ㎡）

情報処理学習施設

101,151 ㎡

小 計

そ の 他 162,672 ㎡

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

区　　　分

379,302 ㎡

運 動 場 用 地

職　　　種

事 務 職 員

既

設

分

（）（）

（－）

（－）

該当なし

（－）

－

合　　　　計

（－）（－）

（736人）

736人

（）

（－）

（460人）

14人

164人

（）（）

計

989人

（）

529人

（529人）

兼　　任

（－）

（－） （－）

（989人）

－ － － －

（－）

1621

（－）（－） （－） （－）

－ － －－ －

(557)(1603) (1)

－ －－－

－ －

1278人

計

校 舎 敷 地

専　　用

そ の 他 の 職 員

計

1857人

（－）（－）

（－）

－

（－）

－ －

（－）

（－）

460人

校
　
　
地
　
　
等

図 書 館 専 門 職 員

502 室

（）

278,151 ㎡

（1278人）

（1857人）

0 ㎡

技 術 職 員

電子ジャーナル

実験実習室

　大学全体

227 室

講義室

学術雑誌

95 室

演習室

〔うち外国書〕

専 任 教 員 研 究 室

機械・器具視聴覚資料

（補助職員　人）

(305)

52

標本

室

室　　　数

(52)

305 1 557693 571

(684) (562)

収容
定員

修業
年限

定　員
超過率

千円

設 備 購 入 費

学 部 等 の 名 称

学士(多文化社会学)

第５年次

－

新設学部等の名称

120,286 ㎡

－

計

専　　任

合 計

教室等

年 人

共 同 研 究 費 等

図 書 購 入 費

（－）

新設学部等の名称

189,982 ㎡

専　　用 共　　用

〔うち外国書〕

学位又
は称号

　多文化社会学科

学生１人当り
納付金 千円

学生納付金以外の維持方法の概要

第３年次

千円

4 100 － 200 0.88 平成26年度

入学
定員

開設
年度

大 学 の 名 称

経費
の見
積り

教員１人当り研究費等

所　在　地

長崎市文教町１番14号

　長崎大学

大学全体

多文化社会学部

(大学全体の共用分)

図書
1,097,000〔306,000〕
(1,024,000[296,000])
視聴覚資料
10,300
(6,600)

　　グローバルヘルス専攻(修士課程)
熱帯医学・グローバルヘルス研究科

029 5 0 2 36

既
設
大
学
等
の
状
況
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（専門職学位課程）

経済学部

教育学部

歯学部

工学部

1.02

1.01

1.03

1.05

平成23年度 長崎市文教町１番14号

長崎市文教町１番14号

長崎市文教町１番14号

長崎市文教町１番14号

0.99

長崎市片渕４丁目２番１号

長崎市文教町１番14号

〃

平成3年度

平成7年度 長崎市片渕４丁目２番１号

平成23年度

昭和48年度

昭和42年度

平成3年度

昭和45年度

〃

5

〃 〃

〃

〃

平成2年度

平成10年度

－

5753年次

1.04

平成9年度

－

〃

〃

〃

　工学科 4 － 1520

 （博士後期課程）

生産科学研究科

〃

－ 0

3年次

0 0

－ 0

平成18年度

〃

〃

－ 0

－ 0

－ 0

学士(工学)

〃

〃

　各学科共通

0

－

4

4

4

4

4

　情報システム工学科

　構造工学科

　社会開発工学科

　材料工学科

　応用化学科

0

0

0

0

　学校教育教員養成課程 4 240 － 960 学士(教育学) 1.00 平成10年度 長崎市文教町１番14号

　総合経済学科 3年次 学士(経済学) 1.02 平成10年度 長崎市片渕４丁目２番１号

　　　昼間コース 4 265 1260

　　　夜間主コース 4 60 250

医学部

　医学科 6 116 2年次 721 学士(医学) 1.00 平成28年度 長崎市坂本１丁目12番４号

5

　保健学科 4 106 3年次 452 学士(看護学) 1.00 平成14年度 長崎市坂本１丁目７番１号

14 学士(保健学)

　歯学科 6 50 － 300 学士(歯学) 1.00 昭和54年度 長崎市坂本１丁目７番１号

160 学士(薬科学)

薬学部

　薬学科 6 40 学士(薬学)
昭和61年度

－ 240

1.04

平成18年度

　薬科学科 4 40 －

380

0

－ 0

学士(工学)

　　平成23年度より
学生募集停止。

環境科学部

　環境科学科 4 130 学士(環境科学)

水産学部

　水産学科 4 110 学士(水産学)

教育学研究科

　教職実践専攻 2 38

【　研　究　科　】

76 教職修士(専門職) 0.79 平成20年度 長崎市文教町１番14号

経済学研究科

（博士前期課程）

　経済経営政策専攻 2 15 － 30 修士(経済学)

（博士後期課程）

　経営意志決定専攻 3 3 －

工学研究科

（博士前期課程）

　総合工学専攻 2 220 － 420 修士(工学) 長崎市文教町１番14号

440－

　機械ｼｽﾃﾑ工学科

　電気電子工学科

0

0

4

4

－ 0 博士(学術)，

〃

9 博士(経営学) 1.11

博士(工学)，

平成16年度

修士(経営学)

平成23年度より学生募
集停止。

博士(水産学),

長崎市文教町１番14号　システム科学専攻 3 0

博士(環境科学)

　海洋生産科学専攻 3 0 － 0 〃 〃

　環境科学専攻 3 0 － 0 〃 〃

平成12年度

平成13年度

平成16年度

10

5

既
設
大
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　環境共生政策学専攻

　環境保全設計学専攻

　

附属施設の概要

　保健学専攻

0.84

1.12

0.56

0.98

長崎市文教町１番14号

長崎市文教町１番14号

長崎市坂本１丁目７番１号

長崎市坂本１丁目12番４号

平成23年度

平成27年度

長崎市文教町１番14号

長崎市文教町１番14号－

長崎市文教町１番14号

248

40－

－

2 20

（博士課程）

（博士後期課程）

　生産システム工学専攻 3 15 － 35 博士(工学) 平成23年度 長崎市文教町１番14号

（5年一貫性博士課程）
　グリーンシステム創成科学専攻 5 5 博士(工学) 平成23年度25－

水産・環境科学総合研究科

　水産学専攻 2 35 修士(学術)－

（博士前期課程）

　環境科学専攻 2 25 修士(学術)25
修士(環境科学)

（博士後期課程）

　環境海洋資源学専攻 3 12 － 36 博士(学術) 平成23年度 長崎市文教町１番14号

博士(水産学)
博士(環境科学)

1.02

（5年一貫性博士課程）
　海洋フィールド生命科学専攻 5 5 － 25 博士(水産学) 平成23年度 長崎市文教町１番14号

博士(環境科学)

博士(海洋科学)

医歯薬学総合研究科

（修士課程）

修士(看護学) 平成14年度

修士(理学療法学) 1.02
修士(作業療法学)

博士(医学)

博士(歯学)

博士(薬学)

博士(学術)

　医療科学専攻 4 62 博士(学術) 平成14年度

　新興感染症病態制御学系専攻 4 20 － 80 1.01 平成14年度 長崎市坂本１丁目12番４号

博士(医学)

博士(歯学)

博士(薬学)

　放射線医療科学専攻 4 8 － 32 博士(学術) 0.81 平成14年度 長崎市坂本１丁目12番４号

博士(医学)

博士(歯学)

博士(薬学)

　生命薬科学専攻 2 36 修士(薬科学)72 平成14年度－ 0.95

平成14年度－ 0.8030

 （修士課程）

　国際健康開発専攻

（博士後期課程）

　生命薬科学専攻 3 10

熱帯医学・グローバルヘルス研究科

（修士課程）
平成27年度　グローバルヘルス専攻 2 27 － 27 修士(熱帯医学)

修士(公衆衛生学)

修士(医科学)

（附置研究所）
○熱帯医学研究所
　　所 在 地：長崎市坂本１丁目１２番４号
　　設置年月：昭和２４年５月（昭和４２年６月　風土病研究所から改称）
　　規 模 等：土地 ９１，２３１㎡　　建物 ９，５０６㎡
　　目　　的：熱帯医学に関する学理及びその応用を研究する。

○原爆後障害医療研究所
　　所 在 地：長崎市坂本１丁目１２番４号
　　設置年月：平成２５年４月
　　規 模 等：土地 ９１，２３１㎡　　建物 ４，７１９㎡
　　目　　的：放射線の人体への影響を国内外のヒバクシャを対象として研究により究
              明して，人類の安全と安心に寄与する放射線健康リスク評価・管理学を
              実践し，全人的被ばく医療学を推進するとともに，国際的な放射線被ば
              く影響の実態調査，ヒバクシャの試料・資料の収集及びデータベースの
              構築を行うことを目的とする。

1.14 長崎市坂本１丁目12番４号

修士(環境科学)

修士(水産学)

70

国際健康開発研究科

修士(学術)

2 0 － 0 〃

博士(薬科学)

〃

〃

2 0 － 0 修士(公衆衛生学)

2 0 － 0

博士(学術)

長崎市坂本1丁目12番4号平成20年度

平成27年度より学生
募集停止。

　　平成27年度より
学生募集停止。

〃

〃

既
設
大
学
等
の
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○熱帯医学研究所附属アジア・アフリカ感染症研究施設
　　所 在 地：長崎市坂本１丁目１２番４号
　　設置年月：平成２０年４月（熱帯感染症研究センターを改組）
　　規 模 等：土地 ９１，２３１㎡　　  建物 ７４㎡
　　目　　的：アジアやアフリカにおける熱帯病・新興再興感染症の発生・拡大に関
              与する現地長期調査及び複合要因の解析並びに予防制圧に資する研究
              及び教育を行うことにより，当該分野の学術研究の進展及び人材育成
              に寄与する。

○熱帯医学研究所附属熱帯医学ミュージアム
　　所 在 地：長崎市坂本１丁目１２番４号
　　設置年月：平成２０年４月（熱帯感染症研究センターを改組）
　　規 模 等：土地 ９１，２３０㎡　　建物 ３８２㎡
　　目　　的：熱帯医学に関する資料・情報を収集，整理，保存，解析及び提供する
              とともに，公衆への供覧等を行うことにより，熱帯医学に対する社会
              の理解を深め，学術研究の進展に寄与する。

（附属病院）
○長崎大学病院
　　所 在 地：長崎市坂本１丁目７番１号
　　設置年月：昭和２４年５月（平成２１年４月　医学部・歯学部附属病院を改組）
　　規 模 等：土地 ８６，８０７㎡　　建物 ９１，１６９㎡
　　目　　的：患者の診療を通じて医歯薬学関連の教育及び研究を行う。

（附属学校）
　　目　　的：
　　　(1)教育基本法及び学校教育法に定める教育又は保育を行う。
　　　(2)教育学部における児童若しくは生徒の教育又は幼児の保育に関する研究に協
　　　　 力し，教育学部の計画に従い，学生の教育実習の実施にあたる。
　　　(3)教育の理論的，実証的研究を行うとともに，他の学校との教育研究の協力及
         び教育研究の成果の交流を行う。
○教育学部附属幼稚園
　　所 在 地：長崎市文教町４番２３号
　　設置年月：昭和２４年５月
　　規 模 等：土地 ５１，１８５㎡　　建物 １，１４８㎡
○教育学部附属小学校
　　所 在 地：長崎市文教町４番２３号
　　設置年月：昭和２４年５月
　　規 模 等：土地 （上記に含む）　  建物 ７，２４０㎡
○教育学部附属中学校
　　所 在 地：長崎市文教町４番２３号
　　設置年月：昭和２４年５月
　　規 模 等：土地（上記に含む）　 　建物 ７，６１３㎡
○教育学部附属特別支援学校
　　所 在 地：長崎市柳谷町４２番１号
　　設置年月：昭和４６年４月
　　規 模 等：土地 １２，５２９㎡　　建物 ３，５１８㎡

（学部等の附属施設）
○教育学部附属教育実践総合センター
　　所 在 地：長崎市文教町１番１４号
　　設置年月：平成１３年４月（教育実践研究指導センターを改組）
　　規 模 等：土地 １８７，１２５㎡　　建物 ５３２㎡
　　目　　的：教育実践に関する研究，指導及び研修を総合的に行い，教師教育の充
              実を図る。

○水産学部附属練習船鶴洋丸
　　設置年月：昭和５０年６月（現船：平成１６年１２月）
　　規 模 等：アルミニウム合金船　１５５トン　最大搭載人員 ３６名
　　目　　的：航海・漁労実習，海洋環境観測，海洋生物資源調査

○水産学部附属練習船長崎丸
　　設置年月：昭和２７年３月（現船：昭和６１年２月）
　　規 模 等：鋼船　８４２トン　最大搭載人員 ６９名
　　目　　的：トロール漁業実習，海洋学実習，航海運用実習

○医歯薬学総合研究科附属薬用植物園
　　所 在 地：長崎市文教町１番１４号
　　設置年月：昭和４７年５月（平成１５年４月　薬学部附属施設から医歯薬学総合
　　　　　　　研究科附属施設へ移行）
　　規 模 等：土地 １８７，１２５㎡　　建物 ４４５㎡
　　目　　的：園内に薬用植物を栽培し，もって学術研究及び教育に資する。

○大学院水産・環境科学総合研究科附属環東シナ海環境資源研究センター
　　所 在 地：長崎市多以良町１５５１番７号
　　設置年月：平成２３年４月（環東シナ海海洋環境資源研究センターを改組）
　　規 模 等：土地 １０，９００㎡　　建物 ２，６４９㎡
　　目　　的：２１世紀の最重点課題である地球環境保全及び食料供給の持続性確保
　　　　　　　に向けて，長崎に隣接する東シナ海及びその沿岸域を主な対象として
　　　　　　　国内外の研究機関とも緊密に連携しながら，水圏・大気圏・陸圏の環
　　　　　　　境保全及び多様な生物資源の持続的生産の基盤となる学際領域の研究
　　　　　　　を推進する拠点として機能することを目的とする。

附属施設の概要
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附属施設の概要

６　空欄には，「－」又は「該当なし」と記入すること。

（注）

３　私立の大学又は高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「教室等」，「専任教員研究

５　「教育課程」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

　室」，「図書・設備」，「図書館」及び「体育館」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

　「図書・設備」，「図書館」，「体育館」及び「経費の見積もり及び維持方法の概要」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

１　共同学科等の認可の申請及び届出の場合，「計画の区分」，「新設学部等の目的」，「新設学部等の概要」，「教育課程」及び「教員組

２　「教員組織の概要」の「既設分」については，共同学科等に係る数を除いたものとすること。

４　大学等の廃止の認可の申請又は届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「校地等」，「校舎」，「教室等」，「専任教員研究室」，

　織の概要」の「新設分」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

○核兵器廃絶研究センター
　　所 在 地：長崎市文教町１番１４号
　　設置年月：平成２４年４月
　　規 模 等：土地 １８７，１２５㎡　　建物 ２３０㎡
　　目　　的：ヒロシマ・ナガサキを現在の世界の潮流の中で新たに位置づけ，学問
　　　　　　　的調査・分析を通して核兵器廃絶に向けた情報や提言を様々な角度か
　　　　　　　ら世界に発信するため，長崎市，長崎県等と連携を図りながら核兵器
　　　　　　　廃絶に係る教育研究活動を行うことにより，もって本学の教育研究の
　　　　　　　進展に資する。

（学内共同教育研究施設等）
○保健・医療推進センター
　　所 在 地：長崎市文教町１番１４号
　　設置年月：昭和４１年４月（平成２０年４月　保健管理センターを改組）
　　規 模 等：土地 １８７，１２５㎡　　建物 ５４０㎡
　　目　　的：長崎大学の学生及び職員の健康を守り，予防に努めるとともに，保健・
              医療分野での医療教育，本学の地域連携及び地域貢献を県及び自治体
              と連携し，推進する。

○先導生命科学研究支援センター
　　所 在 地：長崎市坂本１丁目１２番４号
　　設置年月：平成１５年４月（アイソトープ総合センター，遺伝子実験施設及び医
              学部附属動物実験施設を統合再編）
　　規 模 等：土地 ９１，２３１㎡　　  建物 ９，８１８㎡
　　目　　的：放射性同位元素等，動物資源及びゲノム情報・遺伝子を用いる教育研
              究にその施設等を供するとともに，本学における総合的な生命科学研
              究の推進及び支援を行い，もって教育研究の進展に資する。

○ＩＣＴ基盤センター
　　所 在 地：長崎市文教町１番１４号
　　設置年月：平成１６年１２月（総合情報処理センターを改組）
　　　　　　　研究科附属施設へ移行）
　　規 模 等：土地 １８７，１２５㎡　　建物 １，１８９㎡
　　目　　的：ＩＣＴを活用した教育研究環境を提供するため，情報政策の企画立案
　　　　　　　・実施，高度情報化技術に基づく情報基盤の整備，教育の情報化及び
　　　　　　　情報教育の推進を行うことを目的とする。

○言語教育研究センター
　　所 在 地：長崎市文教町１番１４号
　　設置年月：平成２４年４月
　　規 模 等：土地 １８７，１２５㎡　　建物 ４００㎡
　　目　　的：本学における外国語教育に関する教育及び研究を推進するとともに，
　　　　　　　外国語教育の実施に関する企画運営を行う。

○先端計算研究センター
　　所 在 地：長崎市文教町１番１４号
　　設置年月：平成２２年４月
　　規 模 等：土地 １８７，１２５㎡　　建物 ４０５㎡
　　目　　的：次世代並列コンピュータに関する研究開発及び教育を推進し，次世代
　　　　　　　並列コンピュータを利用した新たな産業創出に資する。

○大学教育イノベーションセンター
　　所 在 地：長崎市文教町１番１４号
　　設置年月：平成１４年４月
　　規 模 等：土地 １８７，１２５㎡　　建物 ７７９㎡
　　目　　的：本学の教育理念を達成するために，学士課程教育及び大学教育の在り
　　　　　　　方に関する研究を行うとともに，その改善に資するデータ蓄積とそれ
　　　　　　　を活用した入学者選抜支援，教育支援等の業務を行うことを目的とす
　　　　　　　る。
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1

位置関係の図面

ダイバーシティ推進センター，



最寄り駅からの図面・キャンパス間の移動関係 

■坂本キャンパス 

●JR長崎駅から 

路面電車 

「長崎駅前」→（赤迫行き）→「浜口町」下車→徒歩 

長崎バス 

「長崎駅前」→（８番系統下大橋行き（医学部経由））→「医学部前」下車 

●JR浦上駅から 

路面電車 

「浦上駅前」→（赤迫行き）→「浜口町」下車→徒歩 

●長崎空港から 

県営バス 

「長崎空港４番のりば」→（昭和町・浦上経由長崎方面行き）→「浦上駅前」下

車→（「JR 浦上駅から」へ） 

■坂本キャンパス（医学部）と文教キャンパス（全学教育）間の移動関係 

1) 距離２㎞，移動時間２０分，交通手段は路面電車「浜口町」～「長崎大学前」 

2) 全学教育は，１年次が水曜日・木曜日・金曜日，２年次が月曜日・火曜日に

文教キャンパスで受講することにして，専門教育との受講日を曜日で分け，

同じ日にキャンパス間の移動がないようにしている。

2

最寄駅からの図面・キャンパス間の移動関係
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3

校舎・運動場等の配置図
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長崎大学学則の変更の事由及び変更点 

変更の事由 

医学部医学科の入学定員を見直すため，所要の改正を行うものである。 

変更点 

医学部医学科の入学定員及び収容定員に関する規定を整備すること。
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○長崎大学学則（改正案） 

平成１６年４月１日 

学則第１号 

目次 

第１章 総則（第１条―第３条） 

第２章 修業年限，在学期間，学年，学期及び休業日（第４条―第９条） 

第３章 入学，編入学，転入学，転学部等，休学，復学，留学，退学，転学，再入学及び除籍（第１

０条―第２８条） 

第４章 教育課程の編成，授業科目の区分等，単位，履修方法，考査及び単位の授与（第２９条―第

４４条） 

第５章 卒業及び学位並びに教員の免許状授与の所要資格の取得（第４５条―第４８条） 

第６章 賞罰（第４９条・第５０条） 

第７章 検定料，入学料，授業料及び寄宿料（第５１条―第６０条） 

第８章 科目等履修生，研究生，特別聴講学生，特別の課程及び外国人留学生（第６１条―第６５条） 

第９章 雑則（第６６条・第６７条） 

附則 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 長崎大学（以下「本学」という。）は，国立大学法人長崎大学基本規則（平成１６年規則第１

号）第３条に規定する理念に基づき，実践教育を重視した最高水準の教育を提供し，幅広い視野と豊

かな教養及び深い専門知識を備え，課題探求能力及び創造力に富んだ人材を養成し，もって地域及び

国際社会に貢献することを目的とする。 

２ 本学の学部の修業年限，教育課程，教育研究組織その他の学生の修学上必要な事項については，こ

の学則の定めるところによる。 

（教育研究上の目的の公表等） 

第１条の２ 各学部は，学部，学科又は課程ごとに，人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目

的を学部規程に定め，公表するものとする。 

（学部，学科，課程及び収容定員） 

第２条 本学の学部に，次の学科及び課程を置く。 

学部 学科及び課程 

多文化社会学部 多文化社会学科 

教育学部 学校教育教員養成課程 
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経済学部 総合経済学科 

医学部 医学科，保健学科 

歯学部 歯学科 

薬学部 薬学科，薬科学科 

工学部 工学科 

環境科学部 環境科学科 

水産学部 水産学科 

２ 経済学部は昼夜開講制とし，昼間に授業を行うコース（以下「昼間コース」という。）及び主とし

て夜間に授業を行うコース（以下「夜間主コース」という。）を置く。 

３ 収容定員は，別表第１のとおりとする。 

（講座等） 

第３条 前条第１項に掲げる学部又は学科に，講座，学科目等を置く。 

２ 前項の講座，学科目等は，別に定める。 

第２章 修業年限，在学期間，学年，学期及び休業日 

（修業年限） 

第４条 学部の修業年限は，４年とする。ただし，医学部医学科，歯学部及び薬学部薬学科にあっては，

６年とする。 

（入学前に一定の単位を修得した者の修業年限の通算） 

第５条 大学の学生以外の者が第６１条に規定する科目等履修生として一定の単位（第１１条に規定す

る入学資格を有した後，修得したものに限る。）を修得した後に本学に入学する場合において，当該

単位の修得により本学の教育課程の一部を履修したと認められるときは，修得した単位数その他の事

項を勘案して所属学部教授会の議を経て学長が定める期間を修業年限に通算することができる。ただ

し，その期間は，修業年限の２分の１を超えてはならない。 

（在学期間） 

第６条 本学における在学期間は，修業年限の２倍を超えることができない。 

（学年） 

第７条 学年は４月１日に始まり，翌年３月３１日に終る。 

（学期） 

第８条 学年を分けて，次の２期とする。 

前期 ４月１日から９月３０日まで 

後期 １０月１日から翌年３月３１日まで 
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２ 前項の規定にかかわらず，学部の事情により，学長が変更することがある。 

（休業日） 

第９条 休業日は，次のとおりとする。 

日曜日及び土曜日 

国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日 

開学記念日 ５月３１日 

春季休業 ３月２１日から４月７日まで 

夏季休業 ８月１１日から９月３０日まで 

冬季休業 １２月２５日から翌年１月７日まで 

２ 前項の規定にかかわらず，学部の事情により，学長が変更することがある。 

３ 学長は，必要があると認めるときは，臨時の休業日を定めることができる。 

第３章 入学，編入学，転入学，転学部等，休学，復学，留学，退学，転学，再入学及び除籍 

（入学の時期） 

第１０条 入学の時期は，学年の始めとする。ただし，後期の始めに入学させることができる。 

（入学資格） 

第１１条 本学に入学することのできる者は，次の各号の一に該当する者とする。 

(1) 高等学校又は中等教育学校を卒業した者 

(2) 通常の課程による１２年の学校教育を修了した者又は通常の課程以外の課程により，これに相当

する学校教育を修了した者 

(3) 外国において学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大臣

の指定したもの 

(4) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該

課程を修了した者 

(5) 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満た

すものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者 

(6) 文部科学大臣の指定した者 

(7) 高等学校卒業程度認定試験規則（平成１７年文部科学省令第１号）による高等学校卒業程度認定

試験に合格した者（同規則附則第２条の規定による廃止前の大学入学資格検定規程（昭和２６年文

部省令第１３号）による大学入学資格検定に合格した者を含む。） 

(8) 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第９０条第２項の規定により大学に入学した者であって，

本学において，大学における教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの 

(9) 本学において，個別の入学資格審査により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認

めた者で，１８歳に達したもの 

（入学志願の手続） 
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第１２条 入学志願者は，所定の手続により，願い出なければならない。 

（選抜試験） 

第１３条 入学志願者に対しては，長崎大学入学者選抜規則（平成１６年規則第１６号）の定めるとこ

ろにより，選抜試験を行う。 

（合格者の決定） 

第１４条 前条の選抜試験による合格者の決定は，各学部教授会の議を経て，学長が行う。 

（編入学定員を有する学部への編入学） 

第１５条 経済学部，医学部保健学科又は環境科学部の第３年次に編入学することのできる者は，次の

各号のいずれかに該当する者で，かつ，当該学部が別に定める出願資格を有する者とし，選抜試験を

行った上，当該学部教授会の議を経て，学長が入学を許可する。 

(1) 大学を卒業した者 

(2) 学校教育法第１０４条第４項の規定により学士の学位を授与された者 

(3) 短期大学若しくは高等専門学校を卒業した者又はこれと同等以上の学力があると認められる者 

(4) 外国において学校教育における１４年の課程を修了した者 

(5) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の

学校教育における１４年の課程を修了した者 

(6) 我が国において，外国の短期大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における１４年の課

程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付

けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者 

(7) 専修学校の専門課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準を満た

すものに限る。）を修了した者（第１１条に規定する入学資格を有する者に限る。） 

２ 医学部医学科の第２年次に編入学することのできる者は，次の各号のいずれかに該当する者とし，

選抜試験を行った上，当該学部教授会の議を経て，学長が入学を許可する。 

(1) 大学を卒業した者 

(2) 学校教育法第１０４条第４項の規定により学士の学位を授与された者 

(3) 外国において学校教育における１６年の課程を修了した者 

(4) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の

学校教育における１６年の課程を修了した者 

(5) 我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における１６年の課程を

修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けら

れた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者 

(6) 専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満た

すものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者 

（欠員のある場合の編入学及び転入学） 
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第１６条 次の各号のいずれかに該当する者については，欠員のある場合に限り，選考の上，当該学部

教授会の議を経て，学長が入学を許可することがある。 

(1) 学校教育法第１０４条第４項の規定により学士の学位を授与された者で，編入学を志望するもの 

(2) 短期大学，高等専門学校，国立工業教員養成所又は国立養護教諭養成所を卒業した者で，編入学

を志望するもの 

(3) 教育学部若しくは学芸学部の２年課程を修了した者又は学校教育法施行規則（昭和２２年文部省

令第１１号）附則第７条に規定する従前の規定による学校の課程を修了し，若しくはこれらの学校

を卒業した者で，編入学を志望するもの 

(4) 外国において学校教育における１４年の課程を修了した者で，編入学を志望するもの 

(5) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の

学校教育における１４年の課程を修了した者で，編入学を志望するもの 

(6) 我が国において，外国の短期大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における１４年の課

程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付

けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者で，編入学

を志望するもの 

(7) 専修学校の専門課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準を満た

すものに限る。）を修了した者（第１１条に規定する入学資格を有する者に限る。）で，編入学を

志望するもの 

(8) 他の大学に在学する者又は卒業し，若しくは退学した者で，転入学を志望するもの 

(9) 我が国において，外国の大学の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付

けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程に在学する者又は当該課

程を修了し，若しくは退学した者で，転入学を志望するもの（第１１条に規定する入学資格を有す

る者に限る。） 

２ 前項各号に掲げるもののほか，医学又は歯学の進学課程を修了した者又はこれと同等以上の学力が

あると認められる者の編入学については，医学部又は歯学部が別に定める。 

（編入学又は転入学を許可された者の修業年限等） 

第１７条 前２条の規定により入学を許可された者の入学する前に履修した授業科目について修得した

単位及び入学する前に行った第３７条第１項に規定する学修の取扱い並びに在学すべき年数について

は，所属学部教授会の議を経て，学長が定める。 

２ 前項の規定により在学すべき年数を定められた者の在学期間は，第６条の規定にかかわらず，在学

すべき年数の２倍を超えることができない。 

３ 第１項の規定により在学すべき年数を定められた者の休学期間は，第２２条第２項の規定にかかわ

らず，在学すべき年数に相当する年数を超えることができない。 

（入学手続） 
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第１８条 選抜試験又は選考の結果に基づき，入学の合格通知を受けた者は，所定の期日までに次の手

続をしなければならない。 

(1) 入学料を納付すること。 

(2) 誓約書及び保証書を提出すること。ただし，第６４条に規定する外国人留学生については，誓約

書のみの提出とする。 

２ 保証書の保証人は，原則として父母又はこれに準ずる者とし，学生と連帯して責任を負うものとす

る。保証人又は保証人の住所に変更があった場合は，速やかに届け出なければならない。 

（入学許可） 

第１９条 学長は，前条の入学手続（第５３条の規定により，入学料の免除又は徴収猶予の申請を行っ

た者は，前条第１号の手続を除く。）を完了した者に入学を許可する。 

２ 学長は，入学を許可した者に対して，入学時に学生証を交付する。 

（転学部等） 

第２０条 学生から転学部の願い出があったときは，関係学部教授会の議を経て，学長が許可すること

がある。 

２ 前項の規定により転学部を許可された者の修業年限等に関しては，第１７条の規定を準用する。 

３ 前２項の規定は，学科及び課程を変更する場合について準用する。この場合において，第１項中「関

係学部教授会」とあるのは「所属学部教授会」と読み替えるものとする。 

（休学） 

第２１条 学生が疾病その他の理由により，引き続き２か月以上修学を中止しようとするときは，所属

学部長を経て，学長に休学を願い出て，許可を受けなければならない。 

（休学期間） 

第２２条 休学は，引き続き１年を超えることができない。ただし，特別の理由があるときは，更に１

年以内の休学を許可することがある。 

２ 休学期間は，通算して４年（医学部医学科，歯学部及び薬学部薬学科にあっては６年）を超えるこ

とができない。 

３ 休学期間は，第６条及び第４５条の期間に算入しない。 

（復学） 

第２３条 休学期間が満了したとき又は休学期間中にその理由がなくなったときは，所属学部長を経て，

学長に復学を願い出て，許可を受けなければならない。 

（留学） 

第２４条 学長は，学生が外国の大学又は短期大学で学修することが教育上有益であると所属学部教授

会において認めるときは，あらかじめ，当該外国の大学又は短期大学と協議の上，学生が当該外国の

大学又は短期大学に留学することを認めることがある。 

２ 留学の期間は，第６条及び第４５条の期間に算入する。 

7



（退学） 

第２５条 学生が退学しようとするときは，所属学部長を経て，学長に願い出て，許可を受けなければ

ならない。 

（転学） 

第２６条 学生が他の大学に転学しようとするときは，所属学部長を経て，学長に願い出て，受験の許

可を受けなければならない。 

（再入学） 

第２７条 第２５条による退学者が，退学後２年以内に退学前に所属していた学部の学科又は課程に再

入学を願い出た場合は，当該学部教授会の議を経て，学長が許可することがある。 

２ 前項の規定により入学を許可された者については，本学退学時までの在学期間，休学期間，留学期

間及び停学期間は入学後の当該期間に通算するものとし，既に履修した授業科目について修得した単

位の取扱いについては当該学部教授会の議を経て，学長が定めるものとする。 

（除籍） 

第２８条 学生が次の各号の一に該当するときは，所属学部教授会の議を経て，学長がこれを除籍する。 

(1) 正当の理由なくして欠席が長期にわたるとき。 

(2) 成業の見込みがないと認めたとき。 

(3) 在学期間が修業年限の２倍を超えたとき又は休学期間が第２２条第２項の期間を超えたとき。 

(4) 休学期間が満了しても復学の願い出をしないとき。 

(5) 授業料を納めないとき。 

(6) 第５３条の規定により入学料の免除又は徴収猶予を申請した者で，次に掲げるものが納めるべき

入学料を所定の期日までに納めないとき。 

ア 免除又は徴収猶予が許可されなかったもの 

イ 入学料の一部の免除が許可されたもの 

ウ 徴収猶予が許可されたもの 

第４章 教育課程の編成，授業科目の区分等，単位，履修方法，考査及び単位の授与 

（教育課程の編成） 

第２９条 教育課程は，本学，学部及び学科又は課程の教育上の目的を達成するため，大学教育におけ

る基本的教養を会得させ併せて専門の幅広い基盤を理解させることを目的とした教養教育に関する授

業科目（以下「教養教育科目」という。）及び学部等の専攻に係る専門教育に関する授業科目（以下

「専門教育科目」という。）を有機的に組み合わせて，体系的に編成するものとする。 

２ 教育課程の編成に当たっては，学部等の専攻に係る専門の学芸を教授するとともに，幅広く深い教

養及び総合的な判断力を培い，豊かな人間性を涵養するよう適切に配慮するものとする。 

（授業科目の区分） 

第３０条 教養教育科目の区分は，次のとおりとする。ただし，夜間主コースにあっては健康・スポー
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ツ科学科目を除くものとする。 

教養ゼミナール科目 

情報科学科目 

健康・スポーツ科学科目 

外国語科目 

全学モジュールⅠ科目 

全学モジュールⅡ科目 

学部モジュール科目 

自由選択科目 

２ 専門教育科目の区分は，各学部の履修に関する規程（以下「学部規程」という。）の定めるところ

による。 

３ 第６４条に規定する外国人留学生及び外国人留学生以外の学生で外国において相当の期間中等教育

（中学校又は高等学校に対応する学校における教育をいう。）を受けた者（以下この章において「外

国人留学生等」という。）の教育について必要があると認めるときは，第１項に規定する科目のほか，

留学生用科目を開設する。 

４ 各授業科目を，必修科目，選択科目及び自由科目に分ける。 

（授業科目の開設） 

第３１条 教養教育科目は，本学のすべての教員の参画により開設するものとする。 

２ 専門教育科目は，各学部の教員により開設するものとする。 

（授業の方法） 

第３２条 授業は，講義，演習，実験，実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併用により行

うものとする。 

２ 前項の授業は，文部科学大臣が定めるところにより，多様なメディアを高度に利用して，当該授業

を行う教室等以外の場所で履修させることができる。 

３ 第１項の授業は，外国において履修させることができる。前項の規定により，多様なメディアを高

度に利用して，当該授業を行う教室等以外の場所で履修させる場合についても，同様とする。 

（１単位当たりの授業時間） 

第３３条 １単位の授業科目は，４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準とし，

授業の方法に応じた１単位当たりの授業時間は，次の基準によるものとする。 

(1) 講義については１５時間 

(2) 演習については３０時間 

(3) 実験，実習及び実技については４５時間 

２ 前項の基準どおりできない事情があるとき又は教育効果を考慮して必要があるときは，前項第１号

の講義及び前項第２号の演習については１５時間から３０時間の範囲で，前項第３号の実験，実習及

9



び実技については３０時間から４５時間の範囲で，学部規程又は長崎大学教養教育履修規程（平成２

４年規程第２号。以下「教養教育履修規程」という。）において定めることができる。ただし，講義，

演習，実験，実習又は実技の併用により行う授業及び芸術等の分野における個人指導による実技の授

業については，学部規程又は教養教育履修規程の定める時間の授業をもって１単位とすることができ

る。 

３ 前２項の規定にかかわらず，卒業論文，卒業研究，卒業制作等の授業科目については，これらの学

修の成果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合には，これらに必要な学修等を考慮

して，単位数を定めることができる。 

（授業期間） 

第３４条 各授業科目の授業は，１５週にわたる期間を単位として行う。ただし，教育上必要があり，

かつ，十分な教育効果をあげることができると認められる場合は，この限りでない。 

（成績評価基準等の明示等） 

第３４条の２ 各学部は，学生に対して，授業の方法及び内容並びに１年間の授業の計画をあらかじめ

明示するものとする。 

２ 各学部は，学修の成果に係る評価及び卒業の認定に当たっては，客観性及び厳格性を確保するため，

学生に対してその基準をあらかじめ明示するとともに，当該基準にしたがって適切に行うものとする。 

（教育内容等の改善のための組織的な研修等） 

第３４条の３ 各学部は，当該学部の授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び研究を

実施するものとする。 

（他学部における授業科目の履修等） 

第３５条 学生が他学部の授業科目を履修することが教育上有益であると各学部において認めるときは，

当該授業科目を履修させることができる。 

２ 学生は，他学部の開設する授業科目を履修しようとするときは，所属学部長を経て，当該授業科目

を開設する学部長の承認を受けなければならない。 

３ 前２項の規定により学生が履修した授業科目について修得した単位の取扱いは，学部規程の定める

ところによる。 

（本学大学院における授業科目の履修等） 

第３５条の２ 学生が本学大学院に進学を希望し，当該大学院の授業科目を履修することが教育上有益

であると各学部において認めるときは，当該授業科目を履修させることができる。 

２ 学生は，本学大学院の開設する授業科目を履修しようとするときは，所属学部長を経て，当該授業

科目を開設する研究科長の承認を受けなければならない。 

３ 第１項の規定により学生が履修した授業科目について修得した単位は，所属学部の卒業の要件とし

て学部規程で定める学生が修得すべき単位数（以下「卒業要件単位」という。）に含めることはでき

ない。 
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（他の大学又は短期大学における授業科目の履修等） 

第３６条 学生が他の大学又は短期大学の授業科目を履修することが教育上有益であると各学部におい

て認めるときは，あらかじめ当該他の大学又は短期大学と協議の上，学生が当該他の大学又は短期大

学の授業科目を履修することを認め，その履修した授業科目について修得した単位は６０単位を超え

ない範囲で本学における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 前項の規定は，学生が，第２４条の規定により留学する場合，外国の大学又は短期大学が行う通信

教育における授業科目を我が国において履修する場合及び外国の大学又は短期大学の教育課程を有す

るものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別

に指定するものの当該教育課程における授業科目を我が国において履修する場合について準用する。 

（大学以外の教育施設等における学修） 

第３７条 学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修その他文部科学大臣が別に定め

る学修について，教育上有益であると認めるときは，本学における授業科目の履修とみなし，単位を

与えることができる。 

２ 前項の規定により与えることができる単位数は，前条の規定により本学において修得したものとみ

なす単位数と合わせて６０単位を超えないものとする。 

（入学前の既修得単位等の認定） 

第３８条 学生が本学に入学する前に次の各号の一に該当する単位を有する場合において，教育上有益

であると認めるときは，その単位を入学した後の本学における授業科目の履修により修得したものと

みなすことができる。 

(1) 大学又は短期大学（外国の大学又は短期大学を含む。）において履修した授業科目について修得

した単位 

(2) 大学設置基準（昭和３１年文部省令第２８号）第３１条第１項に規定する科目等履修生として修

得した単位 

２ 学生が本学に入学する前に行った前条第１項に規定する学修について，教育上有益であると認める

ときは，本学における授業科目の履修とみなし，単位を与えることができる。 

３ 前２項の規定により修得したものとみなし，又は与えることのできる単位数は，編入学，転入学等

の場合を除き，本学において修得した単位以外のものについては，第３６条及び前条第１項の規定に

より本学において修得したものとみなす単位数と合わせて６０単位を超えないものとする。 

（長期にわたる教育課程の履修） 

第３９条 学生が職業を有している等の事情により，第４条に規定する修業年限を超えて一定の期間に

わたり計画的に教育課程を履修し卒業することを希望する旨を申し出たときは，長崎大学長期履修規

程（平成１８年規程第４７号）の定めるところにより，その計画的な履修を認めることができる。 

（外国人留学生等に係る留学生用科目の単位の取扱い） 

第４０条 外国人留学生等が留学生用科目について修得した単位は，教養教育履修規程の定めるところ
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により，教養教育科目として修得すべき単位に代えることができる。 

（履修科目の登録の上限） 

第４１条 学生が各年次にわたって適切に授業科目を履修するため，卒業要件単位について，学生が１

学年又は１学期に履修科目として登録することができる単位数の上限を学部規程で定めることができ

る。 

２ 前項の場合において，学部規程の定めるところにより，所定の単位を優れた成績をもって修得した

学生については，前項に規定する上限を超えて履修科目の登録を認めることができる。 

（考査及び単位の授与） 

第４２条 学生が一の授業科目を履修した場合には，考査を行い，合格した者に対しては，単位を与え

る。 

２ 考査は，試験，論文，報告書その他の方法により行うものとする。 

第４３条 考査及び単位の認定は，学部規程又は教養教育履修規程の定めるところによる。 

（履修方法等） 

第４４条 この章に定めるもののほか，教育課程の編成，授業科目の名称，単位数，履修方法，履修科

目の登録の上限，考査及び単位の授与等については，学部規程及び教養教育履修規程の定めるところ

による。 

第５章 卒業及び学位並びに教員の免許状授与の所要資格の取得 

（卒業及び学位の授与） 

第４５条 第４条に規定する期間（第１５条及び第１６条の規定により入学を許可された者については，

第１７条第１項の規定により定められた在学すべき年数）以上在学し，卒業要件単位を修得した者に

ついては，所属学部教授会の議を経て，学長が卒業を認定し，学士の学位を授与する。ただし，各学

部において必要と認めるときは，在学期間及び卒業要件単位に加え，卒業の要件を課すことができる。 

２ 卒業要件単位のうち，第３２条第２項の授業の方法により修得できる単位数は，別に定めのある場

合を除き６０単位を超えないものとする。 

第４６条 学部（医学部医学科，歯学部及び薬学部薬学科を除く。この条において同じ。）に３年以上

在学した者（これに準ずるものとして文部科学大臣の定める者を含む。）が，卒業要件単位を優秀な

成績で修得したと認める場合には，第４条の規定にかかわらず，その卒業を認めることができる。 

２ 前項に規定する卒業の認定は，次の各号に掲げる要件のすべてに該当する場合に限り行うことがで

きる。 

(1) 学修の成果に係る評価の基準その他の前項に規定する卒業の認定の基準を定め，それを公表して

いる学部の学生であること。 

(2) 第４１条に規定する履修科目として登録することができる単位数の上限を定め，適切に運用して

いる学部の学生であること。 

(3) 学生が卒業要件単位を修得し，かつ，当該単位を優秀な成績をもって修得したと認められること。 
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(4) 学生が前項に規定する卒業を希望していること。 

第４７条 学位の授与等については，長崎大学学位規則（平成１６年規則第１１号）の定めるところに

よる。 

（教員の免許状授与の所要資格の取得） 

第４８条 本学の学部の学科等において，教育職員免許法（昭和２４年法律第１４７号）及び教育職員

免許法施行規則（昭和２９年文部省令第２６号）に定める所要の単位を修得した者は，教員の免許状

授与の所要資格を取得することができる。 

２ 前項の規定により所要資格を取得できる教員の免許状の種類は，別表第２のとおりとする。 

第６章 賞罰 

（賞罰） 

第４９条 学生として表彰に価する行為があった場合は，学長は，所属学部長等の推薦により表彰する

ことがある。 

第５０条 学生が本学の規則に背き大学の秩序を乱し，その他学生としての本分に反する行為があった

ときは，長崎大学教育研究評議会の議を経て，学長がこれを懲戒する。 

２ 懲戒は，退学，停学及び訓告とする。 

３ 停学は，確定期限を付す有期の停学及び確定期限を付さない無期の停学とする。 

４ 停学の期間が１か月以上にわたるときは，その期間は，第６条の期間に算入し，第４５条及び第４

６条の卒業の要件として在学すべき期間に算入しない。 

第７章 検定料，入学料，授業料及び寄宿料 

（検定料） 

第５１条 入学，転入学，編入学及び再入学を志願する者は，検定料を納めなければならない。 

（検定料等の額及びその徴収方法等） 

第５２条 検定料，入学料及び授業料の額並びに徴収方法等は，この学則に定めるもののほか，長崎大

学授業料，入学料，検定料及び寄宿料徴収規程（平成１６年規程第９２号。以下「徴収規程」という。）

の定めるところによる。 

（入学料の免除及び徴収猶予） 

第５３条 特別な事情により入学料の納付が著しく困難であると認められる者については，本人の願い

出により，入学料の全部又は一部を免除し，又は徴収猶予することがある。 

２ 入学料の免除及び徴収猶予については，長崎大学入学料，授業料及び寄宿料の免除等に関する規程

（平成１６年規程第９３号。以下「免除規程」という。）の定めるところによる。 

（授業料の納期） 

第５４条 授業料は，前期分及び後期分の２回に分け，それぞれ年額の２分の１に相当する額を次に定

める期間に納めなければならない。 

前期分 ４月１日から４月３０日まで 
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後期分 １０月１日から１０月３１日まで 

２ 前項の規定にかかわらず，前期分に係る授業料を納めるときに，当該年度の後期分に係る授業料を

併せて納めることができる。 

３ 入学年度の前期分又は前期分及び後期分に係る授業料については，第１項の規定にかかわらず，入

学を許可されるときに納めることができる。 

（授業料の免除及び徴収猶予） 

第５５条 経済的理由によって授業料の納付が困難であり，かつ，学業優秀と認められる者その他やむ

を得ない事情があると認められる者に対しては，願い出によりその事情を審査し，授業料の全部又は

一部を免除し，又は徴収猶予することがある。 

２ 前項の授業料の免除及び徴収猶予については，この学則に定めるもののほか，免除規程の定めると

ころによる。 

第５６条 前条に規定する授業料の徴収猶予の期限は，前期分は９月１５日限りとし，後期分は３月１

５日限りとする。 

第５７条 第５４条に規定する授業料の納期中に休学を許可された者については，休学当月の翌月から

復学当月の前月までの授業料を免除する。ただし，月の初日から休学期間が開始する場合については

休学当月の分，第８条第２項及び第９条第２項の規定により後期の開始日が１０月１日前となる場合

で当該後期の開始日に復学するときについては復学当月の分についても免除する。 

第５８条 退学する者，転学する者，停学を命ぜられた者又は除籍される者については，その期分の授

業料を徴収する。ただし，免除規程の規定に該当する場合は，この限りでない。 

（寄宿料） 

第５９条 寄宿料の額及び徴収方法等については，徴収規程の定めるところによる。 

２ 学生に特別の事情がある場合は，寄宿料を免除することがある。 

３ 寄宿料の免除については，免除規程の定めるところによる。 

（料金の返還） 

第６０条 既納の料金は，返還しない。ただし，次の各号の一に該当する場合は，当該料金の相当額（第

２号の場合にあっては第１号に規定する第２段階目の選抜に係る検定料に相当する額を，第４号の場

合にあっては後期分の授業料相当額）を返還するものとする。 

(1) 選抜試験において，出願書類等による選抜（以下「第１段階目の選抜」という。）を行い，その

合格者に限り学力検査等による選抜（以下「第２段階目の選抜」という。）を行い，最終合格者を

決定する場合に，第１段階目の選抜の不合格者が，所定の期日までに第２段階目の選抜に係る検定

料の返還を申し出たとき。 

(2) 個別学力検査の前期日程又は後期日程（以下「前期又は後期試験」という。）の出願受付後に各

学部等が課す大学入試センター試験の教科・科目を受験していないことにより受験資格がないこと

が判明した者が，所定の期日までに前期又は後期試験に係る検定料の返還を申し出たとき。 
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(3) 第５４条第３項の規定により入学を許可されるときに授業料を納めた者が，入学年度の前年度の

３月３１日までに入学を辞退し，授業料の返還を申し出たとき。 

(4) 第５４条第２項又は第３項の規定により前期分の授業料を納入する際に後期分の授業料を併せ

て納入した者が，後期分の授業料の納入時期前に休学又は退学したとき。 

第８章 科目等履修生，研究生，特別聴講学生，特別の課程及び外国人留学生 

（科目等履修生） 

第６１条 各学部の学生以外の者で，本学が開設する授業科目のうち一又は複数の授業科目について履

修を希望するものがあるときは，選考の上，科目等履修生として入学を許可することがある。 

（研究生） 

第６２条 本学において特殊の事項について研究を希望する者があるときは，選考の上，研究生として

入学を許可することがある。 

（特別聴講学生） 

第６３条 他の大学又は短期大学（外国の大学又は短期大学を含む。）の学生で，本学の特定の授業科

目を履修することを希望するものがあるときは，当該他の大学又は短期大学との協議に基づき，特別

聴講学生として入学を許可することがある。 

２ 特別聴講学生に係る検定料及び入学料は，徴収しない。 

３ 特別聴講学生に係る授業料については，科目等履修生と同様とする。 

４ 前項の規定にかかわらず，特別聴講学生が大学間交流協定において授業料を徴収しないこととして

いる外国の大学若しくは短期大学の学生又は大学間相互単位互換協定において授業料を徴収しないこ

ととしている大学若しくは短期大学の学生であるときは，授業料を徴収しない。 

５ 既納の授業料は，返還しない。 

６ 実験，実習に要する実費は，必要に応じ特別聴講学生の負担とする。 

（特別の課程） 

第６３条の２ 学長は，本学の学生以外の者を対象とした特別の課程を編成し，これを修了した者に対

し，修了の事実を証する証明書を交付することができる。 

２ 本学の学生が前項に規定する特別の課程を履修することが教育上有益であると認めるときは，当該

課程を履修させることができる。 

（外国人留学生） 

第６４条 外国人留学生として本学に入学を希望する者があるときは，選考の上，入学を許可すること

がある。 

（規程） 

第６５条 第６１条から前条までに関する細部についての規則は，別に定める。 

第９章 雑則 

（寄宿舎） 
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第６６条 本学に，寄宿舎を置く。 

２ 寄宿舎に関する規則は，別に定める。 

（保健） 

第６６条の２ 学生は，毎学年本学が行う健康診断を受けなければならない。 

２ 所属学部長は，学生の健康を管理し，必要に応じて治療を命じ，又は登学を停止することができる。 

（補則） 

第６７条 この学則の施行に必要な事項は学長が定め，各学部に必要な規程については，学長の承認を

得て，各学部長が定めるものとする。 

附 則（平成  年  月  日学則第 号） 

１ この学則は，平成２８年４月１日から施行する。 

２ 改正後の別表第１医学部の項及び同表合計の項の入学定員及び収容定員は，平成２９年度までの入

学定員及び収容定員とする。 

３ 医学部の収容定員及び収容定員の合計は，改正後の別表第１医学部の項及び同表合計の項の規定に

かかわらず，平成２８年度から平成３２年度までについては，次のとおりとする。 

学部 学科・課程 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 

医学部 医学科 723 725 722 719 698

保健学科 452 452 452 452 452

計 1,175 1,177 1,174 1,171 1,150

合計 7,055 7,057 7,054 7,051 7,030

別表第１ 

  定員   入学定員 第３年次（医学部医

学科にあっては第２

年次）編入学定員 

収容定員 

学部 学科・課程   

多文化社会

学部 

多文化社会学科 １００  ４００

計 １００  ４００

教育学部 学校教育教員養成課程 ２４０   ９６０

計 ２４０   ９６０

経済学部 総合経済学

科 

昼間コース ２６５   １，０６０

夜間主コース ６０   ２４０
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    １５ ３０

計 ３２５ １５ １，３３０

医学部 医学科 １１８ ５ ７３３

保健学科 １０６ １４ ４５２

計 ２２４ １９ １，１８５

歯学部 歯学科 ５０   ３００

計 ５０   ３００

薬学部 薬学科 ４０   ２４０

薬科学科 ４０   １６０

計 ８０   ４００

工学部 工学科 ３８０   １，５２０

計 ３８０   １，５２０

環境科学部 環境科学科 １３０ ５ ５３０

計 １３０ ５ ５３０

水産学部 水産学科 １１０   ４４０

計 １１０   ４４０

合計 １，６３９ ３９ ７，０６５

別表第２ 

学部 学科等 教員の免許状の種類（免許教科・領域） 

多文化社

会学部 

多文化社会学科 高等学校教諭一種免許状 （英語） 

教育学部 学校教育教員養成 

課程 

幼稚園教諭一種免許状   

小学校教諭一種免許状 

小学校教諭二種免許状 

中学校教諭一種免許状 （国語，社会，数学，理科，音楽，
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中学校教諭二種免許状 美術，保健体育，技術，家庭，英

語） 

高等学校教諭一種免許状 （国語，地理歴史，公民，数学，

理科，音楽，美術，書道，保健体

育，家庭，情報，工業，英語） 

特別支援学校教諭一種免許状 （知的障害者，肢体不自由者，病

弱者） 

経済学部 総合経済学科 高等学校教諭一種免許状 （商業） 

工学部 工学科 高等学校教諭一種免許状 （数学，理科，工業） 

水産学部 水産学科 高等学校教諭一種免許状 （理科，水産） 
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長崎大学学則の一部を改正する学則（案） 

長崎大学学則（平成１６年学則第１号）の一部を，次の新旧対照表のように改正する。 

新 旧 

第１章 総則 第１章 同左 

（目的）  

第１条 長崎大学（以下「本学」という。）は，国立大学法人長崎大学基

本規則（平成１６年規則第１号）第３条に規定する理念に基づき，実践

教育を重視した最高水準の教育を提供し，幅広い視野と豊かな教養及び

深い専門知識を備え，課題探求能力及び創造力に富んだ人材を養成し，

もって地域及び国際社会に貢献することを目的とする。 

第１条 同左 

２ 本学の学部の修業年限，教育課程，教育研究組織その他の学生の修学

上必要な事項については，この学則の定めるところによる。 

第１条の２ 略 第１条の２ 同左 

（学部，学科，課程及び収容定員）  

第２条 本学の学部に，次の学科及び課程を置く。 第２条 同左 

学部 学科及び課程 

～

略

～

～

略

～

医学部 医学科，保健学科 

～

略 

～

～

略 

～

学部 学科及び課程 

～

同左

～

～

同左

～

同左 同左 
～

同左 

～

～
同左 

～

２ 略 ２ 同左 

1
9



３ 収容定員は，別表第１のとおりとする。 ３ 同左 

第３条 略 第３条 同左 

第２章～第９章 略 第２章～第９章 同左 

附 則  

１ この学則は，平成２８年４月１日から施行する。 

２ 改正後の別表第１医学部の項及び同表合計の項の入学定員及び収容定

員は，平成２９年度までの入学定員及び収容定員とする。 

３ 医学部の収容定員及び収容定員の合計は，改正後の別表第１医学部の

項及び同表合計の項の規定にかかわらず，平成２８年度については，次

のとおりとする。 

学部 学科・課

程 

平成28

年度 

医学部 医学科 723

保健学科 452

計 1,175

合計 7,055

別表第１ 別表第１ 

学部 学科・課程 入学定員 

第３年次（医学部医

学科にあっては第２

年次）編入学定員 

収容定員

～

略 

～

～

略 

～

～

略

～

～

略

～

～

略

～

医学部 医学科 １１８ ５ ７２５

学部 学科・課程 入学定員 

第３年次（医学部医

学科にあっては第２

年次）編入学定員 

収容定員
～

同左 

～

～
同左 

～

～

同左

～

～

同左

～

～

同左

～

同左 同左 １１６ 同左 ７２１

2
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保健学科 １０６ １４ ４５２

計 ２２４ １９ １，１７７

～

略 

～

～

略

～

～

略

～

～

略

～

合計 １，６３９ ３９ ７，０５７

同左 同左 同左 同左

計 ２２２ 同左 １，１７３

～

同左 

～

～

同左

～

～

同左

～

～

同左

～

合計 １，６３７ 同左 ７，０５３

別表第２ 略 別表第２ 同左 
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医学部の収容定員変更の趣旨等を記載した書類 

 

１．収容定員変更の内容 

平成２８年度から長崎大学医学部医学科の入学定員を１１６名から１１８名とし、収容

定員を７２１名から７３３名とする。 

 

２．収容定員変更の必要性 

長崎県の医師数は、人口１０万人当たり２８７．６人（厚生労働省大臣官房統計情報部

「平成２４年医師・歯科医師・薬剤師調査」）で、全国平均２３５．８人を上回っているが、

地域偏在が顕著であり、離島・へき地においては、県南地区１７０．８人、五島地区１８

３．５人、上五島地区１５０．５人、壱岐地区１３０．６人、対馬地区１６９．４人と深

刻な医師不足となっている。【長崎県の医師の状況（資料 1）参照】 

以上の状況を、喫緊の課題として捉え、平成２０年度入学者から地域枠を AO 入試に設

け、平成２１年度には「緊急医師確保対策（H19.5）」により一般入試枠の定員を５名増、

平成２２年度から「経済財政改革の基本方針 2009（H21.6 閣議決定）」に沿って１５名定

員増とし、AO 入試で実施していた地域枠を推薦入試 A（地域医療枠）に改編のうえ定員増

の１５名を推薦入試 A（地域医療枠）の定員とした。また、平成２１年度に定員増となった

５名を、新設した推薦入試 B（地域医療特別枠）の定員とし、長崎県医学修学資金の貸与を

条件とした。平成２３年度には、佐賀県枠及び宮崎県枠を創設し、各 2 名の定員を設け、「新

成長戦略（H22.6 閣議決定）」により 1 名の定員増とした。平成２４年度には平成２３年「新

成長戦略（H22.6 閣議決定）」により増員とした 1 名を、推薦入試 B（地域医療特別枠）の

定員とした。現在は推薦入試 A（地域医療枠）１５名、推薦入試 B（地域医療特別枠）６名

の定員としている。しかしながら、多くの離島を抱える本県にあっては、かねてよりの医

師不足に重ね専門医指向等により都市部病院へ医師が集中し、地域間の医師の偏在が顕著

になっており、特に離島及び本土の県北部における医師不足は厳しい状況が続いているこ

とから、長崎県と協議した結果、本学では平成２８年度の医学部医学科入学定員（推薦入

試 B（地域医療特別枠））を２名増員し、医師偏在の非常事態に直面する離島・へき地への

地域医療人育成について今後も継続して取り組む。 

 

３．収容定員変更に伴う教育体制等 

本学医学部は、長崎県内の地域医療を担う医師を養成するために、これまでも次のとお

りの医学教育プログラムを実践してきた。 

１） 地域医療人基盤育成のために、１年次から主に地域枠学生を対象に開講している「地

域医療医学ゼミ」では、県北部地域の平戸市、県島嶼部の五島市へ 2 泊 3 日の地域医

療集中セミナーを開催し、ワークショップ、講義、施設見学等を通して地域包括医療

の実際を学ぶ取組を実施している。【地域医療セミナー実施要領（資料 2）参照】 
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以上の地域医療医学ゼミ等の足がかりとして、地域枠 1〜3 年生については、春に班

編制を行い、班ごとに長崎県内の地域医療に関する調査・研究活動を行って、その成

果を 11〜12 月にその年の地域医療に関連した活動報告会で発表し、長崎県の地域医療

について理解を深めている。 

また、地域枠学生に限らず、広く地域医療に興味を持つ学生等を対象に、3 カ月に 1

回程度の頻度で県内外の地域医療に従事している医師を講師として招き、地域医療の

実践について学ぶ地域医療研究会を開催している。 

２） 平成 16 年度文部科学省企画「特色ある大学教育支援プログラム（特色ＧＰ）」に本

学の「地域と連携した実践型医学教育プログラム」が採択され、①患者との良好なコ

ミュニケーションを構築し、病気を診るだけではなく患者の心と置かれている環境を

洞察する全人的医療を実践することができ、②医療チームや家族と力を合わせ、患者

の社会への復帰を真摯に目指す（包括的保険）医師、「現在版“赤ひげ医師”」を育成

することを目的に、医学部５年生全学生を対象として、長崎県の特色である離島をフ

ィールドとした１週間の離島医療実習を必修化している。本プログラムは、地域（離

島）医療に貢献できる医療人の育成という地域の切実な要請に対応する本学の特色あ

る取組の１つである。学生の反応も良好で、本実習の延長線上にある６年次高次臨床

実習（選択制）では、平成 16 年から平成 27 年度までの 11 年間で、のべ 120 名が離島

実習を選択している。 

３） 平成 20 年度には文部科学省企画「質の高い大学教育推進プログラム」に採択された

「地域医療人育成プラットホームの構築～長崎県離島における医・歯・薬共修を柱と

した地域医療一貫教育プログラム「長崎モデル」の開発～」は、現在でも本学薬学部

６年生、歯学部５年生又は６年生、医学部保健学科 4 年生と医学科学生との共修実習

として積極的に実施されており、病院及びデイケアサービス等の地域医療の現場で不

可欠なチーム医療の教育に取り組んでいる。なお、他大学医学部学生からの実習希望

も可能な限り受け付けており、福岡大学医学部とは教育協定を締結のうえ、長崎県離

島の保健・医療・福祉施設で定期的な地域医療・保健実習を行っている。 

４） 平成 16 年 5 月、長崎県及び関連する下五島地区１市５町（現五島市）による寄附講

座として、本学大学院医歯薬学総合研究科に「離島・へき地医療学講座」が開講し、

開講と同時に離島での活動拠点として長崎県五島中央病院内に「離島医療研究所」を

設置した。本研究所が長崎県と本学との離島医療連携の拠点となっており、大学教員 3

名が常駐して本学医学部が推進する離島医療実習の全面的な教育支援と指導を担当し

ている。 

５） 卒後臨床研修プログラムでは、長崎県内１５か所の協力病院で１年間の研修を受け

ることが可能であり、研修医全体の８割以上が当該研修を受けている。また、地域医

療研修プログラムを必修科目として１か月以上３か月未満の短期研修を実施しており、

県内の離島・へき地を中心として４８施設の地域医療研修施設を研修先としている。
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なお、特別コースとして、地域枠に特化した家庭医・総合医コースも用意している。 

また、長崎県の医学修学資金貸与制度では、返還免除の必要勤務期間（９年）内に長

崎県本土の基幹病院における臨床研修、再研修及び定着勤務の期間を合計 4.5 年間設

け、医師の先端医療研修の機会を確保している。 

【長崎県医学修学資金貸与制度（資料 3）参照】 

６） 「地域医療等の社会的ニーズに対応した医療人教育支援プログラム教育支援プログ

ラム（平成 17 年度医療人ＧＰ採択）」により、本学病院に設置された「へき地病院再

生支援・教育機構」が中心となって、県北部の医療過疎地域に大学から指導医を配置

して、地域医療の専門家を養成する後期研修プログラムを担当している。また、学外

からも多くの初期研修医が当該機構を通じて県北部の医療機関で初期研修を実施して

いる。 

７） 平成 25 年度未来医療研究人材養成拠点形成事業の採択をうけ、本学に設置された「地

域包括ケア教育センター」（教授 1名、助教 6名）は、教育プログラム・コースの開発

や地域包括ケアに関するネットワークを教育資源としての統合を達成目標として、本

学の学生に地域教育フィールドでの実践的教育を提供している。 

 

以上のような本学医学部の教育実績を踏まえて、この度の地域の医師確保対策を実施す

るに当たっては、基本的には一般選抜の学生と同じカリキュラム内容とするが、地域枠学

生に対しては特別プログラムを開講する等して、広く地域医療に関する学びの機会を提供

していく方針である。従前から本学医学部のカリキュラムでは、地域医療、離島医療及び

へき地医療の特色であるプライマリ・ケア主体の医療にも着目し、「医と社会」、「医学ゼミ」、

「リサーチセミナー」、「臨床実習」、「高次臨床実習」等のカリキュラムの中に地域医療等

に関する内容が網羅されていることから、さらに現行のカリキュラムを大きく変更するこ

とはないが、医師の偏在が続く県北部地域への臨床実習派遣及び地域枠の入学者の卒業時

の出口管理を含めて、地域医療に係るカリキュラムとして各学年においては次のような対

応を行う。 

【現行の医学部カリキュラムの概要と特徴的な科目のシラバス（資料 4）参照】 

１）1年次への対応 

 医学入門として開講している「医と社会」は、本学医学部保健学科と共修の早期体験

科目であり、地域包括ケア教育センター及び先端医育センターの講師陣を中心として、

チーム医療や全人的医療等をテーマとした講義の後に大学病院、リハビリテーション施

設等での実習を行うことで、病める人の立場に立った医療を実感することができる。ま

た、患者や利用者に直接接することで地域包括ケアシステムを理解し、診療器具を実際

に操作する中で診察の心得を修得する。 

少人数教育として行う選択必修科目「医学ゼミ」に、地域医療（県北地域）、総合医療、

離島医療をテーマとしたゼミを開講し、地域枠の学生については必修科目としている。 
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２）２～３年次への対応 

 標準履修年次の全学生を対象に「医と社会」において、引き続き地域包括ケアシステ

ムの理解をさらに深める。また、２年次は高齢者診療施設（老健施設）実習の時間をつ

くり、体験を通して患者とのコミュニケーションの取り方、高齢者との接し方を学び、

さらに３年次には地域診療所で実習を行い、診察、介護等の体験実習を通して内在する

問題を抽出し自己問題解決能力を身に付け能動学習法を実践する。 

 

３）４～６年次への対応 

 ４年次から開始する臨床実習については、平成 27 年度から臨床実習を６４週に増やし、

地域包括ケア教育センター主導の実習を組み込む予定としている。また従前から、学生

全員が履修する地域病院実習、離島医療・保健実習、地域包括ケア実習にそれぞれ 1 週

間の期間を予定しており、詳細については以下のとおりである。なお、医師不足が深刻

で初期臨床研修のマッチ率が非常に低い県北部での地域病院実習は行っていなかったが、

現在、臨床実習先として県北部の基幹型臨床研修病院（4 病院）と調整を進めており、

平成 28 年 1 月からの開始を予定している。 

 a. 地域病院実習 

地域病院実習は、長崎市内とその近郊の地域中核病院において診療参加型の実習を

行い、地域中核病院の機能と役割について学ぶ。 

b. 離島医療・保健実習 

離島医療・保健実習は、平成２７年度から壱岐市を加え、対馬市、壱岐市、五島市、

新上五島町、小値賀町のいずれかに 1週間滞在し、保健・医療・福祉・介護施設にお

いて包括的な離島医療の実際を学ぶ。壱岐市、五島市、新上五島町では医学部医学科、

医学部保健学科、歯学部、薬学部の共修を行い、多職種の職能理解に基づいたチーム

医療教育を推進する。 

c. 地域包括ケア実習 

地域包括ケア実習は、長崎市内の地域包括支援センターと訪問看護ステーションに

おいて、主に在宅における地域包括ケアについて実践的な実習を行う。 

 

6 年生の希望者を対象として、長崎県離島と本土の地域中核病院において 4 週間にわ

たって学ぶ長期間の診療参加型実習を行っている。また、地域枠入学者については、地

域医療学分野教員による面談を受け、卒業後のキャリアパスについての指導を受けてい

る。 

なお、６年生の学習室として各自に机を与え、１０名～１５名一組の部屋を９部屋用

意し、国家試験に向けて集中できる環境を提供している。さらには国家試験対策として、

保護者で構成する教育後援会の予算で模擬試験料を負担し、機会の均等化を図っており、
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教育センターが定期的に学習部屋を訪問し、激励・指導するほか、国家試験対策委員長

と連携のうえ CBT 下位学生（スロースタータ）に対しては、面談の機会を設けて個別指

導している。 
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9:00 9:05 九商(JF)

9:30 ANA(福岡)

10:00

10:45 ANA(長崎)
11:00

11:15 九商(フェリー) 11:15
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13:00 13:00
13:30

14:00

15:00

16:00

17:00

17:30
18:00

18:00 18:00

19:00

19:45

20:00 20:00

21:00

22:00

平成27年度　第3回長崎地域医療セミナーinGOTO　実施要領

「開会挨拶および趣旨説明」　長崎大学 地域医療学分野 前田 隆浩 先生
「学生実行委員長挨拶」　長崎大学 医学部 医学科 3年 森 颯馬
「昼食・アイスブレーキング」　小屋松淳・学生実行委員会
場所：五島市役所大会議室

五島市表敬訪問

入浴や荷物整理など

ウェルカムレセプション
さんさん富江キャンプ村

移動等

チェックイン等

「講義①　各医療機関および施設について」
「実習①　島内医療機関実習」
1.五島中央病院 - リハビリセンターふくえ
2.久賀診療所 - ひさかデイサービスセンター
3.伊福貴診療所
4.山内診療所
5.聖マリア病院 - マリアの園
6.奈留医療センター - なるの里
7.富江病院 - 只狩荘

移動

8月21日(金) セミナー1日目

長崎大学 純心大学

長崎港発

福江港着

学外セミナー生

～
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7:00 7:00

8:00
8:30

9:00 9:00
9:15

10:00 10:20

10:30

11:00 11:00

12:00
12:00 12:00

13:00 13:00

14:00

14:45
15:00 15:15

15:30

16:00
16:30

17:00 17:00

18:00

19:00 19:00

20:00 20:00

セミナー参加者全員

移動等

8月22日(土) セミナー2日目

休憩

昼食・お昼休み

「講義②　地域医療学入門」  長崎大学 地域医療学分野 小屋松 淳 先生

休憩
「講義④　地域密着型の医療（仮）」

長崎大学 へき地病院再生支援・教育機構 中桶 了太 先生

「講義⑤　医療と福祉の連携(仮)」　上智大学　総合人間科学部　栃本　一三郎 先生

「講義⑥・実習②　救急現場での対応」　長崎大学 山下 和範 先生

移動

「講義③　五島の家庭医療、NEXTジェネレーション！」
徳洲会グループ 家庭医療部 佐野 潔 先生

朝食・準備など

懇親会
居酒屋ありす

入浴や荷物整理など

「講義⑧　地域住民の持つパワーとは～限界集落の調査研究を踏まえて～」
武蔵野大学　人間科学部　渡辺　裕一　先生

「講義⑦　離島医療を担うためのキャリア形成」　長崎県上五島病院  八坂 貴宏 先生

休憩
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7:00 7:00

8:00
8:30

9:00 9:00

10:00 10:00

10:30
10:30

11:00
11:15
11:15

12:00 12:15
12:15
12:30
12:30

13:00

14:00

15:00

16:00 16:00

16:30
16:50

17:00

17:55
18:00

18:20

18:50
19:00

20:00 20:00

長崎港着(JF)

総括・アンケート記入

セミナー参加者全員

8月23日(日) セミナー３日目

「ワークショップ②後半　『くらし』を支える診療・支援を考える」

「講義⑨　”その人らしさ”を支える多職種連携の実際」
長崎みなとメディカルセンター市民病院　宮川 江利 先生

長崎港着(フェリー)

「ワークショップ①前半 『くらし』を支える診療・支援を考える」

朝食・準備など

移動

ANA 4920 (福岡)

福江港着

昼食
地域体験実習

「ワークショップ③発表　『くらし』を支える診療・支援を考える」

九商(ＪＦ)
九商(フェリー)

ANA 4676(長崎)
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第 10 回 Summer Camp 2015 in Hirado スケジュール 

テーマ： 地域医療再生から創生へ 

～next generation～   

 

8 月 28 日（金） 

11：30 

 

オリエンテーション （一楽食堂 2F） 

平戸市長挨拶 

在宅医療ショートレクチャー 

昼食 

13：00 地域医療実習 

・柿添病院 

・青洲会病院 

・押渕医院 

・平戸市立生月病院 

・平戸市民病院 

17：00 

 

まとめ（ふれあいセンター会議室 AB） 

グループごとにわかれて体験共有→発表 

18：00 受付（ふれあいセンター ゆめホール）   休憩 （軽食・会計） 

19：00 

 

 

 

20：00 

開会の挨拶：押淵 徹（国民健康保健 平戸市民病院 院長） 

地域医療講演会Ⅰ（ふれあいセンター ゆめホール） 

講師：樋渡啓祐（樋渡社中株式会社 代表取締役） 

演題：｢地方創生は地域医療から」 

座長：中桶了太（へき地病院再生支援・教育機構 准教授） 

20：10 

21：30 

夕食兼懇親会 

（青柳旅館） 

 

8 月 29 日（土） 

5：00 漁師体験（旅館～平戸市民病院経由綾香水産） 

9：00 

10：30 

朝食 

観光 

12：00 受付（サン・ケア平戸 研修室）        

13：00 

 

 

 

13：30 

世界からの報告 

講師：齋藤 学（ゲネプロ 代表） 

演題：「地平線と地域医療～オーストラリアとモンゴルの大地で出会ったへき地医療～」 

座長：永田康浩（長崎大学大学院 医歯薬学総合研究科地域包括ケア教育センター センター長） 

コメンテーター：齋藤 寛（長崎大学前学長） 

 休憩 

14：00 

 

 

ワールドカフェ                        

テーマ：「多職種でやる地域って楽しい」             

タスク： 江口幸士郎（唐津市民病院きたはた 医師）  
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15：30 

今立俊輔（医療法人みらい 今立内科クリニック 医師） 

山口 将（長崎みなとメディカルセンター市民病院 医師） 

中桶了太（へき地病院再生支援・教育機構 准教授） 

 休憩 

16：00 

 

 

17：30 

地域医療講演会Ⅱ 

講師：尾身 茂（独立行政法人 地域医療機能推進機構 理事長） 

演題：「ＷＨＯそしてＪＣＨＯ 国内外の経験を生かしたリーダー論 ～若い方への期待～」  

座長：調 漸（へき地病院再生支援・教育機構 機構長） 

18：00 

18：30 

記念撮影 

根獅子へ移動（送迎バス） 

18：30 

20：00 

懇親会 BBQ 

（根獅子の浜海浜公園） 

 後片付け、移動（送迎バス） 

20：30 

22：00 

2 次会 

（青柳旅館） 

 

8 月 30 日（日） 

 8：30 受付（サン・ケア平戸 研修室） 

9：00 

9：10 

 

 

 

 

 

 

 

10：00 

ふりかえり：中桶了太（へき地病院再生支援・教育機構 准教授） 

へき地研修卒業生によるシンポジウム 

講師：神田 萌（北海道家庭医療学センター 後期研修医） 

演題：長崎で育つということ 

講師：香田将英（熊本大学大学院医学教育部「柴三郎プログラム」MD-PhD、 

熊本大学医学部附属病院 初期研修医） 

演題：「なぜ？」から始める地域医療 〜なぜあなたは平戸にやってきたのか〜 

座長：八坂貴宏（長崎県上五島病院 院長） 

    小野隆司（杵築市立山香病院 病院事業管理者兼院長） 

コメンテーター：齋藤 寛（長崎大学前学長） 

 休憩 

10：30 

 

 

 

 

12：30 

ワークショップ 

テーマ：「地域で元気になろう！」 

タスク：江口幸士郎（唐津市民病院きたはた 医師）  

今立俊輔（医療法人みらい 今立内科クリニック 医師）  

山口 将（長崎みなとメディカルセンター市民病院 医師） 

中桶了太（へき地病院再生支援・教育機構 准教授） 

12：30 閉会の挨拶：調 漸（へき地病院再生支援・教育機構 機構長） 
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資料３ 長崎県医学修学資金貸与制度 
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◎制度の概要

医学部入学生及び在学生

１年生から６年生まで貸与を受けた場合

（臨床研修期間を含めて貸与年数の１．５倍が全体の義務年数、うち１／２が要離島勤務）

（Ａ）は知事が指定する医療機関等（研修期間は長崎医療センター等）

合計9年

定める）、知事が指定する医療機関等への勤務が必要です。

(5) 返還免除について

卒業後、「履行すべき義務」を終えた場合に元金及び利息の返還を免除します。

(6) 履行すべき義務

に相当する期間（２年間の臨床研修期間は除き、離島･へき地勤務期間は別途知事が

1,657,800

1,375,800

1,575,800

(4) 貸与利率 年 １４．５ ％

－ 535,800 200,000 840,000

－ 535,800 － 840,000

入学料 授業料 図書費 生活費

282,000 535,800 － 840,000

円９，３３６，８００

年間貸与額

貸与を受けた期間の１．５倍に相当する期間（うち、離島・へき地に２分の１以上の期間）、

知事が指定する医療機関等（注１）への勤務が必要です。【下図：勤務例参照】

また、専門課程（概ね３年生以降）からの貸与者については、貸与を受けた期間の１倍

３～６年生次

２年生次

１年生次

単位：円

長崎県医学修学資金貸与制度

医学修学資金で貸与されるものは、①入学料、②授業料、③専門課程での学習図書

(1)

(2)

対象者

募集時期・試験

(3) 貸与金額

長崎大学推薦入試Bについては、大学へ出願をする前（１１月）

に県の面接を実施します（その他の医学生は７月頃（入学後）、

※ （注１）県、長崎県病院企業団（長崎県及び市町で構成する一部事務組合）または

離島の市町立医療機関

勤務例

長崎県では、大学医学部を卒業後に離島・へき地の医療に進んで従事しようとする方に

修学資金を貸与しています。

面接等を長崎市内で実施）。

購入費（３年生から６年生まで）、④生活費（月額７万円以内）で、平成２７年度入学者

への貸与金額（例）については次のとおりです。

【貸与額】平成２７年度入学者：６年間の貸与総額（予定）

勤務年次

勤務形態

勤務地

1

臨床研修

（A)

2 7 8 9

定着医

3 4 5 6

離島 （A)

※

定着
医

再研
修

離島 （A)

離島勤務4年6月
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貸与の取消について

・ 同一学年で２回留年した場合
・ 卒業までの在学合計年数が修業年限の２倍を超えた場合
・ 医師国家試験において３回不合格となった場合

【夏期研修（サマーワークショップ）】毎年８月、離島地区で宿泊研修を実施します。
【離島等病院見学】夏休み期間中に、長崎県病院企業団等の病院を見学（３年生から）。
【長崎県地域医療研究会】長崎県病院企業団の地域医療研究会等へ参加します。
【冬季研修（ウィンターミーティング）】先輩医師の講演や意見交換を行います。

：
：

【主な出願要件（平成２７年度入試）】

見込みの者で、次の各号に該当するもの

長崎県内の小学校、中学校及び高等学校のいずれかを卒業した者

０９５-８２４－１１１１（代表）、０９５-８９５－２４２１（直通）
０９５-８９５－２５７３
ｓ04045＠pref.nagasaki.lg.jpＥ－ｍａｉｌ

電 話
Ｆ Ａ Ｘ

８５０－８５７０

○

〒
長崎県福祉保健部医療人材対策室

お問い合わせ先

長崎市江戸町２－１３

なお、一般入試で入学された場合でも、入学後に「長崎県医学修学資金」の申請を行う○

佐賀大学（１名）、川崎医科大学（５名）にも長崎県の地域枠が設定されています。

ことができます。

４． 入学後は「長崎県医学修学資金」の貸与を受け、医学科の所定のカリキュラムを履修し、

大学卒業後は長崎県医学修学資金貸与制度に基づき長崎県が指定する長崎県内

医療機関等で診療に従事することを確約できる者

５．

６．

大学入試センター試験で、医学部が指定した教科・科目を受験する者

合格した場合は、入学することを確約できる者

１．

２． 地域医療を志し、学習成績概評がＡ又はＡ段階に属する者で、人物に優れ、長崎県の

３．

地域医療に貢献することを高等学校長等が責任をもって推薦できる者

長崎県の推薦がある者

(8)

離島医療や地域医療への意欲向上や認識を深めるため、次のような離島地域等での
研修を行います。

(7)

次に該当する場合は貸与を取り消し、直ちに元金及び利息を返還することとなります。

入学者には、「長崎県医学修学資金」の貸与を行います。

高等学校又は中等教育学校を平成25年4月以降に卒業した者及び平成27年3月卒業

長崎県病院企業団等の地方公務員（臨床研修時は非常勤職員）

(9)

在学中の離島地域等での研修

卒業後の身分等

身 分

※ 選抜方法の詳細については、長崎大学のホームページをご覧ください。

研 修 ２年間の初期臨床研修期間のほかに、国立病院機構長崎医療センター等で
最先端医療を学ぶための研修期間が設けられています。

長崎大学地域医療特別枠（推薦入試Ｂ）について

平成２２年度から長崎大学に県の地域医療を担う人材を育成するための地域医療特別

入学枠（推薦入試Ｂ）が新設されました。
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資料４ 現行の医学部カリキュラムの概要と 

特徴的な科目のシラバス 
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医
学
科
の

特
色
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

教
育
目
標

多
様
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

医
学

の
基

礎
と

医
学

に
お

け
る

倫
理

の
重

要
性

を
学

ぶ
。

医
学

基
礎

と
共

に
疾

患
に

つ
い

て
学

ぶ
。

人
体
構
造
系
Ⅱ

発
生
・
組
織
系
Ⅱ

神
経
・
感
覚
器
系
Ⅱ

内
臓
機
能
・
体
液
系
Ⅱ

免
疫
系

環
境
因
子
系

呼
吸
器
系

循
環
器
系

内
分
泌
・
代
謝
・
栄
養
系

消
化
器
系

放
射
線
医
学

臨
床
医
学
T
B
L
 
Ⅰ
,
Ⅱ

皮
膚
系

脳
・
神
経
系

免
疫
・
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
系

臨
床
疫
学
・
医
療
情
報
学

東
洋
医
学

外
科
治
療
学

臨
床
実
習
Ⅱ

高
次
臨
床
実
習
Ⅱ

運
動
系

衛
生
学
・
分
子
疫
学

臨
床
医
学
T
B
L
 
Ⅲ

耳
鼻
咽
喉
口
腔
系

生
殖
系

動
物
性
機
能
系

薬
理
系
Ⅰ
,
Ⅱ

リ
サ
ー
チ
セ
ミ
ナ
ー

血
液
・
リ
ン
パ
系

精
神
系

感
染
症
系

人
体
構
造
系
Ⅲ

【
入

門
科

目
】

高
次
臨
床
実
習
Ⅰ

臨
床
総
括
講
義

腎
泌
尿
器
系

診
断
学

臨
床
検
査
医
学

小
児
系

視
覚
系

医
と
社
会
I

【
正

常
構

造
と

機
能

】

【
正

常
構

造
と

機
能

】

【
疾

患
総

論
】

【
疾

患
総

論
】

【
疾

患
各

論
】

【
正
常
構

造
と
機
能

】

【
基

礎
研

究
実

習
】

【
医
学
・

医
療
と
社

会
】

【
臨
床
実

習
】

【
診
療
の

基
本
】

【
診
療
の

基
本
】

【
臨
床
実

習
】

【
診

療
の

基
本

】

【
学

部
モ

ジ
ュ

ー
ル

】

医
と
社
会
Ⅱ

医
と
社
会
Ⅲ

医
と
社
会
Ⅳ

1
年
次

2
年
次

3
年
次

4
年
次

5
年
次

6
年
次

疾
患

に
つ

い
て

学
ぶ

と
共

に
基

礎
研

究
に

つ
い

て
実

習
を

行
う

。

疾
患
と
共

に
診
療
の

基
本
に
つ

い
て
学
ぶ

。
疾

患
と
診

療
の
知
識

を
ふ
ま
え

て
臨
床
実

習
を
行
う

。

疾
患
と
診

療
の
知
識

を
ふ
ま
え

高
次
の
臨

床
実
習
を

行
う
。

【
医

学
科

カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の

重
点
項
目
】

①
医

科
学

領
域

に
お

け
る
高

い
倫
理
観

を
身
に

つ

け
る

た
め

の
科

目
（

医
と
社

会
）
を
１

年
次
よ

り

４
年

次
ま

で
開

講
し

て
い
る

。

②
医

学
領

域
に

お
け

る
国
際

的
な
人
材

を
育
成

す

る
た

め
に

外
国

人
教

師
に
よ

る
医
学
英

語
を
１

年

次
よ

り
４

年
次

ま
で

開
講
し

て
い
る
。

③
医

科
学

領
域

に
お

け
る
創

造
的
能
力

・
理
論

的

思
考

力
を

修
得

す
る

た
め
に

３
年
次
リ

サ
ー
チ

セ

ミ
ナ

ー
に

よ
り

基
礎

配
属
を

行
っ
て
い

る
。

腫
瘍
系

医
学
統
計
学

病
理
総
論
系

基
礎
医
学
T
B
L

感
染
系

病
理
各
論
系
Ⅰ
,
Ⅱ

【
疾
患
各

論
】

総
合
病
理
学

臨
床
薬
理
学

臨
床
推
論
P
B
L

医
学

英
語

医
学

ゼ
ミ

プ
レ

リ
サ

ー
チ

ア
ド
バ
ン

ス
ト
リ

サ
ー
チ

公
衆
衛
生
学

【
研

究
医

枠
及

び
研

究
医
コ

ー
ス
】

基
礎

医
学

の
発

展
に

携
わ
る

研
究
者
を

養
成
す

る
。

在
学

中
は

プ
レ

リ
サ
ー

チ
セ
ミ
ナ

ー
、
ア

ド
バ

ン
ス

ト
リ

サ
ー

チ
セ
ミ

ナ
ー
が
必

須
単
位

と
な

り
、

卒
業

後
は

長
崎
大

学
大
学
院

医
歯

薬
学

総
合

研
究

科
（

医
学
系

基
礎
研
究

分
野
）

に
進

学
す

る
。

【
熱

帯
医

学
研

究
医

枠
】

熱
帯

医
学

研
究

医
枠

で
は
、

熱
帯
医
学

分
野
で

「
基

礎
」

研
究

医
と

し
て
活

躍
す
る
人

材
を
育

成
す

る
。

卒
業

後
は

長
崎
大

学
大
学
院

医
歯

薬
学

総
合

研
究

科
（

医
学
系

基
礎
研
究

分
野
）

に
進

学
す

る
。

【
国

際
保

健
医

療
枠

】

国
際

保
健

医
療

枠
で

は
、
国

際
保
健
医

療
、
特

に
放

射
線

健
康

科
学

分
野
で

活
躍
す
る

人
材
を

育
成

す
る

。
卒

業
後

は
長
崎

大
学
大
学

院
医

歯
薬

学
総

合
研

究
科

（
医
学

系
基
礎
研

究
分

野
）

に
進

学
す

る
。

【
地

域
枠

】

地
域

医
療

ゼ
ミ

に
よ

り
地
域

医
療
に
関

す
る
理

解
を

深
め

、
将

来
長

崎
県
を

中
心
に
活

躍
す
る

臨
床

医
を

育
成

す
る

。
国

際
医

療
英

語

熱
帯

医
学

ゼ
ミ

地
域

医
療

ゼ
ミ

細
胞
生
物
学

分
子
遺
伝
系

人
間
生
物
学

人
体
構
造
系
Ⅰ

生
体
分
子
系

神
経
・
感
覚
器
系
Ⅰ

医
学
史
・
原
爆
医
学
と
長
崎

発
生
・
組
織
系
Ⅰ

内
臓
機
能
・
体
液
系
Ⅰ

【
疾
患
総

論
】

薬
理
系
Ⅲ

病
理
各
論
系
Ⅲ

【
臨
床
実

習
】

臨
床
実
習
Ⅰ

法
医
学
系
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医  と  社  会 Ⅰ 
 

 

１．授業のねらい・方法・到達目標 
  医学生として図書館の利用法、プライマリヘルスケアから先進医療についてまで幅広い
知識を得るとともに、チーム医療および患者の立場に立った医療に必要な患者の心の理
解、患者とのコミュニケーションを学ぶ。同時に体験実習を通して、医師の立場から（病
院実習）、リハビリ、介護の面から病院やリハビリ施設で病める人の立場に立った医療を
実感する。また、地域包括ケアシステムを理解し、診療器具を実際に操作する中で、診療
の心得を習得する。 

 
２．授業内容（講義・実習項目） 
１）実習  

  (1)体験実習１ 長崎大学病院医局 
  (2)体験実習２ リハビリテーション施設（保健学科と共修） 
   (3)診療の心得 
２）医学テーマ 

(1) チーム医療・ワークショップ（保健学科と共修） 
(2) プロフェッショナリズム             (7) 対人関係 
(3) 地域包括ケアシステム           (8) プライマリヘルスケア 
(4) 地域医療                 （9）感染症 
(5) 臓器移植・再生医療                        (10)臨床倫理 
(6) 熱帯医学                            (11)図書館の利用法 

                                
３．教科書、参考書等 

適宜プリントを配付する。 
 

４．成績評価の方法・基準 
  レポート、実習状況、出欠状況などを総合して評価する。講義・実習には全て出席す

ること。講義を欠席した学生には別途課題を課します。 
 
５．教員名 
  先端医育センター：安武亨、田中邦彦、分部哲秋、桑原宏永、江川亜希子 

地域包括ケア教育センター：永田康浩、久芳さやか、石居公之、相良郁子、 
牟田久美子、松坂雄亮、濱口由子 

  保健学科：松坂誠應、大石和代、沖田実、東登志夫 
  地域医療学：前田隆浩、清水悠路、門田耕一郎 
  医療教育開発センター：浜田久之 
  図書館担当者（学術情報部）：志波原智美、松村悠子 

第２外科：江口晋   非常勤：吉開俊一（新小倉病院） 
熱帯医学研究所：森田公一 
非常勤：永田耕司（活水大学） 
非常勤：八坂貴宏（長崎県離島医療圏組合上五島病院） 

  熱研内科：有吉紅也 
  非常勤：荒木利卓（長崎医療センター） 
 
６．備考  

学外実習については、オリエンテーションを行うので実施要項に従う。 

責
任
者 

氏 名 安武 亨 内 線 7987 

教 室 先端医育センター ｅ-mail toru@nagasaki-u.ac.jp 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 16:30～17:30 

対象年次・学期 １年・前期 講義形態 講義・実習 

必修・選択 必修 単位数 ２．５ 

英語名 Medicine and Society 
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Ｈ27年度(１年前期）

月 日
曜
日

校
時

担当講座等・教員 教室

1
保健学科・松坂、教務委員
(保健学科と共修）

2
保健学科・大石、沖田、東
(保健学科と共修）

1
門田、病院長、看護部長、
リハビリ部
(保健学科と共修）

2
教務委員
(保健学科と共修）

1
教務委員
(保健学科と共修）

2
保健学科教務委員　(保健学科と共
修）

1
地域包括ケア教育センター、保
健学科

2
地域包括ケア教育センター、保
健学科

3 先端医育センター

4 医療教育開発センター・浜田

A B

1 診療の心得（1） 地域包括ケア教育センター

2 図書館の利用法・情報検索実習 先端医育センター・医学分館

3

4

1 診療の心得（1） 地域包括ケア教育センター

2 図書館の利用法・情報検索実習 先端医育センター・医学分館

3

4

1

2

3

4

1

2

3

4

1

2

1 Ⅱ外科・江口/非常勤・吉開

2 熱研・森田

1 非常勤・永田

2 非常勤・八坂

1

2

7 7 火 1 長崎医療センター・荒木 第2講義室臨床倫理入門

6 30 火 感染症とは

第2講義室
熱帯医学

熱研・有吉 第2講義室

6 23 火
対人関係

第4講義室
プライマリヘルスケア

9 火 体験実習のフィードバック・まとめ
先端医育センター、
地域包括ケア教育センター

6 16 火
臓器移植・再生医療

第4講義室

第4講義
室

6 2 火 体験実習２（リハビリテーション施設） 診療の心得
地域包括ケア教育センター
先端医育センター、保健学科

第4講義
室

5 26 火 診療の心得 体験実習２（リハビリテーション施設）
地域包括ケア教育センター
先端医育センター、保健学科

6

5 19 火
体験実習１（長崎大学病院医

局）

第2講義
室

CBT室

診療の心得（2）
地域包括ケア教育センター
先端医育センター

長崎大学
病院医

局・第２
講義室

5 12 火
体験実習１（長崎大学病院医

局）

第2講義
室

CBT室

診療の心得（2）
地域包括ケア教育センター
先端医育センター

長崎大学
病院医

局・第２
講義室

4 28 火

学外実習に向けてのオリエンテーション

第2講義室
グループワーク

医学修学の要点(分部）・大学病院の役割（安武）

医師のキャリアパスとプロフェッショナリズム

4 21 火

ワークショップ（２）
“望ましいチーム医療について考える”

第2講義室
ワークショップ（３）発表考える
“望ましいチーム医療について”

4 7 火

授業ガイダンス・クライエントの理解と現代医療を支える医療専門職
者の役割　総論（１）

4 14 火

クライエントの理解と現代医療を支える医療専門職者の役割（３）・クライ
エントの理解と現代医療を支える医療専門職者の役割（４）
大学病院におけるチーム医療とQOL

ワークショップ（１）
“望ましいチーム医療について考える”

第2講義室
クライエントの理解と現代医療を支える医療専門職者の役割（２）

授業内容

第2講義
室
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医   と   社   会 Ⅱ 
 

 
                                   

１．授業のねらい・方法・到達目標 
  病める人と良好なコミュニケーションが行え、病気を診るだけでなく病める人の心とおかれて
いる環境を洞察しうる医師となる。病気を治療するだけでなく医療チームや家族と力を合わせ、
患者の家庭や社会への復帰と社会の偏見を克服して患者の社会参加を真摯にめざす医師となる。 

  患者の立場に立った医療を行える医師を目指すために、老健施設などの体験を通して、患
者との良好なコミュニケーションのとり方、患者の診察法、チーム医療の重要性を理解す
る。また高齢者と接する際の医学生としての基本的マナーや心構えおよび対応の仕方などを
学ぶ。前学年に引き続き地域包括ケアシステムの理解をさらに深め、診療器具を実際に操作
する中で、診療の心得を習得する。長崎純心大学、保健学科との共修を通して医療・福祉・
介護の多方面からの視点を理解し尊重する。 

 
２．授業内容（講義・実習項目） 
 Ａ 医療と人間（保健学科と共修）  

人の心の発達、性と生、高齢期を生きる、医療人と患者及び家庭との関係の４区分で講義を行
い、問題意識を深める課題を各講義で提示する。学生は課題を選び、計２つのレポートを提出す
る。スモールグループで１課題を調べ、セミナーで発表する。 

１．人の心の発達 
   乳幼児と親の心、乳幼児期と思春期、子供と社会、学童期と思春期の心の発達 

２．性と生 
   人間の性、リプロダクティブヘルス＆ライツ、ＱＯＬとしての性、ドメスティックバイオレンス 

３．高齢期を生きる 
   高齢期の特徴、高齢期介護の実際、地域における高齢者の生活を考える、痴呆性高齢者を家族と

地域で支える 
４．医療人と患者及び家族との関係 
 自助グループ活動と医療人の役割、看護の心、ホスピス、私の考える理想の医師像 
５．フィールドワーク及びセミナー 

Ｂ Early Exposure（医学科） 
老健施設などの体験実習に参加し、体験に基づいたレポートを作成する。 

Ｃ  診療の心得（診療マナー、バイタルサインの取り方、超音波や心電計等の基本操作） 
Ｄ 事例検討（長崎純心大学、保健学科と共修） 

 

３．教科書、参考書等 
  各講義の最初の時間に紹介する。 
 

４．成績評価の方法・基準 
 Ａ：４つの各区分のうち課題を選んでレポートを２つ提出する。発表会のテーマの１つを担当する。 
 Ｂ：体験に基づいたレポートを１つ提出する。 
  レポート、発表会、出欠状況などを総合して評価する。講義・実習には全て出席すること。講義
を欠席した学生には別途課題を課す。 
Ｃ：出欠状況、実習態度、レポートなどを総合して評価する。 
Ｄ：出欠状況、実習態度、レポートなどを総合して評価する。 

 

責
任
者 

氏 名 安武 亨 内 線 7987 

教 室 先端医育センター ｅ-mail toru@nagasaki-u.ac.jp 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 16時30分～17時30分 

対象年次・学期 ２年・後期 講義形態 講義・実習 

必修・選択 必修 単位数 ２ 

英語名 Medicine and Society 
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５．教員名 
 委員：医育支援センター：安武亨、田中邦彦、分部哲秋、桑原宏永、江川亜希子、保健学科教務委
員 
 
 Ａ１：川原ゆかり（長崎短期大学保育学科准教授）、小柳憲司（長崎県立こども医療福祉センター診

療部長）、福田雅文（みさかえの園むつみの家施設長） 
 Ａ２：安日泰子（やすひウィメンズヘルスクリニック院長）、中田慶子（ＤＶ防止ながさき） 
 Ａ３：陣野紀代美（長崎市医師会保健福祉センター）、菅崎弘之（すがさきクリニック院長）、石松

隆和（工学部教授） 
 Ａ４：中尾勘一郎（ホーム･ホスピス 中尾クリニック院長）、 
 Ｂ，Ｃ，Ｄ：医育支援センター：安武亨、田中邦彦、分部哲秋、江川亜希子 

地域包括ケア教育センター：永田康浩、久芳さやか、石居公之、相良郁子、 
牟田久美子、松坂雄亮、濱口由子 

地域医療学：前田隆浩、清水悠路、門田耕一郎、田山淳（保健・医療推進 
センター） 
保健学科：中尾理恵子 
非常勤：江田佳子（佐々町保健師）  

 Ｄ：非常勤：潮谷有二（長崎純心大学教授）、宮野澄男（長崎純心大学准教授）、 
保健学科教員 

 
６．備考  

学外実習については、オリエンテーションを行うので実施要項に従う。 
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Ｈ27年度（２年後期）

月 日
曜
日

校
時

授業項目 担当講座等・教員 教室

3 性と生１
医育支援センター、
非常勤・安日（保健学科と
共修）

4 人の心の発達1
非常勤・福田（保健学科と
共修）

3 人の心の発達2
非常勤・川原（保健学科と
共修）

4 高齢期を生きる1
非常勤・陣野（保健学科と
共修）

3 人の心の発達3
非常勤・小柳（保健学科と
共修）

4 性と生2
非常勤・中田（保健学科と
共修）

3
医療人と患者及び
家族との関係

非常勤・中尾（保健学科と
共修）

4 高齢期を生きる2
工学部・石松（保健学科と
共修）

3 高齢期を生きる3
非常勤・菅崎（保健学科と
共修）

4 地域包括
非常勤：長崎純心大学・
潮谷

3

4

3

4

3
保健医療推進センター･
田山淳

4 保健学科・中尾理恵子

3

4

1

2

3

4

1

2

3

4

3

4

3

4

3

4
第1

先端医育センター、地
域医療学、地域包括ケ
ア教育センター

地域包括

第1
先端医育センター、地
域医療学、地域包括ケ
ア教育センター

地域包括

地域包括

12 16 水

「認知行動療法の適用とその効果」

「高齢者・障害者の健康生活支援～在宅療養の高齢者を中心に」

水

水

13

6

1

1

12 9 水 Early Exposure

12 2 水 Early Exposure

第1

第2
先端医育センター、地
域医療学、地域包括ケ
ア教育センター

高齢者診療施設（老健施設） 診療の心得
先端医育センター、地
域医療学、地域包括ケ
ア教育センター

診療の心得 高齢者診療施設（老健施設）
先端医育センター、地
域医療学、地域包括ケ
ア教育センター

第1

第1

地域包括

共修【医学科・保健学科・長崎純心大学】

実習オリエンテーション

第2

地域医療 第2

地域包括

先端医育センター、地域医
療学、地域包括ケア教育セ
ンター、長崎純心大学、保
健学科

11

11 4 水

25 水

11 18 水

11 11 水

第2

10 28 水
認知症高齢者を家族と地域で支える

第2
特別講義

共修【医学科・保健学科・長崎純心大学】

先端医育センター、地域医
療学、地域包括ケア教育セ
ンター、長崎純心大学、保
健学科

10 21 水
ターミナルケア　　　　患者とのコミュニケーション

第2
地域における高齢者の生活を考える

10 14 水
子供の心の発達、学童期、思春期

第2
ドメスティックバイオレンス

10 7 水
子供と社会　児童虐待の現状から

第2
高齢者介護の実際

第2

乳児と親の心

授業内容

9 30 水
オリエンテーション　　　　　　　人間の性、概論

地域包括 実習の振り返り
先端医育センター、地
域医療学、地域包括ケ
ア教育センター

地域包括ケアにおける患者・家族の理解

地域包括ケアシステムのまとめ
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医 と 社 会 Ⅲ 
 
前期 
 

 

１．授業のねらい・方法・到達目標 
  患者の立場に立った医療を行える医師を目指すために、診療所の体験を通して、患者と
の良好なコミュニケーションのとり方、患者の診察法、チーム医療の重要性を理解する。
また病気に苦しんでいる人と接する際の医学生としての基本的マナーや心構えおよび対応
の仕方などを学ぶ。 

  同時に診察、介護などの体験実習を通して、診察や介護面で出てきた問題点を抽出し、
自己による問題解決能力を身につける能動学習法を実践する。また、前学年に引き続き地
域包括ケアシステムの理解をさらに深め、診療器具を実際に操作する中で、診療の心得を
習得する。また、ワークライフバランスについて、仕事と生活の相乗効果を高める考え方
を学ぶ。 

 
２． 授業内容（講義・実習項目） 
１） 実習 

(1)診療所体験実習 (2)診療の心得 
 ２）講義(実習も含む)内容 

(1) 患者とのコミュニケ－ション（模擬患者） (5) 地域医療 
(2) 患者診察入門                           (6) ワークライフバランス 

     (3) 介護・介助                             (7) 地域包括ケアシステム 
(4) 多職種間医療連携                       

 ３）体験討論・レポート作成 
   診療所等の体験について討論し、レポートを作成する。 
 
３．教科書、参考書等 
  適宜プリントを配付する。 
 
４．成績評価の方法・基準 
  レポ－ト、実習状況、出欠状況など「Ａ．診療所体験実習」「Ｂ．医哲学、医療倫理」

を総合して評価する。講義・実習には全て出席すること。講義を欠席した学生には別途
課題を課します。 

 
５．教員名 
  総合診療科：大園惠幸、中道聖子、井上圭太 

メディカルワークライフバランスセンター：伊東昌子、 
冨澤康子（東京女子医科大学循環器外科） 

  先端医育センター：安武亨、田中邦彦、分部哲秋、桑原宏永、江川亜希子 
地域包括ケア教育センター：永田康浩、久芳さやか、石居公之、相良郁子、 

牟田久美子、松坂雄亮、濱口由子 
地域医療学：前田隆浩、清水悠路、門田耕一郎 

  非常勤：永田修一（桜町調剤薬局）、坂上祐樹（宮崎市健康管理部） 
 
６．備考  

学外実習については、オリエンテーションを行うので実施要項に従う。 

責
任
者 

氏 名 安武 亨 内 線 7987 

教 室 先端医育センター ｅ-mail toru@nagasaki-u.ac.jp 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 16時30分～17時30分 

対象年次・学期 ３年・通年（前期・後期） 講義形態 講義・実習 

必修・選択 必修 単位数 2.5 

英語名 Medicine and Society 
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後期 

 

１．授業のねらい・方法・到達目標 
  これまで医と社会では、「病気を診るだけでなく病める人の心とおかれている社会・環

境を洞察しうる医師となる」ことなどをめざして、主として医療従事者から見た講義・実
習が行われてきた。一方、我々がおかれている現代社会において、｢何が正義か？｣、｢何
に価値をおくべきか？｣、｢倫理観とはどうあるべきか？｣、といった根本的な哲学につい
ては、病気の診断・治療などの現場の対応に追われていると、社会背景を考慮しているよ
うでも、しだいに見えなくなってゆくものがある。3年生後期の医と社会では、主として
医療職でない立場の人から見た場合の、それら哲学・倫理・社会観を紹介していただき、
そこで提起される問題について、学生の皆さんに一緒に考えてもらうことを目標とする。 

 

２．授業内容（講義・実習項目） 
   本年度は、救急救命九州研修所郡山先生をお迎えし、医療における倫理とは何だろう 

そして、私達自身は何によって変わるのだろうかをテーマに問題提起をしていただく。富
山大学の法学者・秋葉先生は、終末期医療問題に対する個人主義的アプローチと人格主義的ア
プローチの二つについて読み解いていただく。さらに臨床パストラルケア研修教育センターの
理事長で、宗教家でもあるキッペス先生とともに、スピリチュアル・ケアとは何かを考える。
間宮清先生には、サリドマイド薬害について講義していただく。田中優先生には、戦争経済化
についてお話していただく。 

 

３．教科書、参考書等 
  適宜プリントを配付する。 
 

４．成績評価の方法・基準 
  「Ｂ．医哲学、医療倫理」すべて出席すること。出席カードに記載する講義内容へのレスポン

ス・レポートを中心に総合評価する。講義・実習には全て出席すること。講義を欠席した
学生には別途課題を課します。 

  
５．教員名 
  郡山 一明（救急救命九州研修所） 
  秋葉 悦子（富山大学） 
  田中 優（オフィス ＹＵ） 
  ワイデマール・キッペス（臨床ﾊﾟｽﾄﾗﾙｹｱ教育研修ｾﾝﾀｰ） 
  間宮 清（いしずえの会） 
  未定（交渉中） 
 
６．備考  

本講義は 歯学部（５年次）との共修である。 
 

責
任
者 

氏 名 安武 亨 内 線 7987 

教 室 先端医育センター ｅ-mail toru@nagasaki-u.ac.jp 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 16時30分～17時30分 

対象年次・学期 ３年・通年（後期） 講義形態 講義・実習 

必修・選択 必修 単位数 2.5 

英語名  Medical ethics and philosophy 
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　Ｈ27年度３年生

月 日
曜
日

校
時

授業項目 担当講座等・教員 教室

3

4

3

4

3

4

3

4

3 オリエンテーション

先端医育センター・地
域医療学・地域包括ケ
ア教育センター

4 地域医療
非常勤：貝沼
地域医療学

3

4

3

4

3

4

3

4

3

4

1 福岡矯正管区

2 地域包括
先端医育センター・地域医療学・地域包
括ケア教育センター

1 伊東昌子

2 伊東昌子

3 伊東昌子

4 伊東昌子・外部講師：冨澤

医と社会授業予定（３年後期）

3
救急救命九州研修所・
郡山

第４
←

4 富山大学・秋葉 第４

3 田中　優 第４

4
臨床ﾊﾟｽﾄﾗﾙｹｱ教育研修
ｾﾝﾀｰ・ｷｯﾍﾟｽ

第４

3 間宮　清 第４

4 第４ →

3 第４

4 第４

3 第４

4 第４

第２、ＣＢ
Ｔ室、指導

室、
チュートリ

アル室

6 30 火

第４

医師にとってのワークライフバランス

ＰＢＬ　グループ討論

グループ発表・全体討論

キャリア講習

矯正医療について

地域包括ケアシステムの理解

授業内容

4

6

6

6

19 金

26 金

4 16 木 患者診察 患者診察入門

23 木

12 金

5 27 水

6 5 金

歯
学
部
と
共
修

10 23

10 30

患者診察 患者診察入門 総合診療科・中道、井上 第４

先端医育センター・地
域医療学・地域包括ケ
ア教育センター

第４

先端医育センター・地
域医療学・地域包括ケ
ア教育センター

先端医育センター・地
域医療学・地域包括ケ
ア教育センター

第４

先端医育センター・地
域医療学・地域包括ケ
ア教育センター

第４

第４

第４

第４

ワークライフ
バランス

7 17 金

7 15 水

薬害問題(市販薬の薬害／サリドマイド）

未定

10 9 金

10 16 金

金

金

11 6 金

医療における倫理とは何だろう？　そして、私達自身は何によって変わ
るのだろうか
終末期医療における倫理と法　―　医師の職業倫理に立脚した法の形成
に向けて　―

地球社会の「病気」と処方箋を考える（仮題）

スピリチュアル・ケアとは？

地域医療

総合診療科・中道、井上 第４

4 2 木 医療面接１ 医療面接とコミュニケーション 総合診療科・大園、中道 第４

4 9 木 医療面接２ 医療面接法の実際 総合診療科・大園 第４

地域包括ケアシステムの構築と医療安全の確保について
(永田先生） 地域医療学・

離島へき地学
我が国の医療・介護制度について　(坂上先生）

診療の心得
先端医育センター、地
域医療学、地域包括ケ
ア教育センター

先端医育センター・地
域医療学・地域包括ケ
ア教育センター

学外体験実習について

漢方について

Early
Exposure

実習のフィードバック・まとめ

Early
Exposure

診療所（１） 診療の心得

Early
Exposure

診療所（２） 診療の心得

Early
Exposure

診療の心得 診療所（１）

Early
Exposure

診療の心得 診療所（２）
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医 と 社 会 Ⅳ 
 

 
１．授業のねらい・方法・到達目標 
 がん患者などのターミナルケアなどの医療場面では、たびたび対応が難しい場面に遭遇す
る。このような状況でのがん患者などへのインフォームドコンセントの取り方及び患者や
家族の心の葛藤及びケアについて学ぶ。大学病院及び地域医療におけるターミナルケアの
現状及び取り組みについても学ぶ。また、コア・カリキュラムにもあげられているリスク
マネジメント、医療事故及び医療法制、死生学を取り上げる。臨床の現場では,医療事故
を如何に防止するかについて安全管理に関する心構えを身に付けかつ倫理面を認識した上
での医事法制を学ぶ。また、前学年に引き続き地域包括ケアシステムの理解をさらに深め
る。 

２．授業内容（講義・実習項目） 
  がん患者やその家族の心の葛藤及びケアについて学ぶとともに、医師としてのがん患者や
ターミナルケアにおける実際の接し方を教授する。また大学病院及び地域医療でターミナル
ケアがどのように実践されているかを講義する。その他ターミナルケアが必要ながん患者へ
のインフォームドコンセントの行い方を模擬患者を使って経験する。 

  また、医療マネジメント、医療事故に関し具体例をあげ、医療リスクマネジメントの実際
を学ぶ。さらに医師にとって重要である医療情報のITとその安全管理や医事法制についても
法律の専門家による講義を予定する。医師にとって必要な法的側面及び倫理観、宗教観から
みた死生学について講義する。また、地域包括ケアシステムの理解を深めるため、地域包括
支援センターや訪問看護の役割等について講義を行う。多職種連携症例検討も行う。 

３．教科書、参考書等 
  特に指定しない。医療マネジメント、医事法制などの出版物は少なくない。 
 必要に応じて各講義で紹介する。 
４．成績評価の方法・基準 
  レポ－ト、出欠状況及び授業を行った教員の評価結果を総合して決定する。講義・実習
には全て出席すること。講義を欠席した学生には別途課題を課します。 

５．教員名 
  先端医育センター：安武亨、田中邦彦、分部哲秋、桑原宏永、江川亜希子 

麻酔科：北條 美能留 
    細胞療法部：長井 一浩 
  救命救急センター：山下 和範 
    保健学科：大西 眞由美 

歯学部：藤原 卓 
非常勤：江崎 宏典（長崎医療センター院長） 

  非常勤：児島 達美（長崎純心大学人文学部教授） 
非常勤：永田 耕司（活水女子大学教授） 
非常勤：浅野 直人（福岡大学法学部長） 
非常勤：福田 浩久（弁護士） 
非常勤：早島 理（滋賀医科大学名誉教授、哲学倫理学） 

  非常勤：江田 佳子（佐々町保健師） 
地域包括ケア教育センター：永田康浩、久芳さやか、石居公之、相良郁子、 

牟田久美子、松坂雄亮、濱口由子 
   

責
任
者 

氏 名 安武 亨 内 線 7987 

教 室 先端医育センター ｅ-mail toru@nagasaki-u.ac.jp 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 16時30分～17時30分 

対象年次・学期 ４年・通年（前期・後期） 講義形

態 

講義・実習 

必修・選択 必修 単位数 0.5 

英語名 Medicine and Society 
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Ｈ27年度4年生(前期）

月 日
曜
日

校
時

担当講座等・教員 教室

4 3 金 2 非常勤・永田 第４

4 10 金 2 非常勤・江崎 第４

4 17 金 2 麻酔科・北條 第４

4 24 金 2 救命センター・山下 第４

5 1 金 2 非常勤・児島 第４

5 8 金 2 非常勤・福田 ボードイン

5 15 金 2 非常勤・早島 記念講堂

5 22 金 2 非常勤・浅野 ボードイン

5 29 金 2 歯学部・藤原 第４

6 5 金 2 保健学科・大西 第４

6 12 金 2
先端医育センター、
地域医療学、地域包
括ケア教育センター

第４

3
非常勤・江田
地域医療学

第４

4 細胞療法部・長井 第４

3 第１

4 第１

医と社会授業予定（４年後期）　医歯薬共修

10 19 月 5
先端医育センター、
地域包括ケア教育セ
ンター

第３、４

10 26 月 5
先端医育センター、
地域包括ケア教育セ
ンター

第３、４

多職種連携症例検討（１）

多職種連携症例検討（２）

医療安全２　医療の質と安全の確保

授業内容

（がん）患者とのコミュニケーション

医療リスクマネジメント（保健学科と共修）

大学病院における緩和ケア（保健学科と共修）

法社会と医療

医事法制

災害医療

がん患者と家族

地域包括ケアシステムと多職種連携Ⅰ

死生学

医療安全１　医療のクオリティマネージメントと安全管理

途上国における国際保健

7 2 木

地域包括ケアに向けた佐々町の取り組み

先端医育センター、
地域医療学、地域包
括ケア教育センター

7 9 木 地域包括ケアシステムと多職種連携Ⅱ
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医 学 ゼ ミ 
 
 

 
 
  

 
 

  

 

 

 

 

１．授業のねらい・方法・到達目標 
必修選択の科目であり、各科目１０名前後の少人数教育を行う。自らが特に学習したい

分野を選択し、その分野についてコアとなる教科内容を越えて特定の内容を深く掘り下げ

る学習を行う。当該分野の医学・科学に対する探求心・問題解決能力の育成と、より深い

理解を目指す。少人数で担当教員との双方向性の授業を行うことにより教官と親しく交流

すると共に、１年次から４年次まで学年間の壁を越えて共に学ぶ環境を提供する。AO 学

生は、医学ゼミを通して当該領域の知識を深める。 

 

２．授業科目の選択方法 
A． 各開講科目について、教育目標、授業内容、担当教官、開講場所、開講時間帯等を公

示する。 

B． 各学年開始前に、前期・後期別に受講希望科目を学務係に提出する（第３希望ま

で）。 

C． 第１希望を優先し、各科目へ学生の割り振りを行う。 

 

３．教科書、参考書等 

        担当教員が提示する。 

 

４．成績評価の方法・基準 
１、２年次前期・後期、３年次前期、４年次前期に開講する。３年次への進級には２年次

で１単位以上、４年次への進級には３年次までに２単位以上、５年次への進級には４年次ま

でに３単位以上修得する必要がある。卒業のための最低修得単位数は３単位である。 

 

５．指導教員など 
医学科、熱帯医学研究所、先導生命支援センター教員 

 

６．備考（準備学習等） 
担当教員が提示する。 

 

 

  

責
任
者 

氏 名 西田 教行 内 線 7057 

教 室 感染分子解析学 ｅ-mail noribaci@nagasaki-u.ac.jp 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 木曜日午後4時30分～午後5時30分 

対象年次・学期 １年：前期、後期 

２年：前期，後期 

３年：前期 

４年：前期 

講義形態 担当教員が講義形態を決定す

る。 

必修・選択 必修 単位数 前期、後期各１  

英語名 Small group medical seminar 
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教室 責任者名
ゼミテーマ

（サブタイトル）
目的・方針 内容

対象学年
開講時期

受講可能
人数

開講時間 場所 評価方法 備考

神経生理
（第二生理）

篠原 一之
心の個人差の脳
科学

英語論文、原書輪読を通して、心の
個人差の脳科学的基盤について理
解を深めるとともに、英文読解・プレ
ゼンテーション能力を養う。

近年、性格をはじめとした心の個人差、及
び、社会的コミュニケーション能力障害を呈
する発達障害と、脳機能・形態、遺伝子多
型、内分泌機能との関わりが明かになりつ
つある。そこで、これら心の個人差・発達障
害の生物学的基盤に関する最新の研究論
文を読み、その内容に関するプレゼンと議
論を行なう。これらの活動を通して、心の科
学に関する理解を深めるとともに、臨床・研
究活動に必須の英文読解・プレゼン能力を
身につける。

１年後期
２年後期

10名 金曜日１校時
第二生理学
教室

レポート、出席、
発表内容等を
加味して総合的
に評価する。

地域医療学 前田 隆浩 地域医療学入門
地域医療の現状について、自ら調
べ、現場のプロフェッショナルから話
を聞き、地域医療を理解する。

・地域医療に関する論文（邦文・欧文）や記
事、教科書、書籍を集めまとめる。
・WS形式で知識を共有し理解を深める。
・実際に地域医療の現場のプロフェッショナ
ルに話を聞く。
・現在の地域医療について把握し，地域医
療の今後について考える。
・月に一回程度行われる、地域医療の現場
で働く人を招いて行う研究会に出席する。

１年前期
２年前期
３年前期
４年前期

6名

・水曜日夕方
16時半～18
時（7回程度）
・月一回程度
18時30分～
20時30分（地
域医療研究
会・曜日不
定）（4 回程
度）
上記2つ全て
に出席が必

地域医療学
分野セミナー
室
(医学部基礎
棟6階）
ポンぺ会館
（予定）

出席とレポート
とゼミ受講態度

地域医療学 前田隆浩
しまで学ぶ地域医
療集中ゼミ

島嶼部における地域医療の現場を
見て、地域における保健・医療・福
祉の役割と機能、そして地域包括医
療についての基礎を理解する。

長崎県離島をはじめとした地域医療の現
場に滞在し（原則2泊3日）、地域医療に関
連する講義、ワークショップ、施設見学ある
いは体験実習を行った上で、地域医療と地
域包括ケアについての討論を行う。

１年前期
２年前期
３年前期

24名

8月21日(金)
～8月24日
(日)で前泊は
不要です。

長崎県五島
市

出席・発表・レ
ポート

地域枠入学生を対象
とする。地域枠入学以
外の学生の希望につ
いては、定数に空きが
ある場合に受け入れ
る。※食費については
セミナーを通して5000
円/人を予定していま
す。

原研国際 高村　昇 国際保健入門（1）

AO国際枠で入学した学生を中心
に、世界を目指す医師・医学者を養
成する目的で、原研における活動、
特に国際保健分野における活動を
紹介する。勿論、一般入試での学生
も歓迎する。

AO国際枠で入学した学生を中心に、世界
を目指す医師・医学者を養成する目的で、
原研における活動、特に国際保健分野に
おける活動を紹介する。勿論、一般入試で
の学生も歓迎する。

１年前期 5名 月曜日５校時
原研棟3階コ
ミュニティー
センター

出席状況、ゼミ
における発表内
容等を考慮して
評価する。
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教室 責任者名
ゼミテーマ

（サブタイトル）
目的・方針 内容

対象学年
開講時期

受講可能
人数

開講時間 場所 評価方法 備考

神経形態学 森　望
Neuroanatomy of
the Mind：心の神
経解剖学

神経解剖学、神経生理学の知識を
ベースに「認知」「意識」「認識」「感
性」「行動」「意欲」等の脳内原理を
理解する。その上で、「こころ」がどう
生まれ、成長し、円熟するのか、あ
るいは、ゆらぎ、崩れるのか、自分
の頭で考える。脳神経科学、精神医
学への橋渡しとする。自らの頭で考
え、自らの言葉で語り、自らのスタイ
ルで発表できるようにする。

脳には形があるが、心には形がない。しか
し、心は脳内に生まれる。では、脳に心は
どう形成されるのか？現代の神経科学、脳
科学の知識をベースに、心の形成のナゾ
へ挑む。

２年前期 10名 金曜日１校時
視聴覚セミ
ナー室３

出席、発表内
容、質疑応答、
レポート

肉眼解剖学 弦本 敏行
臨床解剖学への
招待

様々な疾患の病態・治療を解剖学
的側面から理解することにより、そ
れら疾患への理解を深めること

さまざまな臓器に生じる各種の疾患を提示
し、それらの発症メカニズムの肉眼的背景
について考察する。ゼミは抄読会形式で進
行する。解剖学に関連した臨床分野の英
語論文を自ら調べた上で読んで理解し、プ
レゼンテーションする

２年後期 10名 金曜日１校時
ゼミナール
室等

出席、レポート、
質疑応答

組織解剖 小路 武彦
ビデオで学ぶ組織
発生

発生学・組織実習で得た知識を深め
ることを目的とする。

日本語の動画教材を用い、発生学から疾
患への理解を深める。各回組織発生に関
するＤＶＤを鑑賞の後、グループ討論を行
う。

２年前期
３年前期

10名 金曜日１校時 小会議室
出席、レポート
を総合的に評
価。

神経生理
（第二生理）

篠原 一之
心の個人差の脳
科学

英語論文、原書輪読を通して、心の
個人差の脳科学的基盤について理
解を深めるとともに、英文読解・プレ
ゼンテーション能力を養う。

近年、性格をはじめとした心の個人差、及
び、社会的コミュニケーション能力障害を呈
する発達障害と、脳機能・形態、遺伝子多
型、内分泌機能との関わりが明かになりつ
つある。そこで、これら心の個人差・発達障
害の生物学的基盤に関する最新の研究論
文を読み、その内容に関するプレゼンと議
論を行なう。これらの活動を通して、心の科
学に関する理解を深めるとともに、臨床・研
究活動に必須の英文読解・プレゼン能力を
身につける。

１年後期
２年後期

10名 金曜日１校時
第二生理学
教室

レポート、出席、
発表内容等を
加味して総合的
に評価する。

生化学 伊藤　敬
論文から学ぶ生
化学

学習意欲のある2年生を対象にした
生化学への入門科目である。生化
学に関連する論文を読み、英語力を
養うとともに生化学的な研究を理解
し発表する力を養う。

教官が毎回最近の生化学に関する論文を
紹介しその内容を理解し質疑応答をする。
加えて当番になった学生は、あらかじめ自
学した論文を紹介しその内容について全員
で議論し、理解を深める。

２年前期
２年後期
３年前期
４年前期

7名
日曜日午前
10:30時

医学部基礎
棟6階生化学
教室カンファ
レンス室

出席、発表内容
など

医科薬理学

有賀　純
中川 慎介
巽 理恵
畑山 実

最新の論文から
探る医学生物学
研究の潮流

トップジャーナルに掲載された脳神
経、血管、幹細胞に関する論文の学
術的な背景や意義を理解して、最新
の研究動向を把握し、 今後の研究
戦略を考える。

Nature, Science, Cellなどの国際科学誌の
最新号に掲載された文献を毎週1報ずつ紹
介する。発表はパワーポイントなどを使用
し、論文に記載されている実験内容や結果
を解説する形式で行う。なお、論文の選定
から読解、発表まで教官がマンツーマンで
指導する。期間中に2回の発表を予定して
いる。

２年前期
３年前期
４年前期

5名 金曜日１校時
薬理学教室
セミナー室

出席内容、発表
内容を考慮して
評価する。

探索病理
（病理１）

下川　功
森　亮一
林　洋子
Park
Seongjoon

Guide of NUSM
本学医学部の歴史、現状を認識し、
未来を描く。

本学医学部を紹介するホームページ、ヴィ
デオクリップを製作する。

２年前期
３年前期
４年前期

10名 金曜日１校時
第一病理、
医局図書室

作品の創造性
開講時間以外に個
人、グループ活動を必
要とする。

免疫学 由井 克之
論文から学ぶ免
疫学

重要な原著論文に触れることによ
り、免疫学の方法論とその根底にあ
るアイデアに対する理解を深める。
免疫学の講義を履修した３，４年生
が主要な対象であるが、意欲ある２
年生も歓迎する。

免疫学関連の主要な論文（英文）の抄読会
を行う。学生があらかじめ自学した論文の
内容を紹介し、それについて全員で議論
し、理解を深める。論文の選択、読み方な
どは適宜指導する。

２年前期
３年前期
４年前期

10名 金曜日１校時
免疫学分野
集会室

発表内容、参加
態度、レポート、
出欠を総合的
に評価

感染分子 西田 教行 プリオン学
プリオンに関して深く掘り下げる。論
文読解を中心に行う。

原著論文を読むことで、科学的批判力を養
う。レポートの書き方などの指導を行う。

２年前期
３年前期
４年前期

8名 金曜日１校時
基礎棟８階
集会室

出席およびレ
ポート

病態分子疫
学

プニータ・
ゴーチャン

成書で読む熱帯
医学　(ウイルス性
胃腸炎の世界)

日本の医学生と欧米 (に限らない
が) の医学生の違いの一つは、
reading assignmentの量である。英
語が共通の媒体となるグローバル
ヘルス・熱帯医学の分野に関心の
ある学生を対象に、この分野の標準
的教科書のone chapter  (viral
gastroenteritis) を読むことを通し
て、教科書の読み方（critical
reading skill）を習得する。

熱帯医学の成書として定評のある英国の
Manson’s Tropical Diseasesおよび米国の
Hunter’s Tropical Medicine and Emerging
Infectious Diseases の viral gastroenteritis
の章を学生が分担して読むこと (翻訳する
ことではない) により、①要点を説明すると
はどういうことか、②教科書がどのような文
献的エビデンスに基づいて記述されている
か、また、③著者がどのようなメッセージを
伝えようとしているかを理解する。

２年前期
３年前期
４年前期

1～6名 金曜日１校時 分子疫学
出席・発表・レ
ポートで総合的
に評価する。

熱帯医学研究医コー
スの学生、あるいはこ
の分野に興味のある
学生を対象。本ゼミは
すべて英語で行う。

公衆衛生 青柳 潔
論文から学ぶ公
衆衛生学

文献を通して医学の社会性につい
て学ぶ

公衆衛生学に関連した論文を各自が紹介・
発表し、討論する。

２年前期
３年前期
４年前期

10名 金曜日１校時
公衆衛生学
資料室

積極性、レポー
ト

精神神経科 小澤 寛樹
医療経済・政策を
考える

医療従事者に必要な経済的素養、
政策動向などを学ぶ

本ゼミでは参加者個々による研究発表や
医療業界・医療に関する政策担当者などを
招いて講演を聞く事などを通じて、医療従
事者として必要なビジネス・経営に関する
素養を育成する。

２年前期
３年前期
４年前期

10名程度

原則として水
曜17時開始。
日程は初回
時に参加する
人と協議して
決定

精神科外来
62番診察室

ディスカッション
等へ参加意欲
の評価50%、各
回の提出レポー
ト・最終回後の
提出課題の内
容50%

参加希望者が10名を
超過する場合には、希
望者への事前課題等
で選考を実施する場
合もある。また夕方か
らの実施のため、その
時間帯での別の講義
や私的予定など、受
講にあたっては十分
考慮すること。

精神神経科 小澤 寛樹
映画から見る精神
医学

具体的にｲﾒｰｼﾞしにくい精神医学の
様々な現象、症状、問題に関して映
画・テレビなどの映像表現を通じて、
人の心に対する理解を深め、自己
の考え・感情を論理的・能動的に議
論することを目的とする。

精神疾患を取り扱った映像作品を毎回取り
上げ鑑賞し、１～２，３人がその疾患に関し
て事前研究と資料作成、講義当日にプレゼ
ンテーション。また様々なトピックでのディス
カッションを実施する事で、能動的な参加
姿勢を養う。

２年後期 10名程度

原則として水
曜17時開始。
日程は初回
時に参加する
人と協議して
決定

第３（or第４）
講義室

視聴後に行う
ディスカッション
へ参加意欲の
評価50%、各回
の提出レポー
ト・最終回後の
提出課題の内
容50%

毎回映画の視聴後に
テーマディスカッショ
ン、解説講義を21時頃
まで行います。期間内
で５校時目以降に他
科目を受講する必要
のある人、その他予定
のある人などは、その
点留意して下さい。
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教室 責任者名
ゼミテーマ

（サブタイトル）
目的・方針 内容

対象学年
開講時期

受講可能
人数

開講時間 場所 評価方法 備考

精神神経科 今村 明
児童・思春期の精
神医学を考える

精神医学の世界に於いて児童・思
春期の精神医学はその社会的な重
要性に比して、専門家が不足してい
る領域である。本ゼミではこの分野
を中心的に取り上げ、学んでいく。

児童・思春期精神医学についての概要を
学んでいく。日本語文献だけでなく、英語文
献も含め、正確な知識を学ぶ。映像作品等
での視聴覚的な学習も随時実施する。時
間が許せば、課外実習として各種施設など
を見学し、実地に学ぶ事も行いたいと考え
ている。

２年後期 10名程度
原則として火
曜日18時以
降

精神科外来63

①ゼミへの積極
的な参加姿勢
や自主性
②講義終了後
に提出してもら
う課題の成果
以上を総合的
に判断する

参加希望者が10名を
超過する場合には、希
望者への事前課題等
で選考を実施する場
合もある。また夕方か
らの実施のため、その
時間帯での別の講義
や私的予定など、受
講にあたっては十分
考慮すること。

精神神経科 黒滝 直弘
パトグラフィーと司
法精神医学を究
める

パトグラフィー（病跡学）とは、過去
の偉人等を対象に精神医学・心理
学等の視点からその生涯での疾病
の意義を分析する。この手法は司法
精神医学等にも応用される。本ゼミ
ではこれを学ぶ。

パトグラフィーについて、まず基礎的な知識
を学ぶ。その上で参加者一人（又はグルー
プ）毎に、実際に特定の人物（過去だけで
なく現代人や事件等も含め）を対象にして、
パトグラフィーによる分析を実習する。映像
作品等での視聴覚的な学習も随時実施す
る。

２年前期
３年前期
４年前期

10名程度
月曜日又は
水曜日18時
以降

精神科外来
62番診察室

①ゼミへの積極
的な参加姿勢
や自主性
②講義終了後
に提出してもら
う課題の成果
以上を総合的
に判断する

参加希望者が10名を
超過する場合には、希
望者への事前課題等
で選考を実施する場
合もある。また夕方か
らの実施のため、その
時間帯での別の講義
や私的予定など、受
講にあたっては十分
考慮すること。

精神神経科 木下 裕久
リエゾン症例から
学ぶ臨床精神医
学（基礎編）

総合病院の一般病棟で遭遇しやす
い（する可能性のある）精神障害の
症例を題材として、リエゾン精神医
学の基本的な考え方を診断から治
療にいたる経過を通して学べるよう
な講義とする。

評価ツールの使い方を入れながら、低学年
でも興味を持っていただけるような内容にし
たいと考える。

２年後期 10名程度
木曜日17時
以降

精神科外来
63番診察室

①ゼミへの積極
的な参加姿勢
や自主性
②講義終了後
に提出してもら
う課題の成果
以上を総合的
に判断する

参加希望者が11名を
超過する場合には、希
望者への事前課題等
で選考を実施する場
合もある。また夕方か
らの実施のため、その
時間帯での別の講義
や私的予定など、受
講にあたっては十分
考慮すること。

小児科
中嶋 有美子
（森内 浩幸）

文学作品から読
む小児疾患

小児疾患が登場する文学作品を読
み、それぞれの時代に描かれた小
児疾患について考察することで小児
疾患の特徴、医療の進歩、社会環
境の変化について双方向性の学習
の中で理解を深める。

大江健三郎、日下部羊、松本清張、宮部み
ゆき、アガサ・クリスティ、らの作家の作品
から小児疾患が登場するものを読み、作家
が描く小児疾患像を通じて作家の思いやそ
の時代における小児疾患をとりまく社会環
境について考察する。併せて現在の医療
環境と比較して、医療の進歩・社会環境の
変化について考える。

２年前期 8名以下 金曜日１校時
10階小児科
医局カンファ
ランス室

出席点　レポー
ト点

第二外科
（移植・消化
器外科）

江口　晋

Nagasaki Surgical
Club
−外科の歴史から
手術理論、手術手
技、さらには国試
対策まで−

外科の入門編から実技さらには国
試対策まで幅広く、週替りの講師陣
による座談会形式のゼミです。外科
実技や英会話も取り入れ、実践的な
能力アップも図りたいと思います。

1. 外科の歴史（長崎の外科から世界の外
科の歴史まで）
2. 外科の基本手技（縫合、鏡視下手術実
技などの実技を含みます）
3. 診察、学会発表に役立つ英会話
4. 外科におけるEBM（論文の見方、読み方
教えます）
5. 消化管外科の温故知新：ビルロートって
知ってる？
6. 国試に出る外科学（2年生にも分かり易く
解説します）
7. 移植についてともに語ろう
8. 乳腺外科のトピックス
9. 小児外科医が未来の子供に出来ること
10. 未来の外科学（ロボット手術、再生医
療）
11. 先輩外科医から聞く深い話（座談会形
式で熱く語り合いましょう）

２年前期
３年前期
４年前期

10名 金曜日５校時

移植・消化器
外科医局（第
二カンファ
室）：医局受
付で問い合
わせてくださ
い。

出席を重要視
する。ディスカッ
ション内容。フ
リートーク形式
ですので、レ
ポート・試験な
どはありませ
ん。

講義内容、順番は予
定であり若干の変更
があり得ます。

泌尿器科 宮田 康好
マンガで学ぶ“泌
尿器科ってなん
だ？”

本ゼミを初歩の泌尿器科学入門と
位置づけ、マンガという身近な教材
を用いて泌尿器科学の受け持つ領
域と特徴を知り、さらに発展させて
現代医学・医療の基本部分の理解
へもつなげていく。

泌尿生殖器の解剖、機能および疾患の特
徴などを直観的に捉えられるように、主に
マンガやビデオ等のメディアを用いて、学生
自身が司会進行する形で発表を行う。これ
に適宜教官からの補足を行う。また、簡単
なプレゼンテーションスキルやアイディア抽
出法についても学ぶ。

２年前期
３年前期
４年前期

10名 金曜日１校時
泌尿器科医
局

　出席率、討論
への参加態度、
発表、レポート
など

病理診断科
学

福岡 順也
橋迫 美貴子

形態から見る
「癌って？」

組織を見て癌に起こっている生物学
を考えるブレインストーム

がん細胞は本当にモノクローナルなのか？
浸潤とは何か？癌が惹き起こす周囲の環
境の変化はどう考えるのか？なぜ癌はCR
にならないのか？　などについて、病理学
的にアプローチし、ディスカッションを行う

２年後期 5名 金曜日１校時
病理診断科
医局（歯学部
C棟）

ディスカッション
の能力と理解度

救命救急セ
ンター

田﨑　修
救急医療を体験
する。

救急医療は拙速であってはならな
い。本ゼミにおいては、限られた時
間の中で論理的に思考し、救急疾
患の診断と治療を進める救急医療
の醍醐味を体験させる。

臓器や診療科の枠を超えて、「救急的」診
療法を学ぶ。また、蘇生、診断、災害への
対応、緊急的手技、集中治療等、救急医療
で必要となる技術をシミュレーションで体験
する。

２年前期
３年前期

10名 金曜日１校時
大学病院
救命救急セ
ンター

出席、態度、レ
ポートなどによ
り総合的に評価
する。

臨床感染症
学・感染制
御教育セン
ター

泉川 公一
感染症道場　～見
えない敵との戦い
～

Ebola出血熱や薬剤耐性微生物の
脅威に対して人類はどのように対応
しているかを学ぶ。生き物vs生き物
の独特な医療においてヒトが勝者に
なれるか、その可能性を探る。

日本のみならず世界各地で発生している
様々な感染症について、その診断、治療な
らびに先端的な研究について学び、ヒトが
微生物をどのように攻略していくのかその
プロセスを学び、臨床と基礎のbridgingとは
何かを習得する。

２年前期
３年前期
４年前期

各学年3
名ずつ

原則として月
曜５校時

長崎大学病
院

出席状況、発表
などの総合評価

地域医療学 前田 隆浩 地域医療学入門
地域医療の現状について、自ら調
べ、現場のプロフェッショナルから話
を聞き、地域医療を理解する。

・地域医療に関する論文（邦文・欧文）や記
事、教科書、書籍を集めまとめる。
・WS形式で知識を共有し理解を深める。
・実際に地域医療の現場のプロフェッショナ
ルに話を聞く。
・現在の地域医療について把握し，地域医
療の今後について考える。
・月に一回程度行われる、地域医療の現場
で働く人を招いて行う研究会に出席する。

１年前期
２年前期
３年前期
４年前期

6名

・水曜日夕方
16時半～18
時（7回程度）
・月一回程度
18時30分～
20時30分（地
域医療研究
会・曜日不
定）（4 回程
度）
上記2つ全て
に出席が必

地域医療学
分野セミナー
室
(医学部基礎
棟6階）
ポンぺ会館
（予定）

出席とレポート
とゼミ受講態度

地域医療学 前田隆浩
しまで学ぶ地域医
療集中ゼミ

島嶼部における地域医療の現場を
見て、地域における保健・医療・福
祉の役割と機能、そして地域包括医
療についての基礎を理解する。

長崎県離島をはじめとした地域医療の現
場に滞在し（原則2泊3日）、地域医療に関
連する講義、ワークショップ、施設見学ある
いは体験実習を行った上で、地域医療と地
域包括ケアについての討論を行う。

１年前期
２年前期
３年前期

24名

8月21日(金)
～8月24日
(日)で前泊は
不要です。

長崎県五島
市

出席・発表・レ
ポート

地域枠入学生を対象
とする。地域枠入学以
外の学生の希望につ
いては、定数に空きが
ある場合に受け入れ
る。※食費については
セミナーを通して5000
円/人を予定していま
す。
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教室 責任者名
ゼミテーマ

（サブタイトル）
目的・方針 内容

対象学年
開講時期

受講可能
人数

開講時間 場所 評価方法 備考

へき地病院
再生支援・
教育機構

調　漸
離島・へき地医療
の達人から学ぶ

へき地や離島医療の現状を学び、こ
れからの地域医療について考える

離島・へき地の第一線で活躍する医師を中
心に、地域医療に密接に関係する家庭医
や、病院総合医、フライタドクター等も講師
として招き、実情について講演して頂き、地
域医療という漠然としたイメージをリアルな
物として認識する。ゼミの後半には、夏合
宿や、実際にへき地や離島医療を体験す
る離島ツアーも2泊3日程度で開催する予
定である。そして、最終日には、これらのゼ
ミで学んだ事や、これからの地域医療につ
いて、各自発表を行う。

２年後期
３年前期
４年前期

10名 金曜日６校時
医学部基礎
棟　1階　視
聴覚教室１

出席、講義のレ
ポート、最終日
に実施する地域
医療に関するプ
レゼンテ―ショ
ン等で総合的に
判定する。

地域医療、へき地・離
島医療に関心のある
一般枠の学生の受講
も歓迎する。

地域包括ケ
ア教育セン
ター

永田 康浩
石居 公之

医師になるってど
んなこと？ー包括
医療事始めー

医師として患者治療の意義を知り、
これに関わる医療資源と社会資源
について認識させる。

最先端医療のゴールは患者さんの社会復
帰である。疾病を患った患者が、医療機関
で治療を受け、社会に復帰するまでに、ど
れだけの医療資源、社会資源を要するか
を認識し、理解する。これに関わる、基礎医
学、臨床医学、社会医学について考察す
る。在宅医療の現場を体験する。

２年後期 8名 金曜日１校時
医学部視聴
覚セミナー室

出席態度および
レポート内容

先端医育セ
ンター

安武　亨 スポーツ医学概論 スポーツを通じて医学を学ぶ
運動生理学、スポーツ栄養学、スポーツ外
傷学、トレーニング法など

２年後期
３年前期

10名
火曜または木
曜日の16：30
から

医学部セミ
ナー室２など

授業参加状況、
レポートなど

体育会系部活に所属
する人、スポーツに興
味がある人、グループ
討議が出来る人を募
ります。

原研国際 高村　昇 国際保健入門（2）

一年時に引き続き、AO国際枠で入
学した学生を中心に、世界を目指す
医師・医学者を養成する目的で、国
際保健に関する成書の輪読会を行
い、あわせて国際保健に関する概
説を行う。勿論、一般入試での学生
も歓迎する。

「Textbook of International Health」をはじ
めとする国際保健関連の英文資料を輪読
することで国際保健、国際医療の実際につ
いてより深い理解を得る。

２年後期 10名 月曜日５校時
原研棟3階コ
ミュニティー
センター

出席状況、ゼミ
における発表内
容等を考慮して
評価する。
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教室 責任者名
ゼミテーマ

（サブタイトル）
目的・方針 内容

対象学年
開講時期

受講可能
人数

開講時間 場所 評価方法 備考

組織解剖 小路 武彦
ビデオで学ぶ組織
発生

発生学・組織実習で得た知識を深め
ることを目的とする。

日本語の動画教材を用い、発生学から疾
患への理解を深める。各回組織発生に関
するＤＶＤを鑑賞の後、グループ討論を行
う。

２年前期
３年前期

10名 金曜日１校時 小会議室
出席、レポート
を総合的に評
価。

生化学 伊藤　敬
論文から学ぶ生
化学

学習意欲のある2年生を対象にした
生化学への入門科目である。生化
学に関連する論文を読み、英語力を
養うとともに生化学的な研究を理解
し発表する力を養う。

教官が毎回最近の生化学に関する論文を
紹介しその内容を理解し質疑応答をする。
加えて当番になった学生は、あらかじめ自
学した論文を紹介しその内容について全員
で議論し、理解を深める。

２年前期
２年後期
３年前期
４年前期

7名
日曜日午前
10:30時

医学部基礎
棟6階生化学
教室カンファ
レンス室

出席、発表内容
など

医科薬理学

有賀　純
中川 慎介
巽 理恵
畑山 実

最新の論文から
探る医学生物学
研究の潮流

トップジャーナルに掲載された脳神
経、血管、幹細胞に関する論文の学
術的な背景や意義を理解して、最新
の研究動向を把握し、 今後の研究
戦略を考える。

Nature, Science, Cellなどの国際科学誌の
最新号に掲載された文献を毎週1報ずつ紹
介する。発表はパワーポイントなどを使用
し、論文に記載されている実験内容や結果
を解説する形式で行う。なお、論文の選定
から読解、発表まで教官がマンツーマンで
指導する。期間中に2回の発表を予定して
いる。

２年前期
３年前期
４年前期

5名 金曜日１校時
薬理学教室
セミナー室

出席内容、発表
内容を考慮して
評価する。

探索病理
（病理１）

下川　功
森　亮一
林　洋子
Park
Seongjoon

Guide of NUSM
本学医学部の歴史、現状を認識し、
未来を描く。

本学医学部を紹介するホームページ、ヴィ
デオクリップを製作する。

２年前期
３年前期
４年前期

10名 金曜日１校時
第一病理、
医局図書室

作品の創造性
開講時間以外に個
人、グループ活動を必
要とする。

免疫学 由井 克之
論文から学ぶ免
疫学

重要な原著論文に触れることによ
り、免疫学の方法論とその根底にあ
るアイデアに対する理解を深める。
免疫学の講義を履修した３，４年生
が主要な対象であるが、意欲ある２
年生も歓迎する。

免疫学関連の主要な論文（英文）の抄読会
を行う。学生があらかじめ自学した論文の
内容を紹介し、それについて全員で議論
し、理解を深める。論文の選択、読み方な
どは適宜指導する。

２年前期
３年前期
４年前期

10名 金曜日１校時
免疫学分野
集会室

発表内容、参加
態度、レポート、
出欠を総合的
に評価

感染分子 西田 教行 プリオン学
プリオンに関して深く掘り下げる。論
文読解を中心に行う。

原著論文を読むことで、科学的批判力を養
う。レポートの書き方などの指導を行う。

２年前期
３年前期
４年前期

8名 金曜日１校時
基礎棟８階
集会室

出席およびレ
ポート

病態分子疫
学

プニータ・
ゴーチャン

成書で読む熱帯
医学　(ウイルス性
胃腸炎の世界)

日本の医学生と欧米 (に限らない
が) の医学生の違いの一つは、
reading assignmentの量である。英
語が共通の媒体となるグローバル
ヘルス・熱帯医学の分野に関心の
ある学生を対象に、この分野の標準
的教科書のone chapter  (viral
gastroenteritis) を読むことを通し
て、教科書の読み方（critical
reading skill）を習得する。

熱帯医学の成書として定評のある英国の
Manson’s Tropical Diseasesおよび米国の
Hunter’s Tropical Medicine and Emerging
Infectious Diseases の viral gastroenteritis
の章を学生が分担して読むこと (翻訳する
ことではない) により、①要点を説明すると
はどういうことか、②教科書がどのような文
献的エビデンスに基づいて記述されている
か、また、③著者がどのようなメッセージを
伝えようとしているかを理解する。

２年前期
３年前期
４年前期

1～6名 金曜日１校時 分子疫学
出席・発表・レ
ポートで総合的
に評価する。

熱帯医学研究医コー
スの学生、あるいはこ
の分野に興味のある
学生を対象。本ゼミは
すべて英語で行う。

公衆衛生 青柳 潔
論文から学ぶ公
衆衛生学

文献を通して医学の社会性につい
て学ぶ

公衆衛生学に関連した論文を各自が紹介・
発表し、討論する。

２年前期
３年前期
４年前期

10名 金曜日１校時
公衆衛生学
資料室

積極性、レポー
ト

第一内科 川上　純
臨床内科のエッセ
ンス

Early Bird lesson(EBL)への参加を
行ない、臨床の基本的な考え方を学
ぶ。

当科では臨床実習生、初期研修医に対し
て行なわれるEarly Bird lesson(EBL)へ参
加する。EBLは、鑑別診断・病態の説明や
標準的治療の解説から、最新のトピックス
までの内容を含み、参加を通じて実際の臨
床の考え方を学ぶ。

３年前期
４年前期

10名

火曜日・水曜
日　午前7時
45分～8時30
分

本館9階ゼミ
室（906号室）

出席やレポート
による総合評価

精神神経科 小澤 寛樹
医療経済・政策を
考える

医療従事者に必要な経済的素養、
政策動向などを学ぶ

本ゼミでは参加者個々による研究発表や
医療業界・医療に関する政策担当者などを
招いて講演を聞く事などを通じて、医療従
事者として必要なビジネス・経営に関する
素養を育成する。

２年前期
３年前期
４年前期

10名程度

原則として水
曜17時開始。
日程は初回
時に参加する
人と協議して
決定

精神科外来
62番診察室

ディスカッション
等へ参加意欲
の評価50%、各
回の提出レポー
ト・最終回後の
提出課題の内
容50%

参加希望者が10名を
超過する場合には、希
望者への事前課題等
で選考を実施する場
合もある。また夕方か
らの実施のため、その
時間帯での別の講義
や私的予定など、受
講にあたっては十分
考慮すること。

精神神経科 黒滝 直弘
パトグラフィーと司
法精神医学を究
める

パトグラフィー（病跡学）とは、過去
の偉人等を対象に精神医学・心理
学等の視点からその生涯での疾病
の意義を分析する。この手法は司法
精神医学等にも応用される。本ゼミ
ではこれを学ぶ。

パトグラフィーについて、まず基礎的な知識
を学ぶ。その上で参加者一人（又はグルー
プ）毎に、実際に特定の人物（過去だけで
なく現代人や事件等も含め）を対象にして、
パトグラフィーによる分析を実習する。映像
作品等での視聴覚的な学習も随時実施す
る。

２年前期
３年前期
４年前期

10名程度
月曜日又は
水曜日18時
以降

精神科外来
62番診察室

①ゼミへの積極
的な参加姿勢
や自主性
②講義終了後
に提出してもら
う課題の成果
以上を総合的
に判断する

参加希望者が10名を
超過する場合には、希
望者への事前課題等
で選考を実施する場
合もある。また夕方か
らの実施のため、その
時間帯での別の講義
や私的予定など、受
講にあたっては十分
考慮すること。

第一外科
（腫瘍外科）

大畠 雅之
日高 重和

鏡視下手術入門
～応用

20世紀後半から急速に進歩した鏡
視下手術は外科手術の概念を変
え、現在でもその装置、手術手技は
進歩し続けている。最先端の技術で
あってもその基本手技は以前の開
腹手術と同様に非常に重要である。
鏡視下手術の原理、基本操作から
応用をトレーニング装置で学びなが
ら、鏡視下手術への理解を深めても
らう。

鏡視下手術の基礎を学んだ後にドライボッ
クスを用いて実際の機材の操作を理解し、
次第に高度なテクニックに移行する。その
後シュミレーターを用いて虫垂切除術や胆
嚢摘出術に挑戦する。

３年前期
４年前期

4名 水曜日５校時
腫瘍外科医
局

ゼミ終了後のレ
ポート

第二外科
（移植・消化
器外科）

江口　晋

Nagasaki Surgical
Club
−外科の歴史から
手術理論、手術手
技、さらには国試
対策まで−

外科の入門編から実技さらには国
試対策まで幅広く、週替りの講師陣
による座談会形式のゼミです。外科
実技や英会話も取り入れ、実践的な
能力アップも図りたいと思います。

1. 外科の歴史（長崎の外科から世界の外
科の歴史まで）
2. 外科の基本手技（縫合、鏡視下手術実
技などの実技を含みます）
3. 診察、学会発表に役立つ英会話
4. 外科におけるEBM（論文の見方、読み方
教えます）
5. 消化管外科の温故知新：ビルロートって
知ってる？
6. 国試に出る外科学（2年生にも分かり易く
解説します）
7. 移植についてともに語ろう
8. 乳腺外科のトピックス
9. 小児外科医が未来の子供に出来ること
10. 未来の外科学（ロボット手術、再生医
療）
11. 先輩外科医から聞く深い話（座談会形
式で熱く語り合いましょう）

２年前期
３年前期
４年前期

10名 金曜日５校時

移植・消化器
外科医局（第
二カンファ
室）：医局受
付で問い合
わせてくださ
い。

出席を重要視
する。ディスカッ
ション内容。フ
リートーク形式
ですので、レ
ポート・試験な
どはありませ
ん。

講義内容、順番は予
定であり若干の変更
があり得ます。

平成２７年度「医学ゼミ」開講テーマ一覧（３年生）
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教室 責任者名
ゼミテーマ

（サブタイトル）
目的・方針 内容

対象学年
開講時期

受講可能
人数

開講時間 場所 評価方法 備考

泌尿器科 宮田 康好
マンガで学ぶ“泌
尿器科ってなん
だ？”

本ゼミを初歩の泌尿器科学入門と
位置づけ、マンガという身近な教材
を用いて泌尿器科学の受け持つ領
域と特徴を知り、さらに発展させて
現代医学・医療の基本部分の理解
へもつなげていく。

泌尿生殖器の解剖、機能および疾患の特
徴などを直観的に捉えられるように、主に
マンガやビデオ等のメディアを用いて、学生
自身が司会進行する形で発表を行う。これ
に適宜教官からの補足を行う。また、簡単
なプレゼンテーションスキルやアイディア抽
出法についても学ぶ。

２年前期
３年前期
４年前期

10名 金曜日１校時
泌尿器科医
局

　出席率、討論
への参加態度、
発表、レポート
など

臨床検査医
学

栁原 克紀 分子診断 分子診断を学ぶ
臨床微生物や腫瘍の分子診断についての
文献を読む。学生は提供された文献につい
て学習し、発表する。

３年前期
４年前期

8名
隔週月曜
18:00-19:00

臨床検査医
学医局（12
階）

積極的な参加、
文献の理解、発
表を評価する。

救命救急セ
ンター

田﨑　修
救急医療を体験
する。

救急医療は拙速であってはならな
い。本ゼミにおいては、限られた時
間の中で論理的に思考し、救急疾
患の診断と治療を進める救急医療
の醍醐味を体験させる。

臓器や診療科の枠を超えて、「救急的」診
療法を学ぶ。また、蘇生、診断、災害への
対応、緊急的手技、集中治療等、救急医療
で必要となる技術をシミュレーションで体験
する。

２年前期
３年前期

10名 金曜日１校時
大学病院
救命救急セ
ンター

出席、態度、レ
ポートなどによ
り総合的に評価
する。

臨床感染症
学・感染制
御教育セン
ター

泉川 公一
感染症道場　～見
えない敵との戦い
～

Ebola出血熱や薬剤耐性微生物の
脅威に対して人類はどのように対応
しているかを学ぶ。生き物vs生き物
の独特な医療においてヒトが勝者に
なれるか、その可能性を探る。

日本のみならず世界各地で発生している
様々な感染症について、その診断、治療な
らびに先端的な研究について学び、ヒトが
微生物をどのように攻略していくのかその
プロセスを学び、臨床と基礎のbridgingとは
何かを習得する。

２年前期
３年前期
４年前期

各学年3
名ずつ

原則として月
曜５校時

長崎大学病
院

出席状況、発表
などの総合評価

地域医療学 前田 隆浩 地域医療学入門
地域医療の現状について、自ら調
べ、現場のプロフェッショナルから話
を聞き、地域医療を理解する。

・地域医療に関する論文（邦文・欧文）や記
事、教科書、書籍を集めまとめる。
・WS形式で知識を共有し理解を深める。
・実際に地域医療の現場のプロフェッショナ
ルに話を聞く。
・現在の地域医療について把握し，地域医
療の今後について考える。
・月に一回程度行われる、地域医療の現場
で働く人を招いて行う研究会に出席する。

１年前期
２年前期
３年前期
４年前期

6名

・水曜日夕方
16時半～18
時（7回程度）
・月一回程度
18時30分～
20時30分（地
域医療研究
会・曜日不
定）（4 回程
度）
上記2つ全て
に出席が必

地域医療学
分野セミナー
室
(医学部基礎
棟6階）
ポンぺ会館
（予定）

出席とレポート
とゼミ受講態度

地域医療学 前田隆浩
しまで学ぶ地域医
療集中ゼミ

島嶼部における地域医療の現場を
見て、地域における保健・医療・福
祉の役割と機能、そして地域包括医
療についての基礎を理解する。

長崎県離島をはじめとした地域医療の現
場に滞在し（原則2泊3日）、地域医療に関
連する講義、ワークショップ、施設見学ある
いは体験実習を行った上で、地域医療と地
域包括ケアについての討論を行う。

１年前期
２年前期
３年前期

24名

8月21日(金)
～8月24日
(日)で前泊は
不要です。

長崎県五島
市

出席・発表・レ
ポート

地域枠入学生を対象
とする。地域枠入学以
外の学生の希望につ
いては、定数に空きが
ある場合に受け入れ
る。※食費については
セミナーを通して5000
円/人を予定していま
す。

へき地病院
再生支援・
教育機構

調　漸
離島・へき地医療
の達人から学ぶ

へき地や離島医療の現状を学び、こ
れからの地域医療について考える

離島・へき地の第一線で活躍する医師を中
心に、地域医療に密接に関係する家庭医
や、病院総合医、フライタドクター等も講師
として招き、実情について講演して頂き、地
域医療という漠然としたイメージをリアルな
物として認識する。ゼミの後半には、夏合
宿や、実際にへき地や離島医療を体験す
る離島ツアーも2泊3日程度で開催する予
定である。そして、最終日には、これらのゼ
ミで学んだ事や、これからの地域医療につ
いて、各自発表を行う。

２年後期
３年前期
４年前期

10名 金曜日６校時
医学部基礎
棟　1階　視
聴覚教室１

出席、講義のレ
ポート、最終日
に実施する地域
医療に関するプ
レゼンテ―ショ
ン等で総合的に
判定する。

地域医療、へき地・離
島医療に関心のある
一般枠の学生の受講
も歓迎する。

先端医育セ
ンター

安武　亨 スポーツ医学概論 スポーツを通じて医学を学ぶ
運動生理学、スポーツ栄養学、スポーツ外
傷学、トレーニング法など

２年後期
３年前期

10名
火曜または木
曜日の16：30
から

医学部セミ
ナー室２など

授業参加状況、
レポートなど

体育会系部活に所属
する人、スポーツに興
味がある人、グループ
討議が出来る人を募
ります。
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教室 責任者名
ゼミテーマ

（サブタイトル）
目的・方針 内容

対象学年
開講時期

受講可能
人数

開講時間 場所 評価方法 備考

生化学 伊藤　敬
論文から学ぶ生
化学

学習意欲のある2年生を対象にした
生化学への入門科目である。生化
学に関連する論文を読み、英語力を
養うとともに生化学的な研究を理解
し発表する力を養う。

教官が毎回最近の生化学に関する論文を
紹介しその内容を理解し質疑応答をする。
加えて当番になった学生は、あらかじめ自
学した論文を紹介しその内容について全員
で議論し、理解を深める。

２年前期
２年後期
３年前期
４年前期

7名
日曜日午前
10:30時

医学部基礎
棟6階生化学
教室カンファ
レンス室

出席、発表内容
など

医科薬理学

有賀　純
中川 慎介
巽 理恵
畑山 実

最新の論文から
探る医学生物学
研究の潮流

トップジャーナルに掲載された脳神
経、血管、幹細胞に関する論文の学
術的な背景や意義を理解して、最新
の研究動向を把握し、 今後の研究
戦略を考える。

Nature, Science, Cellなどの国際科学誌の
最新号に掲載された文献を毎週1報ずつ紹
介する。発表はパワーポイントなどを使用
し、論文に記載されている実験内容や結果
を解説する形式で行う。なお、論文の選定
から読解、発表まで教官がマンツーマンで
指導する。期間中に2回の発表を予定して
いる。

２年前期
３年前期
４年前期

5名 金曜日１校時
薬理学教室
セミナー室

出席内容、発表
内容を考慮して
評価する。

探索病理
（病理１）

下川　功
森　亮一
林　洋子
Park
Seongjoon

Guide of NUSM
本学医学部の歴史、現状を認識し、
未来を描く。

本学医学部を紹介するホームページ、ヴィ
デオクリップを製作する。

２年前期
３年前期
４年前期

10名 金曜日１校時
第一病理、
医局図書室

作品の創造性
開講時間以外に個
人、グループ活動を必
要とする。

免疫学 由井 克之
論文から学ぶ免
疫学

重要な原著論文に触れることによ
り、免疫学の方法論とその根底にあ
るアイデアに対する理解を深める。
免疫学の講義を履修した３，４年生
が主要な対象であるが、意欲ある２
年生も歓迎する。

免疫学関連の主要な論文（英文）の抄読会
を行う。学生があらかじめ自学した論文の
内容を紹介し、それについて全員で議論
し、理解を深める。論文の選択、読み方な
どは適宜指導する。

２年前期
３年前期
４年前期

10名 金曜日１校時
免疫学分野
集会室

発表内容、参加
態度、レポート、
出欠を総合的
に評価

感染分子 西田 教行 プリオン学
プリオンに関して深く掘り下げる。論
文読解を中心に行う。

原著論文を読むことで、科学的批判力を養
う。レポートの書き方などの指導を行う。

２年前期
３年前期
４年前期

8名 金曜日１校時
基礎棟８階
集会室

出席およびレ
ポート

病態分子疫
学

プニータ・
ゴーチャン

成書で読む熱帯
医学　(ウイルス性
胃腸炎の世界)

日本の医学生と欧米 (に限らない
が) の医学生の違いの一つは、
reading assignmentの量である。英
語が共通の媒体となるグローバル
ヘルス・熱帯医学の分野に関心の
ある学生を対象に、この分野の標準
的教科書のone chapter  (viral
gastroenteritis) を読むことを通し
て、教科書の読み方（critical
reading skill）を習得する。

熱帯医学の成書として定評のある英国の
Manson’s Tropical Diseasesおよび米国の
Hunter’s Tropical Medicine and Emerging
Infectious Diseases の viral gastroenteritis
の章を学生が分担して読むこと (翻訳する
ことではない) により、①要点を説明すると
はどういうことか、②教科書がどのような文
献的エビデンスに基づいて記述されている
か、また、③著者がどのようなメッセージを
伝えようとしているかを理解する。

２年前期
３年前期
４年前期

1～6名 金曜日１校時 分子疫学
出席・発表・レ
ポートで総合的
に評価する。

熱帯医学研究医コー
スの学生、あるいはこ
の分野に興味のある
学生を対象。本ゼミは
すべて英語で行う。

公衆衛生 青柳 潔
論文から学ぶ公
衆衛生学

文献を通して医学の社会性につい
て学ぶ

公衆衛生学に関連した論文を各自が紹介・
発表し、討論する。

２年前期
３年前期
４年前期

10名 金曜日１校時
公衆衛生学
資料室

積極性、レポー
ト

法医学 山本 琢磨
異状死とは？死
者からの伝言

法医学教室ではさまざまな死と遭遇
する。事件事故であれ病気であれ、
死には必ず原因があり、生には常に
その原因が付随している。各々の症
例についてそんな観点から考え、異
状死（突然死）について医療人として
の理解を深めてもらう。

各症例の事件発生即報告書、死体検案
書、解剖検査記録などを参考にして、「なぜ
亡くなったのか」、さらには「防ぐことはでき
たのか」を考える。適宜、論文検討を加え、
最終的に症例報告として報告書をまとめ
る。

４年前期 10名 金曜日５校時

基礎棟６階
法医学教室
大学院セミ
ナー室

総合的に評価
する

第一内科 川上　純
臨床内科のエッセ
ンス

Early Bird lesson(EBL)への参加を
行ない、臨床の基本的な考え方を学
ぶ。

当科では臨床実習生、初期研修医に対し
て行なわれるEarly Bird lesson(EBL)へ参
加する。EBLは、鑑別診断・病態の説明や
標準的治療の解説から、最新のトピックス
までの内容を含み、参加を通じて実際の臨
床の考え方を学ぶ。

３年前期
４年前期

10名

火曜日・水曜
日　午前7時
45分～8時30
分

本館9階ゼミ
室（906号室）

出席やレポート
による総合評価

第二内科 宮崎 泰可 内科診療実践編
教科書を読むだけではわからない、
内科臨床医に求められる実践的な
判断力、手技を身につける。

模擬病歴、実際の画像、シミュレーターなど
を用いて実践的な内科の知識と手技の習
得を目指す。

４年前期 10名 金曜日１校時

病院12階カ
ンファレンス
室集合、必
要に応じてシ
ミュレーショ
ンセンターへ
移動。

出席状況、レ
ポート、討論へ
の参加具合の
評価。

消化器内科 竹島 史直 GUT CLUB
様々な腸疾患の臨床をより深く学習
する。

入院、外来の症例検討を行うことで腸疾患
に対する興味を喚起するとともに、それに
関する最新の英文臨床研究やUp to Date
の抄読会を通じて理解を深める。

４年前期 6名
金曜日16時
30分

消化器内科
医局

出席や発表内
容より総合的に
評価

循環器内科 前村 浩二
心電図道場(実地
から学ぶ心電図
判読)

心電図に対する苦手意識をなくし、
おもしろく判読ができるようになるこ
とをめざす。

講義で学んだだけでは、心電図判読に苦
手意識を持っている学生が多い。心電図判
読のコツは最初に心電図判読の作法を理
解した上で、多くの症例の心電図を自分で
読んでみることである。本ゼミでは、さまざ
まな症例の心電図を自分で実際に読んで
もらい、それを添削しながら判読のコツをつ
かんでもらう。後半では症例に即してクイズ
形式で読んでもらう。

４年前期 10名 金曜日５校時
病院本館9階
ゼミナール
室(906)

出席率、討論参
加度

精神神経科 小澤 寛樹
医療経済・政策を
考える

医療従事者に必要な経済的素養、
政策動向などを学ぶ

本ゼミでは参加者個々による研究発表や
医療業界・医療に関する政策担当者などを
招いて講演を聞く事などを通じて、医療従
事者として必要なビジネス・経営に関する
素養を育成する。

２年前期
３年前期
４年前期

10名程度

原則として水
曜17時開始。
日程は初回
時に参加する
人と協議して
決定

精神科外来
62番診察室

ディスカッション
等へ参加意欲
の評価50%、各
回の提出レポー
ト・最終回後の
提出課題の内
容50%

参加希望者が10名を
超過する場合には、希
望者への事前課題等
で選考を実施する場
合もある。また夕方か
らの実施のため、その
時間帯での別の講義
や私的予定など、受
講にあたっては十分
考慮すること。

精神神経科 黒滝 直弘
パトグラフィーと司
法精神医学を究
める

パトグラフィー（病跡学）とは、過去
の偉人等を対象に精神医学・心理
学等の視点からその生涯での疾病
の意義を分析する。この手法は司法
精神医学等にも応用される。本ゼミ
ではこれを学ぶ。

パトグラフィーについて、まず基礎的な知識
を学ぶ。その上で参加者一人（又はグルー
プ）毎に、実際に特定の人物（過去だけで
なく現代人や事件等も含め）を対象にして、
パトグラフィーによる分析を実習する。映像
作品等での視聴覚的な学習も随時実施す
る。

２年前期
３年前期
４年前期

10名程度
月曜日又は
水曜日18時
以降

精神科外来
62番診察室

①ゼミへの積極
的な参加姿勢
や自主性
②講義終了後
に提出してもら
う課題の成果
以上を総合的
に判断する

参加希望者が10名を
超過する場合には、希
望者への事前課題等
で選考を実施する場
合もある。また夕方か
らの実施のため、その
時間帯での別の講義
や私的予定など、受
講にあたっては十分
考慮すること。

平成２７年度「医学ゼミ」開講テーマ一覧（４年生）
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教室 責任者名
ゼミテーマ

（サブタイトル）
目的・方針 内容

対象学年
開講時期

受講可能
人数

開講時間 場所 評価方法 備考

第一外科
（腫瘍外科）

大畠 雅之
日高 重和

鏡視下手術入門
～応用

20世紀後半から急速に進歩した鏡
視下手術は外科手術の概念を変
え、現在でもその装置、手術手技は
進歩し続けている。最先端の技術で
あってもその基本手技は以前の開
腹手術と同様に非常に重要である。
鏡視下手術の原理、基本操作から
応用をトレーニング装置で学びなが
ら、鏡視下手術への理解を深めても
らう。

鏡視下手術の基礎を学んだ後にドライボッ
クスを用いて実際の機材の操作を理解し、
次第に高度なテクニックに移行する。その
後シュミレーターを用いて虫垂切除術や胆
嚢摘出術に挑戦する。

３年前期
４年前期

4名 水曜日５校時
腫瘍外科医
局

ゼミ終了後のレ
ポート

第二外科
（移植・消化
器外科）

江口　晋

Nagasaki Surgical
Club
−外科の歴史から
手術理論、手術手
技、さらには国試
対策まで−

外科の入門編から実技さらには国
試対策まで幅広く、週替りの講師陣
による座談会形式のゼミです。外科
実技や英会話も取り入れ、実践的な
能力アップも図りたいと思います。

1. 外科の歴史（長崎の外科から世界の外
科の歴史まで）
2. 外科の基本手技（縫合、鏡視下手術実
技などの実技を含みます）
3. 診察、学会発表に役立つ英会話
4. 外科におけるEBM（論文の見方、読み方
教えます）
5. 消化管外科の温故知新：ビルロートって
知ってる？
6. 国試に出る外科学（2年生にも分かり易く
解説します）
7. 移植についてともに語ろう
8. 乳腺外科のトピックス
9. 小児外科医が未来の子供に出来ること
10. 未来の外科学（ロボット手術、再生医
療）
11. 先輩外科医から聞く深い話（座談会形
式で熱く語り合いましょう）

２年前期
３年前期
４年前期

10名 金曜日５校時

移植・消化器
外科医局（第
二カンファ
室）：医局受
付で問い合
わせてくださ
い。

出席を重要視
する。ディスカッ
ション内容。フ
リートーク形式
ですので、レ
ポート・試験な
どはありませ
ん。

講義内容、順番は予
定であり若干の変更
があり得ます。

泌尿器科 宮田 康好
マンガで学ぶ“泌
尿器科ってなん
だ？”

本ゼミを初歩の泌尿器科学入門と
位置づけ、マンガという身近な教材
を用いて泌尿器科学の受け持つ領
域と特徴を知り、さらに発展させて
現代医学・医療の基本部分の理解
へもつなげていく。

泌尿生殖器の解剖、機能および疾患の特
徴などを直観的に捉えられるように、主に
マンガやビデオ等のメディアを用いて、学生
自身が司会進行する形で発表を行う。これ
に適宜教官からの補足を行う。また、簡単
なプレゼンテーションスキルやアイディア抽
出法についても学ぶ。

２年前期
３年前期
４年前期

10名 金曜日１校時
泌尿器科医
局

　出席率、討論
への参加態度、
発表、レポート
など

臨床検査医
学

栁原 克紀 分子診断 分子診断を学ぶ
臨床微生物や腫瘍の分子診断についての
文献を読む。学生は提供された文献につい
て学習し、発表する。

３年前期
４年前期

8名
隔週月曜
18:00-19:00

臨床検査医
学医局（12
階）

積極的な参加、
文献の理解、発
表を評価する。

臨床感染症
学・感染制
御教育セン
ター

泉川 公一
感染症道場　～見
えない敵との戦い
～

Ebola出血熱や薬剤耐性微生物の
脅威に対して人類はどのように対応
しているかを学ぶ。生き物vs生き物
の独特な医療においてヒトが勝者に
なれるか、その可能性を探る。

日本のみならず世界各地で発生している
様々な感染症について、その診断、治療な
らびに先端的な研究について学び、ヒトが
微生物をどのように攻略していくのかその
プロセスを学び、臨床と基礎のbridgingとは
何かを習得する。

２年前期
３年前期
４年前期

各学年3
名ずつ

原則として月
曜５校時

長崎大学病
院

出席状況、発表
などの総合評価

地域医療学 前田 隆浩 地域医療学入門
地域医療の現状について、自ら調
べ、現場のプロフェッショナルから話
を聞き、地域医療を理解する。

・地域医療に関する論文（邦文・欧文）や記
事、教科書、書籍を集めまとめる。
・WS形式で知識を共有し理解を深める。
・実際に地域医療の現場のプロフェッショナ
ルに話を聞く。
・現在の地域医療について把握し，地域医
療の今後について考える。
・月に一回程度行われる、地域医療の現場
で働く人を招いて行う研究会に出席する。

１年前期
２年前期
３年前期
４年前期

6名

・水曜日夕方
16時半～18
時（7回程度）
・月一回程度
18時30分～
20時30分（地
域医療研究
会・曜日不
定）（4 回程
度）
上記2つ全て
に出席が必

地域医療学
分野セミナー
室
(医学部基礎
棟6階）
ポンぺ会館
（予定）

出席とレポート
とゼミ受講態度

へき地病院
再生支援・
教育機構

調　漸
離島・へき地医療
の達人から学ぶ

へき地や離島医療の現状を学び、こ
れからの地域医療について考える

離島・へき地の第一線で活躍する医師を中
心に、地域医療に密接に関係する家庭医
や、病院総合医、フライタドクター等も講師
として招き、実情について講演して頂き、地
域医療という漠然としたイメージをリアルな
物として認識する。ゼミの後半には、夏合
宿や、実際にへき地や離島医療を体験す
る離島ツアーも2泊3日程度で開催する予
定である。そして、最終日には、これらのゼ
ミで学んだ事や、これからの地域医療につ
いて、各自発表を行う。

２年後期
３年前期
４年前期

10名 金曜日６校時
医学部基礎
棟　1階　視
聴覚教室１

出席、講義のレ
ポート、最終日
に実施する地域
医療に関するプ
レゼンテ―ショ
ン等で総合的に
判定する。

地域医療、へき地・離
島医療に関心のある
一般枠の学生の受講
も歓迎する。
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リ サ ー チ セ ミ ナ ー 
 

 
 
１．授業のねらい・方法・到達目標 

有能な医師になる為には、基礎研究を理解し、実施する能力が必須である。医学はまだ

発展途上にあり、有能な医師は、その発展の一端を担える能力、研究成果の是非を判断す

る能力を習得しなければならない。現在、専門医の重要性が強調される裏側で、研究に対

する意識が薄らぐ傾向にあると言えるが、リサーチセミナーでは、研究の実践を通じて

「医学」が「科学」としていかに発展するかというプロセスを学ぶ。セミナー期間中は、熱帯医

学研究所・原爆後遺症医療研究所を含む基礎系教室で終日研究活動に従事し、配属先の基

礎医学系教員とマンツーマンの指導を受け、研究背景を学術論文から理解し、研究計画書を作成し

て実践し、研究結果をまとめ、発表および討論を行う能力を身につけることを目標とする。なお合

同発表会は、可能な限り一般公開する。 

 

２．期間 
 平成２８年１月４日（月）から同年２月２６日（金）研究報告書提出は学務係へ（〆切り３月２日） 

 
３．研究テーマの選択方法 
 1. 各教室から研究テーマ、そのテーマを指導する責任教官名とそのテーマに従事する学

生数が公示される。 

 2. 各学生は希望する教室とテーマを１つ選択して提出する。 

  3. この時点で学生自身がテーマを提案してもよい。その場合にはそのテーマについて指

導することを承諾する講座を必要とする。 

 4. 各研究テーマの定員を超過した場合には、学生間の抽選により決定する。 

 5. 抽選にもれた学生は、定員に満たないテーマの中から、テーマを１つ選択して提出する。 

 6. 全学生が何れかのテーマに属するまで上記４．と５．の操作を繰り返す。 

 
４．リサーチセミナー履修の認定の条件 
１. セミナー開始時にオリエンテーション（総合オリエンテーション、実験動物についての講義）、

必要な動物実験施設やアイソトープ実験施設の使用に関する説明会に出席していること。 

２. 研究活動に２００時間以上を従事していること。 

３. 研究報告書（Ａ４のフォ－マットを準備）を学務係へ提出すること。（〆切り３月２日） 

（ワ－プロまたはボ－ルペン書きのものに限る。鉛筆書きは不可） 

４．実際の研究記録は配属教室の指導責任者に提出すること。配属教室ではリサーチセミナー終了時

に発表会を開き、研究記録とともに評価をしてもらう。指導教官はこの評価をリサーチセミナー責

任者に提出する。（〆切り３月２日） 

５．今年度５月に開催される「リサーチセミナー合同発表会」に出席していること。 

６．翌年度に開催される「リサ－チセミナ－合同発表会」に出席し、発表・討論を行うこと。 

 
５．指導講座等 
   医学部及び熱帯医学研究所・先導生命科学研究支援センターの基礎系講座。 

 

６．成績評価の方法・基準 
研究報告書･担当教官の評価・発表会の評価から総合的に評価する。 

責
任
者 

氏 名 福岡順也 内 線 7053 

教 室 臨床病理学 ｅ-mail fukuokaj@nagasaki-u.ac.jp 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ  

対象年次・学期 ３年・後期 講義形態 講義・実習 

必修・選択 必修 単位数 11.5 

英語名 Research Seminar 
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臨 床 実 習 
 
 

 
 

１．授業のねらい・方法・到達目標 
    臨床の現場を実際に体験し、これまでに学んできた基礎医学、社会医学および臨床医学の基本的知識を再

構築して応用し、患者が抱えている問題を解決する能力を身につける。目標は、①受持ち患者の情報を収集

し、診断して治療計画を立てる。②受持ち患者の基本的な身体診察ができる。③基本的手技を学ぶ。である。

更に、患者を全人格としてとらえ、対応する能力、医療を支える他職種の役割の理解と協力の重要性をも学

びとる。 

以下の診療科をローテートする。 

第1内科、整形外科・形成外科、麻酔科、救命救急センター、眼科・脳神経外科、消化器内科、精神神経科・

耳鼻咽喉科、第2外科、臨床検査医学・原研内科、産科婦人科、皮膚科・泌尿器科、小児科、循環器内科、心

臓血管外科・地域病院、第2内科、放射線科・熱研内科、第1外科、総合病理学・総合診療科・社会医学 

 
 
２．授業内容（講義・実習項目） 
    診療科により異なる。臨床実習要項を参照。 
 
 
３．教科書、参考書等 
     適宜。 
 
 
４．成績評価の方法・基準 
    各科で、出席状況、実習状況等を総合的に評価する。Advanced OSCEの成績は臨床実習

の成績の一部となる。 
 
５．教員名 
    臨床実習要項を参照。 

 

責
任
者 

氏 名 上谷 雅孝 内 線 7355 

教 室 放射線医学 ｅ-mail uetani@nagasaki-u.ac.jp 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 金曜日午前10時～12時 

対象年次・学期 4年・後期 

5年・前期、後期 

講義形態 実習 

必修・選択 必修 単位数 ５５単位 

英語名  Clinical Clerkship Ⅰ（Core clerkship rotation） 
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離島医療・保健実習にあたって 
 

 

【はじめに】 

離島地区においては、地域に密着した保健・医療・福祉の連携体制が構築されており、地域保健、地域

医療を学ぶうえで最適のモデルと言えます。本実習では、多職種連携による地域包括ケアの現場を体験

し、離島地区の現状を社会的・文化的・地理的な背景なども含め幅広く理解することを目的とします。 

 

【実習要項(本冊子)と実習支援サーバーについて】 

日程、注意点、実習支援サーバー、レポート概要、連絡先、交通、宿泊、実習施設などの基本事項につ

いてはこの実習要項を参照してください。その上で実習支援サーバーにアクセスし、詳細な情報の取得や

アンケート・レポート提出を行って下さい。 

 

【共修について】 

長崎大学医学部医学科 4,5 年生、保健学科 4年生、薬学部薬学科 6年生、歯学部歯学科 5,6 年生が共修

で行います。チーム医療を推進していくためには、職種間の相互理解や連携、そして協働能力が強く求め

られますので、この共修の場をチーム医療学習の場と捉え、積極的な交流を心掛けて各自のネットワーク

を拡げて下さい。 

 

【実習施設】 

本冊子の 34～38 ページに各実習施設の地図および主な交通機関の連絡先やホームページアドレスを掲

載しています。また、実習施設ごとの連絡先および実習責任者のお名前の一覧表もありますので、実習前

に必ず確認をしておいてください。実習施設紹介については、地域医療実習支援サーバーに PDF 形式で掲

載されています。そのため、各自実習スケジュールにて実習内容を確認後、自分の実習する施設について

は事前に必ず確認しておいて下さい(実習施設により注意事項が異なります）。 

 

【移動・宿泊】 

対馬・壱岐・上五島・下五島の四つのコースに分かれて実施するため、移動および宿泊もそれぞれ異

なります。本冊子、実習支援サーバー、掲載している主な交通機関のホームページなどを確認のうえ安

全で確実な移動を心掛けて下さい。宿泊については鍵の受け渡し方法なども施設によってまちまちです

ので、不明な場合は早めに確認して下さい。 
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Ⅰ．長崎大学医学部医学科 

 

【目 標】 

1. 一般的目標 General Instruction Object, GIO 

1) 地域住民の健康や疾病と生活環境との関わりを理解し、健康に関わる問題を解決する考え方の基本を

身に付ける。 

2) 地域医療・地域保健実践の場で必要とされる知識、情報収集方法、マネージメント法についての基礎

を身に付ける。 

3) 保健・医療・福祉の役割を把握し、相互の連携についての理解を深める。 

4) 地域住民の心理・社会的背景を正確に理解し、全人的医療実践の基本を身に付ける。 

5) 地域保健・医療の役割を理解し、積極的な自己学習の基盤となる態度を身に付ける。 

2. 個別行動目標 Specific Behavioral Object, SBO 

1) 中核病院の先進医療とプライマリ・ケアを中心とした診療所での診療の両方を体験し、中核病院と診

療所との密接な連携についての理解を深める。 

2) tele-medicine を活用した診療支援システムを把握し、広域医療ネットワークでの離島救急医療につ

いての理解を深める。 

3) 診療所外での診療・介護を実際に体験することで、地域医療における在宅医療・介護支援の重要性を

理解する。  

 

【基本事項】 

1.  概要 

     対馬・壱岐・上五島・下五島の 4つのコースに分かれ、保健・医療・福祉の内容から構成された 1週

間のプログラムの中で実習を行います。様々な職種の指導者のもとで他の学部学科との共修を行い、地

域の医療やケアへの理解を深めていただきます。 

2.  実習日程 

実習日 第 1～5 日  第 6 日 第 7日 第 8日 第 9日 第 10 日

曜日 月～金 土・日 月 火 水 木 金 

実習内容 病理・総診 

坂本地区 

移動 離島医療・保健実習        

対馬・壱岐・上五島・下五島からコース選択 

    総合病理学・総合診療科学・社会医学の 2週間の期間のうち、後半 1週間を離島医療･保健実習として

実施します。 
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3.  注意事項 

・ 学外ということで気が緩みがちになる場合も考えられますが、地域住民の方からの関心も高く、長

崎大学医学部医学科生として節度ある態度で実習に臨む必要があります。 

・服装、言葉使い、態度など地域住民の方に対して失礼にならないようにしてください。 

・事故などには十分注意して下さい。   

4.  評価方法 

 出席、実習状況、レポートを総合して評価します。 

 

【交通・食事】 

1. 交通 

1) 原則として第 6日の前日（日）までに移動し、所定の宿舎へ入って下さい。 

2) 原則として第 10 日（金）の実習終了後、長崎へ移動して下さい。 

3) 差額の自己負担による移動手段の変更（例:フェリー→ジェットフォイル）は可能です。 

4) 天候(波風など)の悪化が予想される場合は、早めに移動するようにして下さい。気象条件による前泊

や延泊は対応可能です。そのような場合、変更にかかる手数料等は原則として補助することができ

ます。 

5) 理由に関わらず時間の変更等があれば 26～27 ページを参照のうえで連絡してください。 

２． 食事 

1) 原則として、各自で手配してください。 

2) 一部の実習施設（小値賀町診療所など）では、有料の病院食を提供するよう計画されていますので、

実習施設の方針に従って下さい。 

〔対馬コース〕 

・対馬いづはら病院と中対馬病院の再編統合による対馬地域新病院(仮称)から実習中の宿泊や移動につ

いてご指示を頂きます。本冊子作成時点では今年度の移動と宿泊は未定です。実習前週に実施するオ

リエンテーションおよび現地での病院の担当者の方からの指示を確認して下さい。 

・航空機のチケット・長崎空港までのバス回数券を事前に学務係より配布します。航空券は事前に希望

の日時をペアとなっている学生とともに学務係に連絡し、それに基づいてチケットを配布します。チ

ケット申請後の個人的な理由に伴う変更の手数料は各自の負担とします。 

・一部の移動は職員の移動と連動しているため、早めの集合をお願いします。 

・初日は午前 8時に病院医局に集合し、川上院長の指示に従って下さい。 

・豊玉診療所から特養わたづみへは、徒歩(3 分ほど)で移動して下さい。 

・対馬市福祉保健部は豊玉支所内にあります。9時までに移動して下さい。 

・対馬市社会福祉協議会へは、9時までに移動して下さい。 

・あすか訪問看護ステーションは昨年度まではいづはら病院から徒歩で移動していましたが、今年度に

ついては実習期間の前に改めて確認を行います。 

 
42

aa84068575
テキストボックス
 37



 

Ⅴ．他大学 離島実習 
 

1. 実習期間 随時相談の上受け入れる。 

2. 実習内容・方法 

・ 原則的に長崎大学の離島医療保健実習の形式に準じて実施する。 

・ 5 日間以上の離島医療・地域保健実習が望ましいが、相談の上調整する。 

・ 実習施設は、地域医療に必要とされる医療・保健・福祉のネットワーク、中核病院と診療所とのネッ

トワークが学べるよう、相談の上選択する。 

3. 実習スケジュール 

 具体的な集合時間や送迎計画は、事前に離島・へき地医療学講座より連絡する。 

5. 移動 

1)  五島・対馬までの移動 

 所属大学の方針を踏まえて各自で手配して下さい。 

2)  島内での移動  

 各コースの実習担当者の指示に従って下さい。 

6. 宿舎 

  各コースの学生用宿泊施設を利用することが出来ます(要確認)。その際には、寝具レンタル料と光熱費に

ついては自己負担をお願いします。各自でホテル等を手配した場合は、ホテル名、住所、電話番号を離島医

療研究所に連絡してください。 

7. 実習中の食事 

 原則的に、実習中の食事は各自手配して下さい。 

8. 実習の評価 

  各大学の評価票があれば、それに則り評価を行うため、実習前に提出して下さい。また、実習サーバー

へのプロフィール、アンケート、レポートのオンライン提出が必要です。詳細は【地域医療実習支援サー

バー】を参照してください。
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【離島医療実習支援サーバー】 

 

 原則的に、全ての実習生（医学部・歯学部・薬学部・他大学学生）が使用する。実習に必要なお知らせが

適宜掲載されるため、必ず実習直前にチェックしておく。また、プロフィール入力およびアンケート入力、

レポート提出もこのサーバーで行う。 

 

1. アクセス方法 

1) 離島医療研究所ホームページ(http://ritouken.net)のメニューから地域医療実習支援サーバーを

クリックしてアクセスするか、http://133.45.184.12/ritou/index.html でアクセスする。 

2) ID とパスワードを入力し、ログインする（ID とパスワードは事前に配布） 

3) パスワードは各人で変更可能である。 

4) 学生は自分以外の学生のプロフィールやレポートを閲覧する事はできない。 

2. パスワードを紛失した場合 

離島医療研究所学生担当の野原(E-mail: natsuki-nohara@nagasaki-u.ac.jp)へ氏名、履修番号、メール

アドレス、パスワード紛失の旨を明記しメールして下さい。折り返し連絡します。休日や時間外には対

応できません。また、実習施設に連絡することは絶対にしないで下さい。実習施設はサーバー管理を行

っておらず、パスワードも分かりません。 

3. プロフィールの入力 

1) プロフィールを入力する場合は、画面のメニューから「プロフィール登録」をクリックし、その後

の画面の指示に従うこと。 

2) 画面に表示された項目に沿って入力を行って下さい。簡単な自己紹介と実習で学びたいことについ

て内容は自由記載ですが、実習担当者との円滑なコミュニケーションのためにもできるだけ多くの

記載があることが望ましいです。 

3) 写真は必須項目のため、横 200×縦 300 ドット程度の JPEG 画像ファイルを参照のボタンをクリック

して指定し、必ずアップロードを行うこと。 

4) 長崎大学医学部医学科は、名札用に撮影した顔写真をアップロードしてあるが、変更したい場合は

各自で変更すること。 

4. 実習前の活用 

来島する前に自分の実習する施設に関して予習してくること。また、サーバーのお知らせをチェック

し、実習施設の指示があればそれに従うこと。 
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[主要交通機関] 

長崎バス(バス) 

総合サービスセンター TEL : 095-826-1112 

URL : http://www.nagasaki-bus.co.jp/bus/index.html 

長崎県営バス(バス) 

長崎ターミナル TEL : 095-826-6221 

URL : https://www.keneibus.jp/ 

ANA・全日本空輸(飛行機) 

国内線予約・案内センター TEL : 0570-029-222 

URL : https://www.ana.co.jp/ 

対馬交通株式会社(バス) 

代表 TEL : 0920-52-1810 

URL : http://nttbj.itp.ne.jp/0920521810/index.html 

美津島タクシー(タクシー・空港周辺) 

TEL : 0920-54-4444 

厳原タクシー(タクシー・厳原周辺) 

TEL : 0920-52-0027 
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[主要交通機関] 

長崎バス(バス) 

総合サービスセンター TEL : 095-826-1112 

URL : http://www.nagasaki-bus.co.jp/bus/index.html 

長崎県営バス(バス) 

長崎ターミナル TEL : 095-826-6221 

URL : https://www.keneibus.jp/ 

ORC・オリエンタル・エア・ブリッジ(飛行機) 

予約センター TEL : 0570-064-380 

URL : http://www.orc-air.co.jp/ 

玄海交通株式会社(バス) 

代表 TEL : 0920-47-1255 

URL : http://iki-kotsu.com/bus/ 

玄海交通タクシー(タクシー) 

TEL : 0920-47-1155 
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 [主要交通

[主要交通機関] 

九州商船(船) 

長崎港ターミナル 095-822-9153 

URL : http://www.kyusho.co.jp/ 

野茂商船(船) 

 福岡支社 TEL : 092-291-0510 

  URL : http://www.nomo.co.jp/ 

五島産業汽船(船) 

  有川本社 TEL : 0959-42-3447 

 URL : http://www.goto-sangyo.co.jp/ 

西彼バス(バス) 

代表 TEL : 0956-25-1111 

URL : http://www.bus.saihigroup.co.jp/ 

有川タクシー(タクシー・有川周辺) 

TEL :0959-42-0256 

共和タクシー(タクシー・青方周辺) 

TEL : 0959-52-2175 
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[主要交通機関] 

九州商船(船) 

長崎港ターミナル 095-822-9153 （平日 9：00～17：00、土 9：00～12：30） 

URL : http://www.kyusho.co.jp/ 

ANA・全日本空輸(飛行機) 

国内線予約・案内センター TEL : 0570-029-222 

URL : https://www.ana.co.jp/ 

ORC・オリエンタル・エア・ブリッジ(飛行機) 

予約センター TEL : 0570-064-380 

URL : http://www.orc-air.co.jp/ 

五島バス(バス) 

代表 TEL : 0959-72-2173 

URL : http://www.campanahotel.com/gotobus_top/ 

観光タクシー(タクシー) 

TEL : 0959-72-4151 

大波止タクシー(タクシー) 

TEL : 0959-72-2854  

五島タクシー(タクシー) 

TEL : 0959-72-2171 
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会
福

祉
協

議
会

デ
イ

は
ま

ゆ
う

五
島

中
央

病
院

(小
児

科
)

(奈
留

健
診

)

壱
岐

市
健

康
保

健
課

壱
岐

市
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
壱

岐
病

院

五
島

中
央

病
院

(内
科

)

五
島

中
央

病
院

(内
科

)

五
島

中
央

病
院

(看
護

部
)

五
島

市
長

寿
介

護
課

五
島

市
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー

只
狩

荘
三

井
楽

診
療

所
/
嵯

峨
島

出
張

診
療

所

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

デ
イ

は
ま

ゆ
う

奈
留

医
療

セ
ン

タ
ー

五
島

市
健

康
政

策
課

 特
定

健
診

(福
江

保
健

セ
ン

タ
ー

)

五
島

市
健

康
政

策
課

 特
定

健
診

(福
江

保
健

セ
ン

タ
ー

)

(午
前

)訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

(午
後

)上
五

島
病

院

聖
マ

リ
ア

病
院

① ②

医
学

科
C

,c

上
五

島
病

院

保
健

学
科

保
健

学
科

壱
岐

保
健

学
科

平
成

2
7
年

度
　

離
島

医
療

保
健

実
習

　
グ

ル
ー

プ
編

成
と

実
習

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

上
五

島

下
五

島

医
学

科
B

,b

薬
学

部

薬
学

部

医
学

科
B

,b

医
学

科

上
五

島

薬
学

部

薬
学

部

下
五

島

医
学

科
C

,c

動
脈

硬
化

健
診

(奈
留

開
発

セ
ン

タ
ー

)
只

狩
荘

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

デ
イ

は
ま

ゆ
う

五
島

保
健

所

五
島

中
央

病
院

(小
児

科
)

(3
歳

児
健

診
)
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コ
ー

ス
グ

ル
ー

プ
6
月

2
9
日

6
月

3
0
日

7
月

1
日

7
月

2
日

7
月

3
日

◯ ◯ ◯

奈
留

医
療

セ
ン

タ
ー

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

(デ
イ

は
ま

ゆ
う

)
五

島
中

央
病

院
(内

科
)

五
島

市
健

康
政

策
課

 特
定

健
診

(下
崎

山
・
大

窄
)

○ ○

岐
宿

歯
科

診
療

所

近
藤

歯
科

医
院

横
山

歯
科

医
院

○
富

江
薬

局

○
桜

町
調

剤
薬

局
 三

井
楽

店

○
ゆ

う
と

く
薬

局

あ
い

調
剤

薬
局

 南
町

店

コ
ー

ス
グ

ル
ー

プ
7
月

1
3
日

7
月

1
4
日

7
月

1
5
日

7
月

1
6
日

7
月

1
7
日

◯
三

島
診

療
所

/
原

島
診

療
所

○ ○
三

島
診

療
所

/
原

島
診

療
所

◯
五

島
中

央
病

院
(内

科
)

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

 デ
イ

は
ま

ゆ
う

山
内

診
療

所
五

島
中

央
病

院
(小

児
科

)
○ ○

近
藤

歯
科

医
院

横
山

歯
科

医
院

岐
宿

歯
科

診
療

所
/
山

内
出

張
所

こ
ま

き
歯

科
医

院

(下
五

島
)

(上
五

島
)

7
/
1
3
　

歯
学

部
　

8
:0

5
長

崎
発

フ
ェ

リ
ー

で
下

五
島

7
/
1
3
 長

崎
港

1
2
：
2
5
発

奈
良

尾
港

1
5
：
0
0
着

の
フ

ェ
リ

ー
で

上
五

島
へ

　
　

　
　

実
習

は
午

後
か

ら
参

加
　

　
　

　
1
5
：
3
0
過

ぎ
上

五
島

病
院

到
着

　
上

五
島

病
院

内
実

習

7
/
1
6
　

(午
前

)　
訪

問
看

護
実

習
≪

月
曜

日
に

で
き

な
か

っ
た

為
≫

　
　

　
　

(午
後

)　
上

五
島

病
院

内
で

実
習

≪
小

値
賀

行
の

船
が

欠
航

し
た

た
め

≫

7
/
1
7
　

上
五

島
病

院
外

来
で

実
習

、
1
3
:3

5
奈

良
尾

発
長

崎
行

フ
ェ

リ
ー

で
帰

る
。

五
島

市
健

康
政

策
課

 健
診

結
果

説
明

会
(岐

宿
町

公
民

館
川

原
分

館
)

五
島

中
央

病
院

(看
護

部
)

歯
学

部
只

狩
荘

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

デ
イ

は
ま

ゆ
う

聖
マ

リ
ア

病
院

五
島

市
健

康
政

策
課

 健
診

結
果

説
明

会
(岐

宿
町

公
民

館
山

内
分

館
)

只
狩

荘
五

島
中

央
病

院
(リ

ハ
ビ

リ
室

)

④

壱
岐

医
学

科
E
,e

壱
岐

病
院

壱
岐

市
健

康
保

健
課

壱
岐

市
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
介

護
老

人
保

健
施

設
 光

風
(午

前
)壱

岐
病

院
(午

後
)壱

岐
文

化
ホ

ー
ル

 乳
児

検
診

(午
前

)在
宅

ケ
ア

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

(午
後

)訪
問

診
療

保
健

学
科

上
五

島
医

学
科

E
,e

(午
前

)訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

(午
後

)上
五

島
病

院
(1

5
:3

0
す

ぎ
か

ら
参

加
)

(午
前

)つ
く
し

の
里

(午
後

)新
上

五
島

町
健

康
保

険
課

新
上

五
島

町
社

会
福

祉
協

議
会

(午
前

)上
五

島
病

院
外

来
　

　
　

訪
看

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

(午
後

)小
値

賀
診

療
所

　
　

　
　

上
五

島
病

院
小

値
賀

診
療

所
　

　
　

　
（
午

前
）
上

五
島

病
院

下
五

島

医
学

科
E
,e

五
島

市
健

康
政

策
課

 健
診

結
果

説
明

会
(岐

宿
町

公
民

館
山

内
分

館
)

只
狩

荘
三

井
楽

診
療

所
/
嵯

峨
島

出
張

診
療

所
五

島
中

央
病

院
(内

科
)

五
島

保
健

所
保

健
学

科

五
島

市
健

康
政

策
課

 特
定

健
診

(奥
浦

・
南

河
原

)

保
健

学
科

歯
学

部

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

ゆ
う

な
ぎ

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

デ
イ

は
ま

ゆ
う

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

あ
ぶ

ん
ぜ

五
島

市
健

康
政

策
課

 特
定

健
診

(久
賀

・
蕨

)

五
島

市
健

康
政

策
課

 特
定

健
診

(久
賀

・
蕨

)

五
島

中
央

病
院

(内
科

)

み
ど

り
が

丘
ク

リ
ニ

ッ
ク

新
上

五
島

町
社

会
福

祉
協

議
会

（
午

前
）
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
（
午

後
）
上

五
島

病
院

小
値

賀
診

療
所

五
島

保
健

所
五

島
中

央
病

院
リ

ハ
ビ

リ
室

(午
前

)つ
く
し

の
里

(午
後

)新
上

五
島

町
健

康
保

険
課

只
狩

荘

五
島

市
健

康
政

策
課

 特
定

健
診

(奥
浦

・
南

河
原

)

こ
ま

き
歯

科
医

院

五
島

中
央

病
院

(看
護

部
)

(午
前

)上
五

島
病

院
外

来
(午

後
)小

値
賀

診
療

所

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

デ
イ

は
ま

ゆ
う

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

デ
イ

は
ま

ゆ
う

五
島

市
長

寿
介

護
課

五
島

市
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー

③

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

ゆ
う

な
ぎ

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

デ
イ

は
ま

ゆ
う

医
学

科
D

,d

上
五

島
医

学
科

D
,d

下
五

島

薬
学

部

山
内

診
療

所

五
島

市
健

康
政

策
課

 特
定

健
診

(下
崎

山
・
大

窄
)

五
島

市
長

寿
介

護
課

五
島

市
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー

聖
マ

リ
ア

病
院

(1
0
ヶ

月
健

診
)

五
島

市
長

寿
介

護
課

五
島

市
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー

五
島

中
央

病
院

(内
科

)

三
井

楽
診

療
所

/
嵯

峨
島

出
張

診
療

所

只
狩

荘
聖

マ
リ

ア
病

院
(1

0
ヶ

月
健

診
)

台
風

の
為

午
後

か
ら

参
加
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コ
ー

ス
グ

ル
ー

プ
7
月

2
7
日

7
月

2
8
日

7
月

2
9
日

7
月

3
0
日

7
月

3
1
日

◯ ◯

五
島

中
央

病
院

(内
科

)
山

内
診

療
所

只
狩

荘
健

康
政

策
課

 結
果

説
明

 (
波

砂
間

集
会

所
/
竹

山
集

会
所

)

○ ○ ○
こ

ま
き

歯
科

医
院

○
横

山
歯

科
医

院

○
近

藤
歯

科
医

院

○
岐

宿
歯

科
診

療
所

コ
ー

ス
グ

ル
ー

プ
8
月

3
1
日

9
月

1
日

9
月

2
日

9
月

3
日

9
月

4
日

◯ ◯ ◯

五
島

中
央

病
院

(内
科

)
玉

之
浦

診
療

所
五

島
市

長
寿

介
護

課

コ
ー

ス
グ

ル
ー

プ
9
月

1
4
日

9
月

1
5
日

9
月

1
6
日

9
月

1
7
日

9
月

1
8
日

◯ ◯ ◯

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

　
富

江
支

所
三

井
楽

診
療

所
/
嵯

峨
島

出
張

診
療

所
五

島
中

央
病

院
(内

科
)

コ
ー

ス
グ

ル
ー

プ
9
月

2
8
日

9
月

2
9
日

9
月

3
0
日

1
0
月

1
日

1
0
月

2
日

◯ ◯ ◯
五

島
市

長
寿

介
護

課
み

ど
り

が
丘

ク
リ

ニ
ッ

ク
五

島
中

央
病

院
(内

科
)

医
学

科
G

,g

五
島

市
長

寿
介

護
課

五
島

市
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー

歯
学

部

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

デ
イ

は
ま

ゆ
う

五
島

中
央

病
院

(内
科

)

動
脈

硬
化

健
診

 結
果

説
明

会
(幾

久
山

集
会

所
/
上

の
平

集
会

所
)

(午
前

)在
宅

ケ
ア

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

(午
後

)壱
岐

病
院

介
護

老
人

保
健

施
設

　
光

風

新
上

五
島

町
社

会
福

祉
協

議
会

(午
前

)上
五

島
病

院
外

来
(午

後
)小

値
賀

診
療

所

(午
前

)壱
岐

保
健

所
(午

後
)壱

岐
病

院

五
島

中
央

病
院

(内
科

)

壱
岐

病
院

(午
前

)五
島

中
央

病
院

(リ
ハ

ビ
リ

室
)

(午
後

)井
上

医
院

(午
前

)訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

(午
後

)上
五

島
病

院

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

デ
イ

は
ま

ゆ
う

対
馬

病
院

五
島

中
央

病
院

(内
科

)

対
馬

保
健

所

五
島

保
健

所

五
島

保
健

所

五
島

保
健

所

五
島

保
健

所

五
島

中
央

病
院

(リ
ハ

ビ
リ

室
)

小
値

賀
診

療
所

小
値

賀
診

療
所

医
学

科
H

,h

医
学

科
I,i

医
学

科
I,i

(午
前

)つ
く
し

の
里

(午
後

)新
上

五
島

町
健

康
保

険
課

医
学

科
I,i

壱
岐

医
学

科
F
,f

医
学

科
G

,g

上
五

島

壱
岐

⑦

医
学

科
G

,g

保
健

学
科

上
五

島

⑤

下
五

島

医
学

科
F
,f

医
学

科
H

,h

上
五

島

下
五

島

下
五

島

対
馬

医
学

科
H

,h

⑥

下
五

島

上
五

島

⑧

只
狩

荘
玉

之
浦

診
療

所

(午
前

)上
五

島
病

院
外

来
(午

後
)小

値
賀

診
療

所

対
馬

市
社

会
福

祉
協

議
会

新
上

五
島

町
社

会
福

祉
協

議
会

(午
前

)豊
玉

診
療

所
(午

後
)特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

わ
た

づ
み

(午
前

)訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

(午
後

)新
上

五
島

町
健

康
保

険
課

山
内

診
療

所

(午
前

)五
島

中
央

病
院

(リ
ハ

ビ
リ

室
)

(午
後

)井
上

医
院

五
島

中
央

病
院

(小
児

科
)

(3
歳

児
健

診
)

(午
前

)在
宅

ケ
ア

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

(午
後

)訪
問

診
療

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

ゆ
う

な
ぎ

あ
す

か
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

あ
ぶ

ん
ぜ

壱
岐

病
院

壱
岐

市
健

康
保

健
課

壱
岐

市
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

デ
イ

は
ま

ゆ
う

五
島

中
央

病
院

(内
科

)

五
島

市
長

寿
介

護
課

五
島

市
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー

聖
マ

リ
ア

病
院

(1
0
ヶ

月
健

診
)

五
島

中
央

病
院

(看
護

部
)

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

デ
イ

は
ま

ゆ
う

壱
岐

市
健

康
保

健
課

壱
岐

市
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
三

島
診

療
所

/
原

島
診

療
所

(午
前

)つ
く
し

の
里

(午
後

)新
上

五
島

町
健

康
保

険
課

五
島

中
央

病
院

(内
科

)
動

脈
硬

化
健

診
 結

果
説

明
会

(中
須

生
活

館
/
小

川
生

活
館

)

動
脈

硬
化

健
診

 結
果

説
明

会
(中

須
生

活
館

/
小

川
生

活
館

)

動
脈

硬
化

健
診

 結
果

説
明

会
(幾

久
山

集
会

所
/
上

の
平

集
会

所
)

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

ゆ
う

な
ぎ

小
値

賀
診

療
所

新
上

五
島

町
社

会
福

祉
協

議
会

(午
前

)上
五

島
病

院
外

来
(午

後
)小

値
賀

診
療

所

(午
前

)五
島

中
央

病
院

(リ
ハ

ビ
リ

室
)

(午
後

)井
上

医
院

小
値

賀
診

療
所

奈
留

医
療

セ
ン

タ
ー

新
上

五
島

町
社

会
福

祉
協

議
会

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

デ
イ

は
ま

ゆ
う

(午
前

)訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

(午
後

)上
五

島
病

院

(午
前

)つ
く
し

の
里

(午
後

)新
上

五
島

町
健

康
保

険
課

（
午

前
）
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
（
午

後
）
上

五
島

病
院

(午
前

)有
川

医
療

セ
ン

タ
ー

(午
後

)上
五

島
病

院

三
島

診
療

所
/
原

島
診

療
所

(午
前

)上
五

島
病

院
外

来
(午

後
)小

値
賀

診
療

所
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コ
ー

ス
グ

ル
ー

プ
1
0
月

1
2
日

1
0
月

1
3
日

1
0
月

1
4
日

1
0
月

1
5
日

1
0
月

1
6
日

◯ ◯

山
内

診
療

所
五

島
市

長
寿

介
護

課
五

島
中

央
病

院
(内

科
)

(歯
学

部
)

(歯
学

部
)

(歯
学

部
)

(歯
学

部
)

只
狩

荘
(歯

学
部

)

コ
ー

ス
グ

ル
ー

プ
1
0
月

2
6
日

1
0
月

2
7
日

1
0
月

2
8
日

1
0
月

2
9
日

1
0
月

3
0
日

(午
前

)在
宅

ケ
ア

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

(午
後

)壱
岐

病
院

◯ ◯

只
狩

荘
五

島
市

長
寿

介
護

課
奈

留
医

療
セ

ン
タ

ー
五

島
中

央
病

院
(内

科
)

(歯
学

部
)

(歯
学

部
)

(歯
学

部
)

(歯
学

部
)

只
狩

荘
(歯

学
部

)

コ
ー

ス
グ

ル
ー

プ
1
1
月

9
日

1
1
月

1
0
日

1
1
月

1
1
日

1
1
月

1
2
日

1
1
月

1
3
日

◯ ◯ ◯

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

　
デ

イ
は

ま
ゆ

う
只

狩
荘

五
島

中
央

病
院

(内
科

)
聖

マ
リ

ア
病

院
(１

歳
半

健
診

)

(歯
学

部
)

(歯
学

部
)

(歯
学

部
)

(歯
学

部
)

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

　
デ

イ
は

ま
ゆ

う
(歯

科
)

五
島

保
健

所

五
島

保
健

所

五
島

保
健

所

医
学

科
K
,k

五
島

市
健

康
政

策
課

(ブ
ラ

ッ
シ

ン
グ

指
導

/
健

康
講

話
)

五
島

市
健

康
政

策
課

(ブ
ラ

ッ
シ

ン
グ

指
導

/
健

康
講

話
)

五
島

市
長

寿
介

護
課

五
島

市
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー

対
馬

市
保

健
部

対
馬

病
院

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

ゆ
う

な
ぎ

対
馬

保
健

所

五
島

中
央

病
院

(内
科

)

只
狩

荘

上
五

島
病

院
(午

前
)つ

く
し

の
里

(午
後

)新
上

五
島

町
健

康
保

険
課

(午
前

)訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

(午
後

)上
五

島
病

院

小
値

賀
診

療
所

対
馬

保
健

所

山
内

診
療

所

小
値

賀
診

療
所

医
学

科
K
,k

体
育

の
日

医
学

科
J
,j

歯
学

部

医
学

科
L
,l

上
五

島

歯
学

部

医
学

科
J
,j

下
五

島

下
五

島

歯
学

部

医
学

科
K
,k

医
学

科
L
,l

上
五

島

医
学

科
L
,l

下
五

島

⑪

上
五

島

⑨ ⑩

対
馬

医
学

科
J
,j

壱
岐

対
馬

五
島

中
央

病
院

(リ
ハ

ビ
リ

室
)

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

富
江

支
所

只
狩

荘

玉
之

浦
診

療
所

五
島

中
央

病
院

(内
科

)
五

島
市

健
康

政
策

課
(ブ

ラ
ッ

シ
ン

グ
指

導
/
健

康
講

話
)

小
値

賀
診

療
所

五
島

中
央

病
院

(小
児

科
)

(3
歳

児
健

診
)

(午
前

)つ
く
し

の
里

(午
後

)新
上

五
島

町
健

康
保

険
課

五
島

市
健

康
政

策
課

(ブ
ラ

ッ
シ

ン
グ

指
導

/
健

康
講

話
)

新
上

五
島

町
社

会
福

祉
協

議
会

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

デ
イ

は
ま

ゆ
う

壱
岐

病
院

壱
岐

市
健

康
保

健
課

壱
岐

市
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
三

島
診

療
所

/
原

島
診

療
所

(午
前

)有
川

医
療

セ
ン

タ
ー

(午
後

)上
五

島
病

院

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

富
江

支
所

只
狩

荘

(午
前

)豊
玉

診
療

所
(午

後
)特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

わ
た

づ
み

対
馬

病
院

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

き
ら

り

介
護

老
人

保
健

施
設

　
光

風

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

デ
イ

は
ま

ゆ
う

五
島

市
健

康
政

策
課

(ブ
ラ

ッ
シ

ン
グ

指
導

/
健

康
講

話
)

対
馬

市
社

会
福

祉
協

議
会

三
井

楽
診

療
所

/
嵯

峨
島

出
張

診
療

所

(午
前

）
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
(午

後
)小

値
賀

診
療

所

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

デ
イ

は
ま

ゆ
う

(午
前

)上
五

島
病

院
外

来
(午

後
)小

値
賀

診
療

所

(午
前

)豊
玉

診
療

所
(午

後
)特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

わ
た

づ
み

聖
マ

リ
ア

病
院

(１
歳

半
健

診
)

(午
前

)上
五

島
病

院
外

来
(午

後
)小

値
賀

診
療

所

五
島

市
長

寿
介

護
課

五
島

市
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー

五
島

中
央

病
院

(内
科

)

新
上

五
島

町
社

会
福

祉
協

議
会

(午
前

)訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

(午
後

)新
上

五
島

町
健

康
保

険
課

五
島

中
央

病
院

(小
児

科
)

(奈
留

健
診

)
五

島
市

健
康

政
策

課
(ブ

ラ
ッ

シ
ン

グ
指

導
/
健

康
講

話
)
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コ
ー

ス
グ

ル
ー

プ
1
1
月

2
3
日

1
1
月

2
4
日

1
1
月

2
5
日

1
1
月

2
6
日

1
1
月

2
7
日

(午
前

)在
宅

ケ
ア

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

(午
後

)壱
岐

病
院

◯ ◯

(歯
学

部
)

(歯
学

部
)

(歯
学

部
)

(歯
学

部
)

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

　
デ

イ
は

ま
ゆ

う
(歯

学
部

)

コ
ー

ス
グ

ル
ー

プ
1
2
月

7
日

1
2
月

8
日

1
2
月

9
日

1
2
月

1
0
日

1
2
月

1
1
日

◯ ◯

(歯
学

部
)

(歯
学

部
)

(歯
学

部
)

(歯
学

部
)

五
島

市
長

寿
介

護
課

(歯
学

部
)

コ
ー

ス
グ

ル
ー

プ
1
2
月

2
1
日

1
2
月

2
2
日

1
2
月

2
3
日

1
2
月

2
4
日

1
2
月

2
5
日

◯ ◯ ◯

(歯
学

部
)

(歯
学

部
)

(歯
学

部
)

(歯
学

部
)

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

　
デ

イ
は

ま
ゆ

う
(歯

学
部

)

(午
前

)こ
ど

も
セ

ン
タ

ー
 お

遊
び

教
室

(午
後

)壱
岐

病
院

五
島

中
央

病
院

(内
科

)

聖
マ

リ
ア

病
院

(１
歳

半
健

診
)

五
島

市
健

康
政

策
課

(ブ
ラ

ッ
シ

ン
グ

指
導

/
健

康
講

話
)

五
島

市
健

康
政

策
課

(ブ
ラ

ッ
シ

ン
グ

指
導

/
健

康
講

話
)

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

デ
イ

は
ま

ゆ
う

五
島

市
健

康
政

策
課

(ブ
ラ

ッ
シ

ン
グ

指
導

/
健

康
講

話
)

五
島

市
健

康
政

策
課

(ブ
ラ

ッ
シ

ン
グ

指
導

/
健

康
講

話
)

五
島

市
健

康
政

策
課

(ブ
ラ

ッ
シ

ン
グ

指
導

/
健

康
講

話
)

只
狩

荘

玉
之

浦
診

療
所

(午
前

)訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

(午
後

)新
上

五
島

町
健

康
保

険
課

(午
前

)有
川

医
療

セ
ン

タ
ー

(午
後

)上
五

島
病

院

五
島

中
央

病
院

(内
科

)

壱
岐

病
院

(午
前

)五
島

中
央

病
院

(リ
ハ

ビ
リ

室
)

(午
後

)井
上

医
院

五
島

中
央

病
院

(内
科

)

五
島

市
長

寿
介

護
課

五
島

市
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー

小
値

賀
診

療
所

小
値

賀
診

療
所

新
上

五
島

町
社

会
福

祉
協

議
会

五
島

保
健

所

五
島

保
健

所

五
島

保
健

所

対
馬

保
健

所

小
値

賀
診

療
所

医
学

科
O

,o

医
学

科
M

,m
勤

労
感

謝
の

日

(午
前

)つ
く
し

の
里

(午
後

)新
上

五
島

町
健

康
保

険
課

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

デ
イ

は
ま

ゆ
う

医
学

科
M

,m

五
島

中
央

病
院

(内
科

)

⑬

上
五

島

⑫

下
五

島

歯
学

部

医
学

科
N

.n

下
五

島

医
学

科
N

.n

歯
学

部

⑭

上
五

島
医

学
科

O
,o

下
五

島

壱
岐

対
馬

上
五

島

医
学

科
N

.n

歯
学

部

壱
岐

医
学

科
M

,m

医
学

科
O

,o

只
狩

荘

只
狩

荘

五
島

中
央

病
院

(内
科

)
五

島
市

健
康

政
策

課
(ブ

ラ
ッ

シ
ン

グ
指

導
/
健

康
講

話
)

(午
前

)訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

(午
後

)小
値

賀
診

療
所

壱
岐

病
院

三
島

診
療

所
/
原

島
診

療
所

介
護

老
人

保
健

施
設

　
光

風

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

デ
イ

は
ま

ゆ
う

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

デ
イ

は
ま

ゆ
う

只
狩

荘

只
狩

荘

あ
す

か
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン

天
皇

誕
生

日

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

富
江

支
所

奈
留

医
療

セ
ン

タ
ー

山
内

診
療

所

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

富
江

支
所

五
島

中
央

病
院

(小
児

科
)

(3
歳

児
健

診
)

新
上

五
島

町
社

会
福

祉
協

議
会

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

デ
イ

は
ま

ゆ
う

聖
マ

リ
ア

病
院

(１
歳

半
健

診
)

三
島

診
療

所
/
原

島
診

療
所

上
五

島
病

院

対
馬

病
院

(午
前

)上
五

島
病

院
外

来
(午

後
)小

値
賀

診
療

所

(午
前

)訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

(午
後

)上
五

島
病

院

(午
前

)在
宅

ケ
ア

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

(午
後

)訪
問

診
療

(午
前

)豊
玉

診
療

所
(午

後
)特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

わ
た

づ
み

対
馬

市
保

健
部

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

デ
イ

は
ま

ゆ
う

(午
前

)上
五

島
病

院
外

来
(午

後
)小

値
賀

診
療

所

三
井

楽
診

療
所

/
嵯

峨
島

出
張

診
療

所
五

島
中

央
病

院
(内

科
)
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コ
ー

ス
グ

ル
ー

プ
1
月

1
8
日

1
月

1
9
日

1
月

2
0
日

1
月

2
1
日

1
月

2
2
日

◯ ◯

只
狩

荘
五

島
中

央
病

院
(内

科
)

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

　
富

江
支

所

(歯
学

部
)

(歯
学

部
)

(歯
学

部
)

(歯
学

部
)

(歯
学

部
)

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

　
富

江
支

所

コ
ー

ス
グ

ル
ー

プ
2
月

1
日

2
月

2
日

2
月

3
日

2
月

4
日

2
月

5
日

◯ ◯ ◯
五

島
中

央
病

院
(内

科
)

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

 デ
イ

は
ま

ゆ
う

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

 デ
イ

は
ま

ゆ
う

五
島

中
央

病
院

(内
科

)

五
島

中
央

病
院

(内
科

)
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
ゆ

う
な

ぎ

五
島

市
長

寿
介

護
課

五
島

中
央

病
院

(内
科

)

(歯
学

部
)

(歯
学

部
)

(歯
学

部
)

(歯
学

部
)

(歯
学

部
)

只
狩

荘

医
学

科
Q

,q

み
ど

り
が

丘
ク

リ
ニ

ッ
ク

聖
マ

リ
ア

病
院

(1
0
ヶ

月
健

診
)

聖
マ

リ
ア

病
院

(1
0
ヶ

月
健

診
)

五
島

中
央

病
院

(内
科

)

五
島

保
健

所

(午
前

)つ
く
し

の
里

(午
後

)新
上

五
島

町
健

康
保

険
課

(午
前

)訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

(午
後

)小
値

賀
診

療
所

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

デ
イ

は
ま

ゆ
う

山
内

診
療

所

三
井

楽
診

療
所

/
嵯

峨
島

出
張

診
療

所

壱
岐

市
健

康
保

健
課

壱
岐

市
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー

聖
マ

リ
ア

病
院

(１
歳

半
健

診
)

玉
之

浦
診

療
所

三
島

診
療

所
/
原

島
診

療
所

五
島

中
央

病
院

(小
児

科
)

(3
歳

児
健

診
)

介
護

老
人

保
健

施
設

　
光

風

上
五

島
病

院

五
島

中
央

病
院

(内
科

)

対
馬

市
保

健
部

対
馬

病
院

(午
前

)豊
玉

診
療

所
(午

後
)特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

わ
た

づ
み

小
値

賀
診

療
所

五
島

保
健

所

(午
前

)壱
岐

保
健

所
(午

後
)壱

岐
病

院

小
値

賀
診

療
所

(午
前

)こ
ど

も
セ

ン
タ

ー
 お

遊
び

教
室

(午
後

)壱
岐

病
院

対
馬

保
健

所

上
五

島

医
学

科
Q

,q

奈
留

医
療

セ
ン

タ
ー

只
狩

荘

医
学

科
P

,p

医
学

科
P

,p

五
島

中
央

病
院

(内
科

)

下
五

島

歯
学

部

上
五

島

壱
岐

医
学

科
Q

,q

只
狩

荘

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

富
江

支
所

(午
前

)有
川

医
療

セ
ン

タ
ー

(午
後

)上
五

島
病

院

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

デ
イ

は
ま

ゆ
う

医
学

科
P

,p

医
学

科

⑮

歯
学

部

対
馬

⑯

下
五

島

壱
岐

五
島

中
央

病
院

(内
科

)

只
狩

荘

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

デ
イ

は
ま

ゆ
う

壱
岐

病
院

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

デ
イ

は
ま

ゆ
う

玉
之

浦
診

療
所

只
狩

荘

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

デ
イ

は
ま

ゆ
う

壱
岐

市
健

康
保

健
課

壱
岐

市
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー

只
狩

荘

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

デ
イ

は
ま

ゆ
う

五
島

中
央

病
院

(内
科

)
奈

留
医

療
セ

ン
タ

ー

只
狩

荘
聖

マ
リ

ア
病

院
(１

歳
半

健
診

)

五
島

中
央

病
院

(内
科

)

五
島

市
長

寿
介

護
課

五
島

市
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー

五
島

市
長

寿
介

護
課

五
島

市
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー

対
馬

市
社

会
福

祉
協

議
会

只
狩

荘

新
上

五
島

町
社

会
福

祉
協

議
会

五
島

市
長

寿
介

護
課

五
島

市
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー

壱
岐

病
院

五
島

中
央

病
院

(内
科

)

(午
前

)訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

(午
後

)新
上

五
島

町
健

康
保

険
課

山
内

診
療

所

五
島

市
長

寿
介

護
課

五
島

市
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー

三
井

楽
診

療
所

/
嵯

峨
島

出
張

診
療

所

五
島

中
央

病
院

(内
科

)
(午

前
)五

島
中

央
病

院
(リ

ハ
ビ

リ
室

)
(午

後
)井

上
医

院

新
上

五
島

町
社

会
福

祉
協

議
会

聖
マ

リ
ア

病
院

(1
0
ヶ

月
健

診
)

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

ゆ
う

な
ぎ

(午
前

)上
五

島
病

院
外

来
(午

後
)小

値
賀

診
療

所

五
島

市
長

寿
介

護
課

五
島

市
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー

五
島

中
央

病
院

(小
児

科
)

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

富
江

支
所

(午
前

)在
宅

ケ
ア

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

(午
後

)訪
問

診
療

三
島

診
療

所
/
原

島
診

療
所
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コ
ー

ス
グ

ル
ー

プ
2
月

1
5
日

2
月

1
6
日

2
月

1
7
日

2
月

1
8
日

2
月

1
9
日

◯ ◯
五

島
中

央
病

院
(内

科
)

五
島

中
央

病
院

(内
科

)
只

狩
荘

(歯
学

部
)

(歯
学

部
)

(歯
学

部
)

(歯
学

部
)

(歯
学

部
)

コ
ー

ス
グ

ル
ー

プ
2
月

2
9
日

3
月

1
日

3
月

2
日

3
月

3
日

3
月

4
日

⑨
グ

ル
ー

プ
以

降
の

歯
学

部
の

実
習

生
お

よ
び

歯
科

診
療

所
実

習
先

は
未

定
で

す
。

該
当

す
る

実
習

の
開

始
前

ま
で

に
改

め
て

連
絡

い
た

し
ま

す
。

小
値

賀
診

療
所

五
島

中
央

病
院

(内
科

)

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

富
江

支
所

聖
マ

リ
ア

病
院

(１
歳

半
健

診
)

五
島

中
央

病
院

(内
科

)

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

デ
イ

は
ま

ゆ
う

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

デ
イ

は
ま

ゆ
う

五
島

中
央

病
院

(内
科

)
聖

マ
リ

ア
病

院
(1

0
ヶ

月
健

診
)

五
島

市
長

寿
介

護
課

五
島

市
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー

五
島

保
健

所

五
島

保
健

所

対
馬

保
健

所

只
狩

荘

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

デ
イ

は
ま

ゆ
う

医
学

科
A

,a

医
学

科

上
五

島

対
馬

医
学

科
A

,a

下
五

島

⑱⑰

下
五

島
医

学
科

歯
学

部

医
学

科
A

,a

上
五

島

三
井

楽
診

療
所

/
嵯

峨
島

出
張

診
療

所

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

デ
イ

は
ま

ゆ
う

(午
前

)つ
く
し

の
里

(午
後

)新
上

五
島

町
健

康
保

険
課

只
狩

荘

対
馬

病
院

五
島

市
長

寿
介

護
課

五
島

市
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー

玉
之

浦
診

療
所

(午
前

)豊
玉

診
療

所
(午

後
)特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

わ
た

づ
み

(午
前

)つ
く
し

の
里

(午
後

)新
上

五
島

町
健

康
保

険
課

(午
前

)訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

(午
後

)上
五

島
病

院

五
島

中
央

病
院

(検
査

室
)

五
島

中
央

病
院

(内
科

)

(午
前

)訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

(午
後

)上
五

島
病

院

五
島

中
央

病
院

(内
科

)

山
内

診
療

所

三
井

楽
診

療
所

/
嵯

峨
島

出
張

診
療

所

み
ど

り
が

丘
ク

リ
ニ

ッ
ク

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

き
ら

り

五
島

中
央

病
院

(小
児

科
)

新
上

五
島

町
社

会
福

祉
協

議
会

山
内

診
療

所

(午
前

)上
五

島
病

院
外

来
(午

後
)小

値
賀

診
療

所

新
上

五
島

町
社

会
福

祉
協

議
会

聖
マ

リ
ア

病
院

(１
歳

半
健

診
)

(午
前

)上
五

島
病

院
外

来
(午

後
)小

値
賀

診
療

所

五
島

市
長

寿
介

護
課

五
島

市
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー

(午
前

)五
島

中
央

病
院

(リ
ハ

ビ
リ

室
)

(午
後

)井
上

医
院

只
狩

荘

小
値

賀
診

療
所

五
島

中
央

病
院

(小
児

科
)

(3
歳

児
健

診
)

五
島

中
央

病
院

(内
科

)

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

ゆ
う

な
ぎ

五
島

市
社

会
福

祉
協

議
会

デ
イ

は
ま

ゆ
う

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

ゆ
う

な
ぎ

只
狩

荘

五
島

中
央

病
院

(内
科

)

対
馬

市
社

会
福

祉
協

議
会
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高 次 臨 床 実 習 
 
 

 
 

１．授業のねらい・方法・到達目標 
   学生が診療チームに参加し、その一員として診療業務を分担しながら医師の職業的な知識・思考法・技

能・態度の基本的な部分を学ぶことを主旨とする。５年次の臨床実習と比較し、より診療参加型の実習とな

る。 

以下の診療科より３科を選択し、1ターム４週間の実習を3ターム行なう。 

第1内科（神経、内分泌・代謝、リウマチ・膠原病）、第2内科（呼吸器、腎臓）、循環器内科、消化器内科、

原研内科、熱研内科、総合診療科、離島・地域医療（五島中央病院・上五島病院、中対馬病院、対馬いずは

ら病院）、精神神経科、小児科、第1外科、第2外科、整形外科、皮膚科・アレルギー科、泌尿器科、眼科、

耳鼻咽喉科、放射線科、産科婦人科、麻酔科、救命救急センター、脳神経外科、形成外科、心臓血管外科、

法医学、病理部、臨床検査、ライデン大学、ビュルツブルグ大学、プサン大学、ハーリム大学、市民病院、

原爆病院、済生会病院 

 
 
２．授業内容（講義・実習項目） 
   選択科により異なる。高次臨床実習要項を参照。 
 
 
３．教科書、参考書等 
    適宜。 
 
 
４．成績評価の方法・基準 
   各タームで、出席状況、実習状況等を総合し、評価表に基づいて評価する。3ターム全

ての合格を以て高次臨床実習の合格とする。 
 
 
５．教員名 
   高次臨床実習要項を参照。 

 

責
任
者 

氏 名 大園 惠幸 内 線 7591 

教 室 総合診療学 ｅ-mail oozono@nagasaki-u.ac.jp 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 17:30～18:30 

対象年次・学期 6年・前期 講義形態 実習 

必修・選択 必修 単位数 １８単位 

英語名 Clinical Clerkship Ⅱ（Elective Clerkship courses） 
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フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

（注）　高等専門学校にあっては校長について記入すること。

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

― 学長
ｶﾀﾐﾈ　ｼｹﾞﾙ
片峰　茂

＜平成20年10月＞
医学博士

長崎大学長
（平20.10）

別記様式第３号（その１）

教 員 名 簿

年齢
調書
番号

役職名
現　職

（就任年月）

学 長 の 氏 名 等

保有
学位等

月額基本給
（千円）

1



附則別記様式
（用紙　日本工業規格Ａ４横型）

（長崎大学医学部医学科）

科目の名称
担　当
単位数

科目の名称
担　当
単位数

ﾓﾘ ﾉｿﾞﾑ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 教授
森　望 ( 平成16年6月1日 )

ｺｳｼﾞ ﾀｹﾋｺ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 教授
小路　武彦 ( 平成10年9月1日 )

ﾏｷﾀ ﾅｵﾏｻ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 教授
蒔田　直昌 ( 平成21年5月1日 )

ﾂﾙﾓﾄ ﾄｼﾕｷ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 教授
弦本　敏行 ( 平成22年3月1日 )

ｼﾉﾊﾗ ｶｽﾞﾕｷ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 教授
篠原　一之 ( 平成14年4月1日 )

プレリサーチセミナーⅠ
人間生物学
内臓機能・体液系Ⅰ
プレリサーチセミナーⅡ
内臓機能・体液系Ⅱ
プレリサーチセミナーⅢ
循環器系
リサーチセミナー

プレリサーチセミナーⅠ
人間生物学
人体構造系Ⅰ
プレリサーチセミナーⅡ
人体構造系Ⅱ
医学ゼミⅠ
プレリサーチセミナーⅢ
リサーチセミナー
アドバンストリサーチセミナーⅠ
人体構造系Ⅲ

プレリサーチセミナーⅠ
人間生物学
神経・感覚器系Ⅰ
プレリサーチセミナーⅡ
医学ゼミⅠ
神経・感覚器系Ⅱ
プレリサーチセミナーⅢ
リサーチセミナー

1年
1年
1年
2年
2年
2年
3年
3年

通年
前
後
通年
前
後
通年
後

1
0.14
6.33
1
1
0.8
1
11.5

プレリサーチセミナーⅠ
人間生物学
発生・組織系Ⅰ
プレリサーチセミナーⅡ
発生・組織系Ⅱ
プレリサーチセミナーⅢ
医学ゼミⅡ
リサーチセミナー
生殖系
アドバンストリサーチセミナーⅠ
アドバンストリサーチセミナーⅡ

1年
1年
1年
2年
2年
3年
3年
3年
3年
4年
5年

通年
前
後
通年
前
通年
前
後
後
前
通年

1
0.14
1.33
1
0.63
1
1
11.5
0.1
1
1

配　当
年　次

1年
1年
1年
2年
2年
2年
3年
3年

1年
1年
1年
2年
2年
3年
3年
3年
3年
4年
5年

1年
1年
1年
2年
2年
3年
3年
3年

1年
1年
1年
2年
2年
2年
3年
3年
4年
4年

1年
1年
1年
2年
2年
3年
3年
3年

通年
前
後
通年
前
通年
前
後

1
0.05
2.67
1
0.34
1
0.17
11.5

1年
1年
1年
2年
2年
2年
3年
3年
4年
4年

通年
前
後
通年
通年
後
通年
後
前
前

プレリサーチセミナーⅠ
人間生物学
医学ゼミⅠ
プレリサーチセミナーⅡ
動物性機能系
医学ゼミⅠ
プレリサーチセミナーⅢ
リサーチセミナー
アドバンストリサーチセミナーⅠ

1年
1年
1年
2年
2年
2年
3年
3年
4年

通年
前
前
通年
前
後
通年
後
前

1
0.05
1
1
0.56
1
1
11.5
1

38.75

1
0.05
1
1
0.56
1
1
11.5
1

1年
1年
1年
2年
2年
2年
3年
3年
4年

5 教授 博士（医学） 38.75

プレリサーチセミナーⅠ
人間生物学
医学ゼミⅠ
プレリサーチセミナーⅡ
動物性機能系
医学ゼミⅠ
プレリサーチセミナーⅢ
リサーチセミナー
アドバンストリサーチセミナーⅠ

通年
前
前
通年
前
後
通年
後
前

通年
前
後
通年
前
通年
前
後
後
前
通年

1
0.14
1.33
1
0.63
1
1
11.5
0.1
1
1

38.752 教授 理学博士 38.75

プレリサーチセミナーⅠ
人間生物学
発生・組織系Ⅰ
プレリサーチセミナーⅡ
発生・組織系Ⅱ
プレリサーチセミナーⅢ
医学ゼミⅡ
リサーチセミナー
生殖系
アドバンストリサーチセミナーⅠ
アドバンストリサーチセミナーⅡ

38.7538.75

プレリサーチセミナーⅠ
人間生物学
神経・感覚器系Ⅰ
プレリサーチセミナーⅡ
医学ゼミⅠ
神経・感覚器系Ⅱ
プレリサーチセミナーⅢ
リサーチセミナー

1 教授 薬学博士

通年
前
後
通年
前
後
通年
後

1
0.14
6.33
1
1
0.8
1
11.5

3 教授 38.75

プレリサーチセミナーⅠ
人間生物学
内臓機能・体液系Ⅰ
プレリサーチセミナーⅡ
内臓機能・体液系Ⅱ
プレリサーチセミナーⅢ
循環器系
リサーチセミナー

38.75

通年
前
後
通年
前
通年
前
後

1
0.05
2.67
1
0.34
1
0.17
11.5

博士（医学）

通年
前
後
通年
通年
後
通年
後
前
前

1
0.09
7.25
1
0.88
1
1
11.5
2
0.25

38.754 教授 医学博士 38.75

プレリサーチセミナーⅠ
人間生物学
人体構造系Ⅰ
プレリサーチセミナーⅡ
人体構造系Ⅱ
医学ゼミⅠ
プレリサーチセミナーⅢ
リサーチセミナー
アドバンストリサーチセミナーⅠ
人体構造系Ⅲ

1
0.09
7.25
1
0.88
1
1
11.5
2
0.25

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

専任教員の氏名等

番号 職位
フリガナ
氏　　名

年齢 保有学位等
現職

（就任年月）

学則変更年度 学則変更前年度

配　当
年　次

1



附則別記様式
（用紙　日本工業規格Ａ４横型）

（長崎大学医学部医学科）

科目の名称
担　当
単位数

科目の名称
担　当
単位数

配　当
年　次

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

専任教員の氏名等

番号 職位
フリガナ
氏　　名

年齢 保有学位等
現職

（就任年月）

学則変更年度 学則変更前年度

配　当
年　次

ｼﾓｶﾜ ｲｻｵ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 教授
下川　功 ( 平成12年4月1日 )

ｲﾄｳ ﾀｶｼ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 教授
伊藤　敬 ( 平成14年9月1日 )

ｱﾙｶﾞ ｼﾞﾕﾝ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 教授
有賀　純 ( 平成25年10月1日 )

ﾌｸｵｶ ｼﾞﾕﾝﾔ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 教授
福岡　順也 ( 平成21年11月1日 )

ｵｵｿﾞﾉ ﾖｼﾕｷ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 教授
大園　惠幸 ( 平成12年8月16日 )

ﾎﾝﾀﾞ ﾏｻﾕｷ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 教授
本多　正幸 ( 平成13年5月1日 )

1年
2年
2年
3年
3年
3年
3年
4年
4年

1年
1年
2年
3年
3年
3年
4年
4年
5年

1年
1年
2年
3年
3年
3年
3年
4年
4年
4年

1年
2年
3年
3年
4～5年
4年
4年
5年

3年
4～5年
4年
4年
5年

1年
4年

プレリサーチセミナーⅠ
プレリサーチセミナーⅡ
病理総論系
プレリサーチセミナーⅢ
病理各論系Ⅰ
医学ゼミⅡ
リサーチセミナー
医学ゼミⅢ
総合病理学

1年
2年
2年
3年
3年
3年
3年
4年
4年

通年
通年
後
通年
前
前
後
前
後

1
1
0.54
1
0.21
1
11.5
1
0.14

プレリサーチセミナーⅠ
生体分子系
プレリサーチセミナーⅡ
プレリサーチセミナーⅢ
医学ゼミⅡ
リサーチセミナー
アドバンストリサーチセミナーⅠ
医学ゼミⅢ
アドバンストリサーチセミナーⅡ

1年
1年
2年
3年
3年
3年
4年
4年
5年

通年
前
通年
通年
前
後
前
前
通年

1
6.17
1
1
1
11.5
1
1
2

プレリサーチセミナーⅠ
人間生物学
プレリサーチセミナーⅡ
薬理系
プレリサーチセミナーⅢ
医学ゼミⅡ
リサーチセミナー
アドバンストリサーチセミナーⅠ
薬理系Ⅲ
医学ゼミⅢ

1年
1年
2年
3年
3年
3年
3年
4年
4年
4年

通年
前
通年
通年
通年
前
後
前
前
前

1
0.05
1
1.02
1
1
11.5
1
1.25
1

プレリサーチセミナーⅠ
医学ゼミⅠ
病理各論系Ⅰ
リサーチセミナー
臨床実習
病理各論系Ⅲ
総合病理学
臨床総括講義（総合病理学）

1年
2年
3年
3年
4～5年
4年
4年
5年

通年
後
前
後
通年
前
後
前

1
1
1.09
11.5
2.12
4
0.14
0.82

医と社会Ⅲ
臨床実習
診断学
臨床疫学・医療情報学
臨床総括講義（内科）

3年
4～5年
4年
4年
5年

通年
通年
後
後
前

0.02
2.12
1.2
0.2
0.25

プレリサーチセミナーⅠ
臨床疫学・医療情報学

1年
4年

通年
後

1
0.15

通年
通年
後
通年
前
前
後
前
後

1
1
0.54
1
0.21
1
11.5
1
0.14

38.756 教授 医学博士 38.75

プレリサーチセミナーⅠ
プレリサーチセミナーⅡ
病理総論系
プレリサーチセミナーⅢ
病理各論系Ⅰ
医学ゼミⅡ
リサーチセミナー
医学ゼミⅢ
総合病理学

1
6.17
1
1
1
11.5
1
1
2

38.757 教授 博士（医学） 38.75

プレリサーチセミナーⅠ
生体分子系
プレリサーチセミナーⅡ
プレリサーチセミナーⅢ
医学ゼミⅡ
リサーチセミナー
アドバンストリサーチセミナーⅠ
医学ゼミⅢ
アドバンストリサーチセミナーⅡ

通年
前
通年
通年
前
後
前
前
通年

1
1
1.09
11.5
2.12
4
0.14
0.82

9 教授 38.75

プレリサーチセミナーⅠ
医学ゼミⅠ
病理各論系Ⅰ
リサーチセミナー
臨床実習
病理各論系Ⅲ
総合病理学
臨床総括講義（総合病理学）

通年
後
前
後
通年
前
後
前

38.75博士（医学）

教授 医学博士

38.75

通年
前
通年
通年
通年
前
後
前
前
前

1
0.05
1
1.02
1
1
11.5
1
1.25
1

8 教授 医学博士 38.75

プレリサーチセミナーⅠ
人間生物学
プレリサーチセミナーⅡ
薬理系
プレリサーチセミナーⅢ
医学ゼミⅡ
リサーチセミナー
アドバンストリサーチセミナーⅠ
薬理系Ⅲ
医学ゼミⅢ

38.7511 教授 博士（理学） 38.75

プレリサーチセミナーⅠ
臨床疫学・医療情報学

1
0.15

38.75

0.02
2.12
1.2
0.2
0.25

10 38.75

医と社会Ⅲ
臨床実習
診断学
臨床疫学・医療情報学
臨床総括講義（内科）

通年
通年
後
後
前

通年
後

2



附則別記様式
（用紙　日本工業規格Ａ４横型）

（長崎大学医学部医学科）

科目の名称
担　当
単位数

科目の名称
担　当
単位数

配　当
年　次

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

専任教員の氏名等

番号 職位
フリガナ
氏　　名

年齢 保有学位等
現職

（就任年月）

学則変更年度 学則変更前年度

配　当
年　次

ｱｵﾔｷﾞ ｷﾖｼ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 教授
青柳　潔 ( 平成14年11月16日 )

ﾏｴﾀﾞ ﾀｶﾋﾛ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 教授
前田　隆浩 ( 平成17年4月1日 )

ｲｹﾏﾂ ｶｽﾞﾔ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 教授
池松　和哉 ( 平成25年1月1日 )

ﾀｶﾊｼ ﾊﾙｵ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 教授
高橋　晴雄 ( 平成14年6月1日 )

ｳｴﾀﾆ ﾏｻﾀｶ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 教授
上谷　雅孝 ( 平成16年6月1日 )

ｳﾀﾆ ｱﾂｼ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 教授
宇谷　厚志 ( 平成22年3月1日 )

ｻｶｲ ﾋﾃﾞｷ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 教授
酒井　英樹 ( 平成21年7月1日 )

1年
2年
3年
3年
4年
4年

1年
2年
4年
4年

3年
4～5年
4年

4～5年
4年

1年
3年
3年
4～5年
5年

1
1
1
11.5
0.3
0.66

プレリサーチセミナーⅠ
プレリサーチセミナーⅡ
プレリサーチセミナーⅢ
医学ゼミⅡ
リサーチセミナー
臨床実習
公衆衛生学
医学ゼミⅢ

1年
2年
3年
3年
3年
4～5年
4年
4年

通年
通年
通年
前
後
通年
前
前

1
1
1
1
11.5
2.12
0.38
1

放射線医学
臨床実習
診断学

3年
4～5年
4年

後
通年
後

0.08
2.12
0.2

プレリサーチセミナーⅠ
医と社会Ⅰ
医学ゼミⅠ
プレリサーチセミナーⅡ
医学ゼミⅠ
医と社会Ⅱ
医と社会Ⅲ
プレリサーチセミナーⅢ
医学ゼミⅡ
医と社会Ⅳ
公衆衛生学
医学ゼミⅢ
医と社会Ⅳ

1年
1年
1年
2年
2年
2年
3年
3年
3年
4年
4年
4年
4年

通年
前
前
通年
前
後
通年
通年
前
前
前
前
後

1
0.05
2
1
2
0.13
0.2
1
2
0.03
0.19
2
0.01

プレリサーチセミナーⅠ
プレリサーチセミナーⅡ
プレリサーチセミナーⅢ
リサーチセミナー
衛生学・分子疫学
法医学系

1年
2年
3年
3年
4年
4年

臨床実習
皮膚系

4～5年
4年

通年
前

2.12
0.55

人間生物学
腎泌尿器系
生殖系
臨床実習
臨床総括講義（泌尿器科）

1年
3年
3年
4～5年
5年

前
後
後
通年
前

0.09
0.1
0.19
2.12
0.41

前
前
前
前

0.05
0.03
0.25
0.13

前
前
前
前

0.05
0.03
0.25
0.13

38.7515 教授 博士（医学） 38.75

人間生物学
動物性機能系
耳鼻咽喉口腔系
臨床医学TBL Ⅲ（耳鼻咽喉系）

人間生物学
動物性機能系
耳鼻咽喉口腔系
臨床医学TBL Ⅲ（耳鼻咽喉系）

1年
2年
4年
4年

38.7512 教授 医学博士 38.75

プレリサーチセミナーⅠ
プレリサーチセミナーⅡ
プレリサーチセミナーⅢ
医学ゼミⅡ
リサーチセミナー
臨床実習
公衆衛生学
医学ゼミⅢ

通年
通年
通年
前
後
通年
前
前

1
1
1
1
11.5
2.12
0.38
1

38.75

人間生物学
腎泌尿器系
生殖系
臨床実習
臨床総括講義（泌尿器科）

前
後
後
通年
前

0.09
0.1
0.19
2.12
0.41

38.7518 教授 博士（医学）

38.7517 教授 博士（医学）

放射線医学
臨床実習
診断学

後
通年
後

0.08
2.12
0.2 38.7538.7516 教授 博士（医学）

38.75

臨床実習
皮膚系

通年
前

2.12
0.55

通年
前
前
通年
前
後
通年
通年
前
前
前
前
後

1
0.05
2
1
2
0.13
0.2
1
2
0.03
0.19
2
0.01

38.7513 教授 博士（医学） 38.75

1年
2年
3年
3年
3年
4～5年
4年
4年

1年
1年
1年
2年
2年
2年
3年
3年
3年
4年
4年
4年
4年

通年
通年
通年
後
前
後

1
1
1
11.5
0.3
0.66

プレリサーチセミナーⅠ
医と社会Ⅰ
医学ゼミⅠ
プレリサーチセミナーⅡ
医学ゼミⅠ
医と社会Ⅱ
医と社会Ⅲ
プレリサーチセミナーⅢ
医学ゼミⅡ
医と社会Ⅳ
公衆衛生学
医学ゼミⅢ
医と社会Ⅳ

プレリサーチセミナーⅠ
プレリサーチセミナーⅡ
プレリサーチセミナーⅢ
リサーチセミナー
衛生学・分子疫学
法医学系

38.75

通年
通年
通年
後
前
後

38.7514 教授 博士（医学）

3



附則別記様式
（用紙　日本工業規格Ａ４横型）

（長崎大学医学部医学科）

科目の名称
担　当
単位数

科目の名称
担　当
単位数

配　当
年　次

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

専任教員の氏名等

番号 職位
フリガナ
氏　　名

年齢 保有学位等
現職

（就任年月）

学則変更年度 学則変更前年度

配　当
年　次

ｴｲｼ ｷﾖﾕｷ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 教授
江石　清行 ( 平成11年4月16日 )

ﾔｽﾀｹ ﾄｵﾙ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 教授
安武　亨 ( 平成23年9月1日 )

ﾅｶｵ ｶｽﾞﾋｺ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 教授
中尾　一彦 ( 平成21年3月1日 )

ｷﾀｵｶ ﾀｶｼ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 教授
北岡　隆 ( 平成15年9月1日 )

ﾓﾘｳﾁ ﾋﾛﾕｷ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 教授
森内　浩幸 ( 平成11年1月4日 )

ｶﾜｶﾐ ｱﾂｼ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 教授
川上　純 ( 平成22年11月1日 )

3年
4～5年
4年
5年

1年
2年
4～5年
4年
4年
5年

2年
3年
3年
3年
3年
3年
4～5年
5年

2年
3年
3年
3年
4～5年
4年
4年
4年
5年

1年
2年
2年
2年
3年
3年
4～5年
4年
4年
4年

循環器系
臨床実習
臨床総括講義（心臓血管外科）

3年
4～5年
5年

前
通年
前

0.26
2.12
0.31

医と社会Ⅰ
医学ゼミⅠ
医と社会Ⅱ
医学ゼミⅠ
医と社会Ⅲ
医学ゼミⅡ
臨床実習
医と社会Ⅳ
医と社会Ⅳ
診断学

1年
2年
2年
2年
3年
3年
4～5年
4年
4年
4年

前
前
後
後
通年
前
通年
前
後
後

0.35
1
0.3
1
0.16
1
2.12
0.02
0.01
0.2

後
前
後
後
通年
前
前
後
前

0.05
1
0.08
0.25
2.12
0.1
1
0.2
0.25

消化器系
臨床実習
診断学
臨床総括講義（内科）

3年
4～5年
4年
5年

前
通年
後
前

0.17
2.12
0.2
0.13

人間生物学
動物性機能系
臨床実習
視覚系
診断学
臨床総括講義（眼科）

1年
2年
4～5年
4年
4年
5年

前
前
通年
前
後
前

0.05
0.03
2.12
0.38
0.2
0.31

免疫系
感染症系
血液・リンパ系
小児系
腎泌尿器系
臨床医学TBL Ⅱ（小児系）
臨床実習
臨床総括講義（小児科）

2年
3年
3年
3年
3年
3年
4～5年
5年

後
前
後
後
後
後
通年
前

0.05
0.38
0.07
0.38
0.1
0.25
2.12
0.21

免疫系
医学ゼミⅡ
内分泌・代謝・栄養系
免疫・アレルギー疾患系
臨床実習
脳・神経系
医学ゼミⅢ
診断学
臨床総括講義（内科）

2年
3年
3年
3年
4～5年
4年
4年
4年
5年

後
前
後
後
後
後
通年
前

0.05
0.38
0.07
0.38
0.1
0.25
2.12
0.21

38.7523 教授 博士（医学） 38.75

免疫系
感染症系
血液・リンパ系
小児系
腎泌尿器系
臨床医学TBL Ⅱ（小児系）
臨床実習
臨床総括講義（小児科）

38.75

0.26
2.12
0.31

3年
4～5年
5年38.75

循環器系
臨床実習
臨床総括講義（心臓血管外科）

前
通年
前19 教授 医学博士

前
前
通年
前
後
前

0.05
0.03
2.12
0.38
0.2
0.31

22 教授 38.7538.75

人間生物学
動物性機能系
臨床実習
視覚系
診断学
臨床総括講義（眼科）

医学博士

医学博士 38.75

医と社会Ⅰ
医学ゼミⅠ
医と社会Ⅱ
医学ゼミⅠ
医と社会Ⅲ
医学ゼミⅡ
臨床実習
医と社会Ⅳ
医と社会Ⅳ
診断学

前
前
後
後
通年
前
通年
前
後
後

0.35
1
0.3
1
0.16
1
2.12
0.02
0.01
0.2

38.7520 教授

38.75

消化器系
臨床実習
診断学
臨床総括講義（内科）

前
通年
後
前

0.17
2.12
0.2
0.13

21 教授 博士（医学） 38.75

後
前
後
後
通年
前
前
後
前

医学博士

0.05
1
0.08
0.25
2.12
0.1
1
0.2
0.25

38.7524 教授 38.75

免疫系
医学ゼミⅡ
内分泌・代謝・栄養系
免疫・アレルギー疾患系
臨床実習
脳・神経系
医学ゼミⅢ
診断学
臨床総括講義（内科）

4



附則別記様式
（用紙　日本工業規格Ａ４横型）

（長崎大学医学部医学科）

科目の名称
担　当
単位数

科目の名称
担　当
単位数

配　当
年　次

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

専任教員の氏名等

番号 職位
フリガナ
氏　　名

年齢 保有学位等
現職

（就任年月）

学則変更年度 学則変更前年度

配　当
年　次

ｵｻﾞﾜ ﾋﾛｷ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 教授
小澤　寛樹 ( 平成15年10月1日 )

ﾏｴﾑﾗ ｺｳｼﾞ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 教授
前村　浩二 ( 平成20年7月16日 )

ﾅｶﾞﾀ ﾔｽﾋﾛ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 教授
永田　康浩 ( 平成25年12月1日 )

ｱｼｻﾞﾜ ｶｽﾞﾄ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 教授
芦澤　和人 ( 平成24年10月1日 )

ﾏﾂｵ ﾀｶﾕｷ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 教授
松尾　孝之 ( 平成26年11月1日 )

ﾅｶﾞﾔｽ ﾀｹｼ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 教授
永安　武 ( 平成15年7月16日 )

ﾊﾗ ﾃﾂﾔ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 教授
原　哲也 ( 平成25年11月1日 )

1年
1年
2年
2年
3年
3年
4年
4年

2年
3年
3年

4～5年
4年
5年

3年
4～5年
4年
4年
5年

4～5年
4年

2年
2年
3年
4～5年
4年
4年
4年
4年

1年
2年
3年
4～5年
4年
4年
5年

人間生物学
内臓機能・体液系Ⅱ
循環器系
臨床実習
医学ゼミⅢ
診断学
臨床総括講義（内科）

1年
2年
3年
4～5年
4年
4年
5年

前
前
前
通年
前
後
前

0.05
0.09
0.09
2.12
2
0.2
0.13

プレリサーチセミナーⅠ
医と社会Ⅰ
医と社会Ⅱ
医学ゼミⅠ
医と社会Ⅲ
プレリサーチセミナーⅢ
医と社会Ⅳ
医と社会Ⅳ

1年
1年
2年
2年
3年
3年
4年
4年

通年
前
後
後
通年
通年
前
後

1
0.45
0.3
1
0.16
1
0.02
0.01

腫瘍系
呼吸器系
放射線医学

2年
3年
3年

後
前
後

0.07
0.29
0.15

臨床実習
脳・神経系
臨床総括講義（脳神経外科）

4～5年
4年
5年

通年
前
前

2.12
0.2
0.82

呼吸器系
臨床実習
外科治療学
診断学
臨床総括講義（外科）

3年
4～5年
4年
4年
5年

前
通年
前
後
前

0.21
2.12
0.07
0.2
0.51

臨床実習
外科治療学

4～5年
4年

通年
前

2.12
0.2

38.7538.75

プレリサーチセミナーⅠ
医と社会Ⅰ
医と社会Ⅱ
医学ゼミⅠ
医と社会Ⅲ
プレリサーチセミナーⅢ
医と社会Ⅳ
医と社会Ⅳ

通年
前
後
後
通年
通年
前
後

1
0.45
0.3
1
0.16
1
0.02
0.01

27 教授 博士（医学）

前
後
前
通年
前
前
前
後

1
1
1
2.12
1.07
0.08
1
0.12

38.7525 教授 医学博士 38.75

医学ゼミⅠ
医学ゼミⅠ
医学ゼミⅡ
臨床実習
精神系
臨床医学TBL Ⅲ（精神系）
医学ゼミⅢ
臨床推論PBL

医学ゼミⅠ
医学ゼミⅠ
医学ゼミⅡ
臨床実習
精神系
臨床医学TBL Ⅲ（精神系）
医学ゼミⅢ
臨床推論PBL

2年
2年
3年
4～5年
4年
4年
4年
4年

前
後
前
通年
前
前
前
後

1
1
1
2.12
1.07
0.08
1
0.12

前
通年
前
後
前

0.21
2.12
0.07
0.2
0.51

38.7530 教授 博士（医学） 38.75

呼吸器系
臨床実習
外科治療学
診断学
臨床総括講義（外科）

38.75

2.12
0.2
0.82

通年
前

2.12
0.2

38.75

臨床実習
脳・神経系
臨床総括講義（脳神経外科）

通年
前
前

38.75

29 教授 博士（医学）

38.75

腫瘍系
呼吸器系
放射線医学

後
前
後

38.75

人間生物学
内臓機能・体液系Ⅱ
循環器系
臨床実習
医学ゼミⅢ
診断学
臨床総括講義（内科）

26 教授 博士（医学）

38.75

前
前
前
通年
前
後
前

0.05
0.09
0.09
2.12
2
0.2
0.13

38.7531 教授 博士（医学）

28

臨床実習
外科治療学

博士（医学） 38.75

0.07
0.29
0.15教授

5



附則別記様式
（用紙　日本工業規格Ａ４横型）

（長崎大学医学部医学科）

科目の名称
担　当
単位数

科目の名称
担　当
単位数

配　当
年　次

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

専任教員の氏名等

番号 職位
フリガナ
氏　　名

年齢 保有学位等
現職

（就任年月）

学則変更年度 学則変更前年度

配　当
年　次

ﾔﾅｷﾞﾊﾗ ｶﾂﾉﾘ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 教授
柳原　克紀 ( 平成25年1月1日 )

ｴｸﾞﾁ ｽｽﾑ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 教授
江口　晋 ( 平成24年1月1日 )

ｵｻｷ ﾏｺﾄ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 教授
尾崎　誠 ( 平成23年9月1日 )

ﾅｶｺﾞﾐ ｵｻﾑ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 教授
中込　治 ( 平成4年10月16日 )

ﾕｲ ｶﾂﾕｷ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 教授
由井　克之 ( 平成9年10月1日 )

ﾆｼﾀﾞ ﾉﾘﾕｷ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 教授
西田　教行 ( 平成21年7月1日 )

1年
2年
2年
3年
3年
4年

1年
1年
2年
2年
2年
3年
3年
4年

1年
1年
2年
2年
2年
2年
3年
3年
3年
4年

4～5年
4年

感染系
感染症系
臨床実習
医学ゼミⅢ
診断学
臨床検査医学
臨床推論PBL

2年
3年
4～5年
4年
4年
4年
4年

後
前
通年
前
後
後
後

0.4
0.08
2.12
2
0.2
0.19
0.12

医と社会Ⅰ
人間生物学
医学ゼミⅡ
臨床実習
外科治療学
医学ゼミⅢ
臨床総括講義（外科）

1年
1年
3年
4～5年
4年
4年
5年

前
前
前
通年
前
前
前

0.05
0.05
1
2.12
0.03
2
0.51

臨床実習
運動系

4～5年
4年

通年
前

2.12
0.05

プレリサーチセミナーⅠ
プレリサーチセミナーⅡ
感染系
プレリサーチセミナーⅢ
リサーチセミナー
衛生学・分子疫学

1年
2年
2年
3年
3年
4年

通年
通年
後
通年
後
前

1
1
0.13
1
11.5
0.6

プレリサーチセミナーⅠ
人間生物学
プレリサーチセミナーⅡ
医学ゼミⅠ
免疫系
プレリサーチセミナーⅢ
医学ゼミⅡ
医学ゼミⅢ

1年
1年
2年
2年
2年
3年
3年
4年

通年
前
通年
前
後
通年
前
前

1
0.09
1
1
0.9
1
1
1

プレリサーチセミナーⅠ
人間生物学
プレリサーチセミナーⅡ
医学ゼミⅠ
感染系
基礎医学TBL
プレリサーチセミナーⅢ
医学ゼミⅡ
リサーチセミナー
医学ゼミⅢ

1年
1年
2年
2年
2年
2年
3年
3年
3年
4年

通年
前
通年
前
後
後
通年
前
後
前

1
0.05
1
1
0.94
0.25
1
1
11.5
1

1年
1年
3年
4～5年
4年
4年
5年

通年
通年
後
通年
後
前

1
1
0.13
1
11.5
0.6

38.75

38.75

1
0.09
1
1
0.9
1
1
1

35 教授 医学博士 38.75

プレリサーチセミナーⅠ
プレリサーチセミナーⅡ
感染系
プレリサーチセミナーⅢ
リサーチセミナー
衛生学・分子疫学

通年
前
通年
前
後
通年
前
前

36 教授 博士医学 38.75

プレリサーチセミナーⅠ
人間生物学
プレリサーチセミナーⅡ
医学ゼミⅠ
免疫系
プレリサーチセミナーⅢ
医学ゼミⅡ
医学ゼミⅢ

38.7538.75

感染系
感染症系
臨床実習
医学ゼミⅢ
診断学
臨床検査医学
臨床推論PBL

後
前
通年
前
後
後
後

0.4
0.08
2.12
2
0.2
0.19
0.12

2年
3年
4～5年
4年
4年
4年
4年

32 教授 博士（医学）

38.75

医と社会Ⅰ
人間生物学
医学ゼミⅡ
臨床実習
外科治療学
医学ゼミⅢ
臨床総括講義（外科）

34 教授 博士（医学）

38.7533 教授 博士（医学）

臨床実習
運動系

通年
前

38.75

2.12
0.05

前
前
前
通年
前
前
前

0.05
0.05
1
2.12
0.03
2
0.51

38.75

38.75

プレリサーチセミナーⅠ
人間生物学
プレリサーチセミナーⅡ
医学ゼミⅠ
感染系
基礎医学TBL
プレリサーチセミナーⅢ
医学ゼミⅡ
リサーチセミナー
医学ゼミⅢ

通年
前
通年
前
後
後
通年
前
後
前

1
0.05
1
1
0.94
0.25
1
1
11.5
1

38.7537 教授 博士（医学）
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附則別記様式
（用紙　日本工業規格Ａ４横型）

（長崎大学医学部医学科）

科目の名称
担　当
単位数

科目の名称
担　当
単位数

配　当
年　次

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

専任教員の氏名等

番号 職位
フリガナ
氏　　名

年齢 保有学位等
現職

（就任年月）

学則変更年度 学則変更前年度

配　当
年　次

ｲｽﾞﾐｶﾜ ｺｳｲﾁ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 教授
泉川　公一 ( 平成26年3月1日 )

ﾅｶﾔﾏ ｺｳ 長崎大学 医学部 教授
中山　鋼 ( 平成27年7月1日 )

ｵｶﾓﾄ ｹｲｼ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 准教授
岡本　圭史 ( 平成19年4月1日 )

ﾔﾏﾓﾄ ｶｽﾞｵ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 准教授
山本　一男 ( 平成19年4月1日 )

ﾀﾅｶ ｸﾆﾋｺ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 准教授
田中　邦彦 ( 平成21年1月1日 )

ﾆｲﾉ ﾀﾞｲｽｹ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 准教授
新野　大介 ( 平成27年4月1日 )

ﾌﾙｻﾄ ﾌﾞﾝｺﾞ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 准教授
古里　文吾 ( 平成27年9月1日 )

ﾏﾂﾓﾄ ﾀｹﾋﾛ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 准教授
松本　武浩 ( 平成19年4月1日 )

1年
2年
2年
2年
3年
4年
4年

3年
4～5年
4年
4年

4～5年

4年

2年
2年
3年
3年
3年
4年
5年

3年

1年
2年
3年
4年

前
後
前
前
前
前
前

1
0.13
0.23
0.14
1
2
0.25

医学ゼミⅡ 3年 後 1

医学ゼミⅠ
感染系
感染症系
呼吸器系
医学ゼミⅡ
医学ゼミⅢ
臨床総括講義（内科）

2年
2年
3年
3年
3年
4年
5年

医と社会Ⅰ
医と社会Ⅱ
基礎医学TBL
腫瘍系
医と社会Ⅲ
医と社会Ⅳ
医と社会Ⅳ

1年
2年
2年
2年
3年
4年
4年

前
後
後
後
通年
前
後

0.35
0.3
0.13
0.07
0.16
0.02
0.01

人体構造系Ⅰ
人体構造系Ⅱ
リサーチセミナー
人体構造系Ⅲ

1年
2年
3年
4年

後
通年
後
前

1.25
0.88
11.5
0.25

病理各論系Ⅰ
臨床実習
病理各論系Ⅲ
総合病理学

3年
4～5年
4年
4年

前
通年
前
後

0.26
2.12
1
0.14

臨床実習 4～5年 通年 2.12

臨床疫学・医療情報学 4年 後 0.05

医学ゼミⅡ 後 1

38.75 38.7539 教授  

後

38.75

0.05

45 准教授  38.75

臨床疫学・医療情報学

38.75博士（医学） 38.75

臨床実習 通年 2.12

前
通年
前
後

0.26
2.12
1
0.14

38.7543 准教授 博士（医学） 38.75

病理各論系Ⅰ
臨床実習
病理各論系Ⅲ
総合病理学

44 准教授

38.7538.75

医と社会Ⅰ
医と社会Ⅱ
基礎医学TBL
腫瘍系
医と社会Ⅲ
医と社会Ⅳ
医と社会Ⅳ

42 准教授 博士（医学）

38.75

前
後
後
後
通年
前
後

0.35
0.3
0.13
0.07
0.16
0.02
0.01

40 准教授 医学博士 38.75

人体構造系Ⅰ
人体構造系Ⅱ
リサーチセミナー
人体構造系Ⅲ

後
通年
後
前

1.25
0.88
11.5
0.25

博士（理学）准教授 38.7538.75

38 教授 博士（医学） 38.75

医学ゼミⅠ
感染系
感染症系
呼吸器系
医学ゼミⅡ
医学ゼミⅢ
臨床総括講義（内科）

41

前
後
前
前
前
前
前

1
0.13
0.23
0.14
1
2
0.25

38.75
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附則別記様式
（用紙　日本工業規格Ａ４横型）

（長崎大学医学部医学科）

科目の名称
担　当
単位数

科目の名称
担　当
単位数

配　当
年　次

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

専任教員の氏名等

番号 職位
フリガナ
氏　　名

年齢 保有学位等
現職

（就任年月）

学則変更年度 学則変更前年度

配　当
年　次

ｱﾍﾞ ﾔｽﾖ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 准教授
安部　恵代 ( 平成25年5月1日 )

ﾅｶﾐﾁ ｾｲｺ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 准教授
中道　聖子 ( 平成25年11月1日 )

ｻｶﾓﾄ ｲﾁﾛｳ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 准教授
坂本　一郎 ( 平成24年4月1日 )

ﾀﾅｶ ｶﾂﾐ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 准教授
田中　克己 ( 平成19年4月1日 )

ｶﾜﾉ ﾋﾛｱｷ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 准教授
河野　浩章 ( 平成19年4月1日 )

ﾀｹｼﾏ ﾌﾐﾅｵ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 准教授
竹島　史直 ( 平成19年4月1日 )

ｱﾋﾞﾙ ﾉﾘｵ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 准教授
阿比留　教生 ( 平成24年6月1日 )

ｶﾈｺ ｹﾝｲﾁ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 准教授
金子　賢一 ( 平成25年1月1日 )

ﾀｹﾅｶ ﾓﾄｲ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 准教授
竹中　基 ( 平成26年11月1日 )

2年
4～5年
4年
4年

3年
3年
4～5年
4年

4～5年
4年
4年
5年

3年
4～5年
4年

3年
4～5年
4年
4年
5年

3年
3年
4～5年
4年
4年

4～5年
4年
4年
4年

3年
4～5年
4年

3年
4～5年
4年
4年
4年

リサーチセミナー
臨床実習
公衆衛生学

3年
4～5年
4年

後
通年
前

11.5
2.12
0.38

医と社会Ⅲ
臨床実習
診断学
臨床疫学・医療情報学
臨床推論PBL

3年
4～5年
4年
4年
4年

通年
通年
後
後
後

0.03
2.12
0.2
0.1
0.12

循環器系
放射線医学
臨床実習
診断学

3年
3年
4～5年
4年

前
後
通年
後

0.09
0.08
2.12
0.2

臨床実習
運動系
皮膚系
臨床総括講義（形成外科）

4～5年
4年
4年
5年

通年
前
前
前

2.12
0.05
0.16
0.51

循環器系
臨床実習
診断学

3年
4～5年
4年

前
通年
後

0.17
2.12
0.2

消化器系
臨床実習
医学ゼミⅢ
診断学
臨床総括講義（内科）

3年
4～5年
4年
4年
5年

前
通年
前
後
前

0.23
2.12
2
0.2
0.13

内分泌・代謝・栄養系
臨床医学TBL Ⅱ（内分泌)
臨床実習
診断学
臨床推論PBL

3年
3年
4～5年
4年
4年

後
後
通年
後
後

0.24
0.06
2.12
0.2
0.12

臨床実習
耳鼻咽喉口腔系
臨床医学TBL Ⅲ（耳鼻咽喉系）
臨床推論PBL

4～5年
4年
4年
4年

通年
前
前
後

2.12
0.17
0.13
0.12

免疫系
臨床実習
皮膚系
臨床医学TBL Ⅲ（皮膚系）

2年
4～5年
4年
4年

後
通年
前
前

0.05
2.12
0.16
0.08

38.7538.75

2.12
0.05
0.16
0.51

49 准教授 博士（医学）

通年
前
前
前

臨床実習
運動系
皮膚系
臨床総括講義（形成外科）

博士（医学） 38.75

消化器系
臨床実習
医学ゼミⅢ
診断学
臨床総括講義（内科）

38.75

循環器系
臨床実習
診断学

内分泌・代謝・栄養系
臨床医学TBL Ⅱ（内分泌)
臨床実習
診断学
臨床推論PBL

38.75

免疫系
臨床実習
皮膚系
臨床医学TBL Ⅲ（皮膚系）

38.75

38.75

54 准教授 博士（医学）

51 准教授

後
通年
前
前

0.05
2.12
0.16
0.08

前
後
通年
後

0.09
0.08
2.12
0.2

38.75

循環器系
放射線医学
臨床実習
診断学

48 准教授 博士（医学）

前
通年
前
後
前

0.23
2.12
2
0.2
0.13

38.75

38.75

50 准教授 博士（医学）

38.75

38.75

臨床実習
耳鼻咽喉口腔系
臨床医学TBL Ⅲ（耳鼻咽喉系）
臨床推論PBL

38.75

2.12
0.17
0.13
0.12

53 准教授 博士（医学）

通年
前
前
後

38.7552

前
通年
後

0.17
2.12
0.2

准教授 博士（医学）

後
後
通年
後
後

0.24
0.06
2.12
0.2
0.12

38.75

医と社会Ⅲ
臨床実習
診断学
臨床疫学・医療情報学
臨床推論PBL

47 准教授 博士（医学）

通年
通年
後
後
後

0.03
2.12
0.2
0.1
0.12

38.75

38.75

リサーチセミナー
臨床実習
公衆衛生学

後
通年
前

11.5
2.12
0.38 38.7546 准教授 博士（医学）
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附則別記様式
（用紙　日本工業規格Ａ４横型）

（長崎大学医学部医学科）

科目の名称
担　当
単位数

科目の名称
担　当
単位数

配　当
年　次

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

専任教員の氏名等

番号 職位
フリガナ
氏　　名

年齢 保有学位等
現職

（就任年月）

学則変更年度 学則変更前年度

配　当
年　次

ﾔﾏｻｷ ﾅｵﾔ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 准教授
山崎　直哉 ( 平成25年10月1日 )

ｲﾏﾑﾗ ｱｷﾗ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 准教授
今村　明 ( 平成21年8月1日 )

ﾄﾐﾀ ﾏｻﾄ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 准教授
富田　雅人 ( 平成27年4月1日 )

ｵﾊﾞｾ ﾔｽｼ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 准教授
尾長谷　靖 ( 平成27年4月1日 )

ｸﾛｷ ﾀﾓﾂ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 准教授
黒木　保 ( 平成24年6月1日 )

ﾂﾁﾔ ﾄﾓｼ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 准教授
土谷　智史 ( 平成27年5月1日 )

ﾐﾔﾀ ﾔｽﾖｼ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 准教授
宮田　康好 ( 平成26年5月1日 )

ﾐｳﾗ ｷﾖﾉﾘ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 准教授
三浦　清徳 ( 平成24年4月1日 )

ﾑﾗﾀ ﾋﾛｱｷ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 准教授
村田　寛明 ( 平成27年3月1日 )

2年
3年
3年
4～5年
4年
5年

1年
1年
3年
3年
4～5年
5年

4～5年
4年

3年
4～5年
4年
4年

2年
4～5年
4年
4年
4年

1年
4～5年
4年

3年
4～5年
4年
5年

3年
4～5年
4年

呼吸器系
臨床実習
外科治療学
診断学

3年
4～5年
4年
4年

前
通年
前
後

0.14
2.12
0.07
0.2

医学ゼミⅠ
臨床実習
精神系
臨床医学TBL Ⅲ（精神系）
臨床推論PBL

2年
4～5年
4年
4年
4年

後
通年
前
前
後

1
2.12
1.07
0.08
0.12

前
通年
前

0.05
2.12
0.05

呼吸器系
臨床実習
診断学
臨床総括講義（内科）

3年
4～5年
4年
5年

前
通年
後
前

0.36
2.12
0.2
0.13

前
通年
前

0.07
2.12
0.07

医学ゼミⅠ
医学ゼミⅡ
腎泌尿器系
臨床実習
医学ゼミⅢ
臨床総括講義（泌尿器科）

2年
3年
3年
4～5年
4年
5年

臨床実習
臨床医学TBL Ⅲ（外科治療学）

4～5年
4年

通年
前

2.12
0.25

呼吸器系
臨床実習
外科治療学

3年
4～5年
4年

前
前
後
通年
前
前

1
1
0.31
2.12
2
0.41

前
後
後
後
通年
前

0.05
0.11
0.19
0.06
2.12
0.31

通年
前

人間生物学
分子遺伝系
生殖系
臨床医学TBL Ⅱ（生殖系）
臨床実習
臨床総括講義（産婦人科）

1年
1年
3年
3年
4～5年
5年

臨床実習
外科治療学

4～5年
4年

2.12
0.03

38.7555 准教授 博士（医学） 38.75

呼吸器系
臨床実習
外科治療学
診断学

前
通年
前
後

0.14
2.12
0.07
0.2

博士（医学）

2.12
0.03

前
前
後
通年
前
前

38.75

医学ゼミⅠ
医学ゼミⅡ
腎泌尿器系
臨床実習
医学ゼミⅢ
臨床総括講義（泌尿器科）

臨床実習
外科治療学

通年
前

38.75

1
1
0.31
2.12
2
0.41

38.75

63 准教授 博士（医学）

61 准教授

38.75

62 准教授 38.7538.75

人間生物学
分子遺伝系
生殖系
臨床医学TBL Ⅱ（生殖系）
臨床実習
臨床総括講義（産婦人科）

前
後
後
後
通年
前

博士（医学）

人間生物学
臨床実習
運動系

1年
4～5年
4年 38.75

人間生物学
臨床実習
運動系

前
通年
前

0.05
2.12
0.05 38.75

前
通年
前

0.07
2.12
0.07 38.75

57 准教授

60 准教授 博士（医学） 38.75

呼吸器系
臨床実習
外科治療学

臨床実習
臨床医学TBL Ⅲ（外科治療学）

通年
前

59 准教授 博士（医学）

38.75

38.75

4～5年
4年

2.12
0.25

0.05
0.11
0.19
0.06
2.12
0.31

前
通年
後
前

0.36
2.12
0.2
0.13

博士（医学）58 准教授

38.75

後
通年
前
前
後

1
2.12
1.07
0.08
0.12

56 准教授 博士（医学） 38.75

医学ゼミⅠ
臨床実習
精神系
臨床医学TBL Ⅲ（精神系）
臨床推論PBL

呼吸器系
臨床実習
診断学
臨床総括講義（内科）

38.75

38.75

博士（医学）
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附則別記様式
（用紙　日本工業規格Ａ４横型）

（長崎大学医学部医学科）

科目の名称
担　当
単位数

科目の名称
担　当
単位数

配　当
年　次

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

専任教員の氏名等

番号 職位
フリガナ
氏　　名

年齢 保有学位等
現職

（就任年月）

学則変更年度 学則変更前年度

配　当
年　次

ﾎﾝﾏ ｷﾘ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 准教授
本間　季里 ( 平成24年12月17日 )

ﾀﾅｶ ﾖｼﾏｻ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 准教授
田中　義正 ( 平成24年8月1日 )

ｸﾎﾞ ﾖｼﾅｵ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 准教授
久保　嘉直 ( 平成23年6月1日 )

ｱﾀﾗｼ ﾘﾕｳｲﾁﾛｳ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 准教授
新　竜一郎 ( 平成23年4月1日 )

ｲｼｶﾜ ﾀｹｼ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 准教授
石川　岳志 ( 平成25年2月1日 )

ﾊﾔｼ ﾋﾃﾞｷ 長崎大学 医学部 准教授
林　日出喜 ( 平成27年8月1日 )

ﾜｹﾍﾞ ﾃﾂｱｷ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 講師
分部　哲秋 ( 昭和61年1月1日 )

ｻｲｷ ｶｽﾞﾉﾌﾞ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 講師
佐伯　和信 ( 平成25年11月1日 )

ﾂｼﾞ ﾕｷｵﾐ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 講師
辻　幸臣 ( 平成25年4月1日 )

2年

2年
3年

1年
2年
3年
4年
4年

2年
3年

2年
3年

38.75

感染系
リサーチセミナー

1年
2年
2年
3年
3年
4年
4年
4年

感染系
リサーチセミナー

2年
3年

感染系
リサーチセミナー

2年
3年

感染系 2年

2年
3年

後
後

0.67
11.5

腫瘍系
リサーチセミナー

後
通年
後
通年
後
前
前
後

1.75
0.88
0.3
0.16
11.5
0.02
0.25
0.01

内臓機能・体液系Ⅰ
内臓機能・体液系Ⅱ
リサーチセミナー

1年
2年
3年
4年
4年

後
通年
後
前
前

3
0.88
11.5
1
0.25

1年
2年
3年

後
前
後

1.67
0.52
11.5

人体構造系Ⅰ
人体構造系Ⅱ
医と社会Ⅱ
医と社会Ⅲ
リサーチセミナー
医と社会Ⅳ
人体構造系Ⅲ
医と社会Ⅳ

1年
2年
2年
3年
3年
4年
4年
4年

人体構造系Ⅰ
人体構造系Ⅱ
リサーチセミナー
アドバンストリサーチセミナーⅠ
人体構造系Ⅲ

後 0.13

後
後

0.13
11.5

後
後

1.75
0.88
0.3
0.16
11.5
0.02
0.25
0.01

1年
2年
3年

38.7570 講師 博士（医学） 38.75

人体構造系Ⅰ
人体構造系Ⅱ
医と社会Ⅱ
医と社会Ⅲ
リサーチセミナー
医と社会Ⅳ
人体構造系Ⅲ
医と社会Ⅳ

0.13

38.7568 准教授 博士（理学） 38.75

後

後
通年
後
通年
後
前
前
後

後
後

0.67
11.5

38.7538.75

腫瘍系
リサーチセミナー

69 准教授 医学博士

0.81
11.5

博士（農学）

人体構造系Ⅰ
人体構造系Ⅱ
リサーチセミナー
アドバンストリサーチセミナーⅠ
人体構造系Ⅲ

内臓機能・体液系Ⅰ
内臓機能・体液系Ⅱ
リサーチセミナー

感染系

72 講師 博士（医学）

38.75

後
前
後

1.67
0.52
11.5 38.7538.75

38.7571 講師 博士（医学）

後
通年
後
前
前

3
0.88
11.5
1
0.25

65 准教授

後
後

38.75

38.75 38.75

准教授 博士（医学）

准教授 博士（医学）

38.7564

67 准教授

38.75

0.13
11.5

博士（医学） 38.75

66

38.75

感染系
リサーチセミナー

後
後

0.81
11.5
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附則別記様式
（用紙　日本工業規格Ａ４横型）

（長崎大学医学部医学科）

科目の名称
担　当
単位数

科目の名称
担　当
単位数

配　当
年　次

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

専任教員の氏名等

番号 職位
フリガナ
氏　　名

年齢 保有学位等
現職

（就任年月）

学則変更年度 学則変更前年度

配　当
年　次

ﾏｽﾓﾄ ﾋﾛｼ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 講師
増本　博司 ( 平成26年1月1日 )

ﾏﾂﾓﾄ ｹﾞﾝ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 講師
松本　弦 ( 平成26年9月1日 )

ﾌｸﾀﾞ ﾄﾓﾐ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 講師
福田　智美 ( 平成24年7月1日 )

ﾊﾔｼ ﾋﾛｺ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 講師
林　洋子 ( 平成25年9月1日 )

ﾓﾘ ﾘﾖｳｲﾁ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 講師
森　亮一 ( 平成24年4月1日 )

ﾅｶｶﾞﾜ ｼﾝｽｹ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 講師
中川　慎介 ( 平成24年1月1日 )

ﾄﾞｲ ﾋﾛｶｽﾞ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 講師
土居　裕和 ( 平成25年4月1日 )

ｱﾘﾏ ｶｽﾞﾋｺ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 講師
有馬　和彦 ( 平成26年1月1日 )

ｼﾐｽﾞ ﾕｳｼﾞ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 講師
清水　悠路 ( 平成27年3月1日 )

1年
2年
3年
4年
4年

1年
2年
3年
4年
5年

2年
3年
3年
3年
4年
4年
5年

2年
3年
3年
3年
4年

3年
3年
3年
4年
4年

2年
3年

3年
4～5年
4年

38.75

神経・感覚器系Ⅰ
神経・感覚器系Ⅱ
リサーチセミナー

1年
2年
3年

後
後
後

0.33
0.6
11.5

1年
2年
3年
4年
5年

後
前
後
前
通年

後
前
前
後
前
後
前

発生・組織系Ⅰ
発生・組織系Ⅱ
リサーチセミナー
アドバンストリサーチセミナーⅠ
アドバンストリサーチセミナーⅡ

0.33
0.61
23
1
1

病理総論系
病理各論系Ⅰ
医学ゼミⅡ
リサーチセミナー
医学ゼミⅢ
総合病理学
臨床総括講義（総合病理学）

2年
3年
3年
3年
4年
4年
5年

0.18
0.1
1
11.5
1
0.14
0.82

後
前
前
後
前

0.66
0.1
1
11.5
1

通年
前
後
前
前

0.7
1
11.5
1.25
1

1年
2年
3年

病理総論系
病理各論系Ⅰ
医学ゼミⅡ
リサーチセミナー
医学ゼミⅢ

2年
3年
3年
3年
4年

薬理系
医学ゼミⅡ
リサーチセミナー
薬理系Ⅲ
医学ゼミⅢ

リサーチセミナー
臨床実習
公衆衛生学

3年
3年
3年
4年
4年

動物性機能系
リサーチセミナー

2年
3年

前
後

0.53
11.5

後
通年
前

11.5
2.12
0.19

前
後
通年
前
後

0.05
0.13
0.2
0.03
0.01

3年
4～5年
4年

医と社会Ⅰ
医と社会Ⅱ
医と社会Ⅲ
医と社会Ⅳ
医と社会Ⅳ

1年
2年
3年
4年
4年

0.66
0.1
1
11.5
1

38.75

78

38.75

38.75

病理総論系
病理各論系Ⅰ
医学ゼミⅡ
リサーチセミナー
医学ゼミⅢ

後
前
前
後
前

38.7577 講師 博士（医学）

後
後
後

0.33
0.6
11.5 38.75

後
前
後
前
通年

0.33
0.61
23
1
1

38.75

神経・感覚器系Ⅰ
神経・感覚器系Ⅱ
リサーチセミナー

発生・組織系Ⅰ
発生・組織系Ⅱ
リサーチセミナー
アドバンストリサーチセミナーⅠ
アドバンストリサーチセミナーⅡ

74 講師 博士（理学）

薬理系
医学ゼミⅡ
リサーチセミナー
薬理系Ⅲ
医学ゼミⅢ

38.75 38.75

76 講師 博士（医学） 38.75

病理総論系
病理各論系Ⅰ
医学ゼミⅡ
リサーチセミナー
医学ゼミⅢ
総合病理学
臨床総括講義（総合病理学）

後
前
前
後
前
後
前

0.18
0.1
1
11.5
1
0.14
0.82

38.7538.75

38.75

動物性機能系
リサーチセミナー

79 講師

通年
前
後
前
前

0.7
1
11.5
1.25
1

前
後

0.53
11.5

博士（医学）

博士（医学）

博士（学術）

75 講師

講師

前
後
通年
前
後

38.75

リサーチセミナー
臨床実習
公衆衛生学

後
通年
前

11.5
2.12
0.19

81 講師 博士（医学） 38.75

医と社会Ⅰ
医と社会Ⅱ
医と社会Ⅲ
医と社会Ⅳ
医と社会Ⅳ

38.75

0.05
0.13
0.2
0.03
0.01

38.7580 博士（医学）講師

38.7573 講師 博士（医学）

11



附則別記様式
（用紙　日本工業規格Ａ４横型）

（長崎大学医学部医学科）

科目の名称
担　当
単位数

科目の名称
担　当
単位数

配　当
年　次

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

専任教員の氏名等

番号 職位
フリガナ
氏　　名

年齢 保有学位等
現職

（就任年月）

学則変更年度 学則変更前年度

配　当
年　次

ﾔﾏﾓﾄ ﾀｸﾏ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 講師
山本　琢磨 ( 平成26年7月1日 )

ｸﾛﾀｷ ﾅｵﾋﾛ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 講師
黒滝　直弘 ( 平成19年3月1日 )

ｲｹﾀﾞ ｻﾄｼ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 講師
池田　聡司 ( 平成19年4月1日 )

ｵｶﾀﾞ ﾏｻﾋｺ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 講師
岡田　雅彦 ( 平成18年4月1日 )

ｶﾀﾔﾏ ﾄｼﾛｳ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 講師
片山　敏郎 ( 平成26年7月1日 )

ｸﾜﾊﾗ ﾋﾛﾅｶﾞ 長崎大学 医学部 講師
桑原　宏永 ( 平成25年11月1日 )

ﾅｶﾑﾗ ﾖｳｲﾁ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 講師
中村　洋一 ( 平成23年4月1日 )

ｶﾏﾀﾞ ｹﾝｻｸ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 講師
鎌田　健作 ( 平成26年12月1日 )

ﾔﾏﾉｳﾁ ｺｳｼﾖｳ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 講師
山之内　孝彰 ( 平成27年4月1日 )

2年
2年
3年
3年
4年

3年
4～5年
4年
5年

4～5年

3年
4年
4年

1年
3年
4～5年
4年
4年
4年
4年

3年
3年
4～5年
4年

3年
4～5年
4年

3年
4～5年
4年

3年
4～5年
4年

0.08
2.12
0.03

リサーチセミナー
医学ゼミⅢ
法医学系

3年
4年
4年

後
前
後

11.5
2
0.66

分子遺伝系
医学ゼミⅡ
臨床実習
精神系
脳・神経系
臨床医学TBL Ⅲ（精神系）
医学ゼミⅢ

3年
4～5年
4年

後
通年
後

0.21
2.12
0.12

1年
3年
4～5年
4年
4年
4年
4年

後
前
通年
前
前
前
前

0.11
1
2.12
0.27
0.1
0.08
1

3年
3年
4～5年
4年

循環器系
臨床実習
診断学

0.17
0.5
2.12
0.2

血液・リンパ系
臨床実習
臨床推論PBL

3年
4～5年
4年

前
通年
後

0.17
2.12
0.2

0.3
0.19
0.01
0.08
0.01

呼吸器系
臨床実習
診断学
臨床総括講義（内科）

3年
4～5年
4年
5年

前
通年
後
前

0.14
2.12
0.2
0.13

臨床実習

医と社会Ⅱ
基礎医学TBL
医と社会Ⅲ
内分泌・代謝・栄養系
医と社会Ⅳ

2年
2年
3年
3年
4年

後
後
通年
後
前

4～5年 通年 2.12

内分泌・代謝・栄養系
臨床実習
外科治療学

3年
4～5年
4年

後
通年
前

0.08
2.12
0.03

循環器系
臨床医学TBL Ⅰ（循環器系）
臨床実習
診断学

前
前
通年
後

後
通年
前 38.7590 講師 博士（医学） 38.75

内分泌・代謝・栄養系
臨床実習
外科治療学

後
前
通年
前
前
前
前

38.75

呼吸器系
臨床実習
診断学
臨床総括講義（内科）

38.75

通年 2.12

88 講師 博士（医学） 38.75

38.75

医と社会Ⅱ
基礎医学TBL
医と社会Ⅲ
内分泌・代謝・栄養系
医と社会Ⅳ

博士（医学）

38.7587 講師 博士（医学）

38.7583 講師 博士（医学） 38.75

分子遺伝系
医学ゼミⅡ
臨床実習
精神系
脳・神経系
臨床医学TBL Ⅲ（精神系）
医学ゼミⅢ

38.75

臨床実習

循環器系
臨床医学TBL Ⅰ（循環器系）
臨床実習
診断学

博士（医学）

前
通年
後

0.17
2.12
0.238.75

循環器系
臨床実習
診断学

後
後
通年
後
前

0.3
0.19
0.01
0.08
0.01

前
通年
後
前

38.7586 講師 博士（医学）

血液・リンパ系
臨床実習
臨床推論PBL

後
通年
後

0.14
2.12
0.2
0.13

0.11
1
2.12
0.27
0.1
0.08
1

89 講師

38.75 38.7585 講師

0.21
2.12
0.12

前
前
通年
後

0.17
0.5
2.12
0.2

38.7584 講師 博士（医学） 38.75

38.75

リサーチセミナー
医学ゼミⅢ
法医学系 38.75

後
前
後

11.5
2
0.6682 講師 博士（医学）
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附則別記様式
（用紙　日本工業規格Ａ４横型）

（長崎大学医学部医学科）

科目の名称
担　当
単位数

科目の名称
担　当
単位数

配　当
年　次

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

専任教員の氏名等

番号 職位
フリガナ
氏　　名

年齢 保有学位等
現職

（就任年月）

学則変更年度 学則変更前年度

配　当
年　次

ﾀﾏｲ ﾏﾐ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 講師
玉井　慎美 ( 平成25年7月1日 )

ｻｶﾓﾄ ﾉﾘﾎ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 講師
坂本　憲穂 ( 平成26年11月1日 )

ﾐｳﾗ ﾀｶｼ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 講師
三浦　崇 ( 平成26年1月1日 )

ﾂｲｷ ｴｲｺ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 講師
築城　英子 ( 平成26年9月1日 )

ｲﾁﾉｾ ｸﾆﾋﾛ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 講師
一瀬　邦弘 ( 平成27年3月1日 )

ﾐﾔｻﾞｷ ﾀｲｶﾞ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 講師
宮崎　泰可 ( 平成26年4月1日 )

ﾂﾁﾊｼ ﾏﾅ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 講師
土橋　真奈 ( 平成25年4月1日 )

ﾆﾀﾝﾀﾞ ﾀｶｵ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
二反田　隆夫 ( 平成26年5月1日 )

ﾛｰｽﾌｴﾙﾄ ﾙｰｸ ﾌﾛﾗﾝ ﾕｼﾞﾔｰﾝ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
Loosveldt　Luc　Florent　Eugene ( 平成23年3月1日 )

3年
3年
4～5年
4年
5年

2年
3年

3年
3年
4年

3年
4～5年
5年

4～5年
5年

3年
4～5年
4年

国際医療英語
医学英語
人間生物学
国際医療英語
医学英語Ⅱ
国際医療英語Ⅲ
医学英語Ⅲ

国際医療英語
医学英語
人間生物学
国際医療英語
医学英語Ⅱ
国際医療英語Ⅲ
医学英語Ⅲ

通年
前
前
通年
後
前
後

1年
1年
1年
2年
2年
3年
3年

2.124～5年

99 助教  38.75

1
1
0.09
1
0.5
1
0.5

3年
4～5年
4年

91 講師 博士（医学）

臨床実習

38.75

4～5年

38.75

臨床実習 通年通年 2.12

呼吸器系
臨床実習
臨床総括講義（内科）

38.75

4～5年
4年
5年

通年
前
前

3年
4～5年
5年

前
通年
前

0.07
2.12
0.13

通年
前

2.12
0.31

臨床実習
臨床総括講義（心臓血管外科）

38.75

臨床実習
視覚系
臨床総括講義（眼科）

4～5年
5年

94 講師  

臨床実習
視覚系
臨床総括講義（眼科）

通年
前
前

4～5年
4年
5年

後
通年
後

0.08
2.12
0.2

2.12
0.23
0.31

2.12
0.23
0.31

3年
3年
4～5年
4年
5年

前
前
通年
前
前

0.08
0.5
2.12
2
0.25

免疫系
リサーチセミナー

感染症系
臨床医学TBL Ⅰ（感染症系）
臨床実習
医学ゼミⅢ
臨床総括講義（内科）

後
後

0.3
11.5

2年
3年

病理各論系Ⅰ
リサーチセミナー
病理各論系Ⅲ

3年
3年
4年

前
後
前

0.16
11.5
1

1年
1年
1年
2年
2年
3年
3年

通年
前
前
通年
後
前
後

1
1
0.09
1
0.5
1
0.5

38.75

免疫・アレルギー疾患系
臨床実習
診断学

38.7538.75

臨床実習
臨床総括講義（心臓血管外科）

通年
前

博士（医学）

2.12
0.31

93 講師

38.7538.75

呼吸器系
臨床実習
臨床総括講義（内科）

前
通年
前

0.07
2.12
0.13

0.16
11.5
1

前
前
通年
前
前

0.08
0.5
2.12
2
0.25

92 講師 博士（医学）

0.08
2.12
0.2

後
通年
後

免疫・アレルギー疾患系
臨床実習
診断学

感染症系
臨床医学TBL Ⅰ（感染症系）
臨床実習
医学ゼミⅢ
臨床総括講義（内科）

病理各論系Ⅰ
リサーチセミナー
病理各論系Ⅲ

95 講師 38.75 38.75博士（医学）

前
後
前 38.7538.7598 助教 博士（医学）

38.75 38.7596 講師 博士（医学）

後
後

0.3
11.5

38.7597 講師 博士（薬学） 38.75

免疫系
リサーチセミナー
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附則別記様式
（用紙　日本工業規格Ａ４横型）

（長崎大学医学部医学科）

科目の名称
担　当
単位数

科目の名称
担　当
単位数

配　当
年　次

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

専任教員の氏名等

番号 職位
フリガナ
氏　　名

年齢 保有学位等
現職

（就任年月）

学則変更年度 学則変更前年度

配　当
年　次

ﾌﾞﾘｶﾞﾝﾃｲ ｼﾞｴｲﾑｽ ｼﾞﾖｾﾌ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
Briganti James Joseph ( 平成23年5月16日 )

ﾀﾂﾐ ﾘｴ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
巽　理恵 ( 平成22年4月1日 )

ﾖﾈﾀﾞ ﾐﾂﾋﾛ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
米田　光宏 ( 平成27年8月17日 )

ﾊﾀﾔﾏ ﾐﾉﾙ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
畑山　実 ( 平成25年12月1日 )

ｱｷﾔﾏ ﾅｵﾀﾛｳ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
穐山　直太郎 ( 平成23年4月1日 )

ﾅｶｶﾞﾜ ﾀｹﾔ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
中川　武弥 ( 平成19年4月1日 )

ｱｲﾊﾞﾗ ﾋﾄｼ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
相原　仁 ( 平成22年9月1日 )

ﾊﾟｸ ｾﾝｼﾞﾕﾝ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
朴　盛浚 ( 平成24年4月1日 )

ﾆｼﾀﾆ ｼﾖｳﾀ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
西谷　正太 ( 平成19年4月1日 )

1年
3年

2年
3年

1年
1年
2年
2年
3年

3年
3年
3年
4年
4年

2年
3年
4年

38.75

国際医療英語
医学英語
人間生物学
医学英語Ⅱ
医学英語Ⅲ

通年
前
前
後
後

38.75

国際医療英語
医学英語
人間生物学
医学英語Ⅱ
医学英語Ⅲ

1年
1年
1年
2年
3年

通年
前
前
後
後

100 助教 Ｍ．Ａ

プレリサーチセミナーⅠ
医学ゼミⅠ
動物性機能系
医学ゼミⅠ
リサーチセミナー

1
1
0.09
0.5
0.5

0.12
0.1

38.75107 助教 博士（医学） 38.75

病理総論系
病理各論系Ⅰ

後
前

38.75

0.39
1
11.5
0.63
1

1
1
0.09
0.5
0.5

3年
3年
3年
4年
4年

1年
1年
1年
2年
3年

3年
3年
3年
4年
4年

38.75

103 助教 博士（医学） 38.75

薬理系
医学ゼミⅡ
リサーチセミナー
薬理系Ⅲ
医学ゼミⅢ

通年
前
後
前
前

前
後

1.17
11.5

38.75

102 助教 博士（医学）

38.75

106 助教 博士（医学） 38.75

生体分子系
リサーチセミナー

生体分子系
リサーチセミナー
アドバンストリサーチセミナーⅠ
アドバンストリサーチセミナーⅡ

1年
3年
4年
5年

前
後
前
通年

1.17
11.5
1
1

1年
3年
4年
5年

薬理系
医学ゼミⅡ
リサーチセミナー
薬理系Ⅲ
医学ゼミⅢ

通年
前
後
前
前

0.39
1
11.5
0.63
1

薬理系
医学ゼミⅡ
リサーチセミナー
薬理系Ⅲ
医学ゼミⅢ

3年
3年
3年
4年
4年

38.75

105 助教  

通年
前
後
前
前

38.75

生体分子系
リサーチセミナー
アドバンストリサーチセミナーⅠ
アドバンストリサーチセミナーⅡ

前
後
前
通年

0.39
1
11.5
0.63
1

発生・組織系Ⅱ
リサーチセミナー
アドバンストリサーチセミナーⅠ

2年
3年
4年

前
後
前

0.61
11.5
1

1.17
11.5
1
1

前
後

1.17
11.5

後
前

生体分子系
リサーチセミナー

1年
3年

病理総論系
病理各論系Ⅰ

2年
3年

0.12
0.1

38.75

発生・組織系Ⅱ
リサーチセミナー
アドバンストリサーチセミナーⅠ

前
後
前 38.75104 助教 博士（医学）

1年
1年
2年
2年
3年

通年
前
前
後
後

1
1
0.56
1
11.5

1
1
0.56
1
11.5

0.61
11.5
1

通年
前
前
後
後

博士（医学） 38.75108 助教 38.75

プレリサーチセミナーⅠ
医学ゼミⅠ
動物性機能系
医学ゼミⅠ
リサーチセミナー

通年
前
後
前
前

0.39
1
11.5
0.63
1

38.75

薬理系
医学ゼミⅡ
リサーチセミナー
薬理系Ⅲ
医学ゼミⅢ

101 助教 博士（学術） 38.75
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附則別記様式
（用紙　日本工業規格Ａ４横型）

（長崎大学医学部医学科）

科目の名称
担　当
単位数

科目の名称
担　当
単位数

配　当
年　次

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

専任教員の氏名等

番号 職位
フリガナ
氏　　名

年齢 保有学位等
現職

（就任年月）

学則変更年度 学則変更前年度

配　当
年　次

ｴﾝﾄﾞｳ ﾀﾞｲｽｹ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
遠藤　大輔 ( 平成23年6月1日 )

ﾀﾙﾐ ﾜﾀﾙ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
樽見　航 ( 平成27年5月1日 )

ｲｼｶﾜ ﾀｲｽｹ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
石川　泰輔 ( 平成26年4月1日 )

ｻﾜﾉ ｴﾘｶ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
澤野　恵梨香 ( 平成27年5月1日 )

ｷｸﾉ ﾕｳｲﾁﾛｳ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
菊野　雄一郎 ( 平成27年4月1日 )

ｲﾉｳｴ ｹｲﾀ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
井上　圭太 ( 平成21年12月1日 )

ｶﾜｼﾘ ｼﾝﾔ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
川尻　真也 ( 平成24年4月1日 )

ﾅｶﾞﾖｼ ﾏｺ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
永吉　真子 ( 平成25年12月1日 )

ｳﾒﾊﾗ ﾀｶﾋﾛ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
梅原　敬弘 ( 平成23年5月1日 )

2年

3年
4～5年
4年

4～5年

3年
4年

1年
2年
3年
4年
5年

2年

1年
2年
3年

動物性機能系 2年

通年通年

後
後

4.23

38.75

臨床実習 4～5年

115 助教 博士（医学） 38.75

臨床実習

38.75

111 助教 博士（医学） 38.75

内臓機能・体液系Ⅰ
内臓機能・体液系Ⅱ
リサーチセミナー

内臓機能・体液系Ⅰ
内臓機能・体液系Ⅱ
リサーチセミナー

1年
2年
3年

後
前
後

動物性機能系 前 0.47

後
前
後

113 助教 博士（人間･環境学）

動物性機能系

38.75

112 助教 博士（理学） 38.75

動物性機能系 前 0.44

38.75

1
0.6
11.5 38.75

2年

110 助教 博士（医学） 38.75

動物性機能系

発生・組織系Ⅰ
発生・組織系Ⅱ
リサーチセミナー
アドバンストリサーチセミナーⅠ
アドバンストリサーチセミナーⅡ

1年
2年
3年
4年
5年

後
前
後
前
通年

0.33
0.61
11.5
1
1

前 0.38

38.75

前 0.38

1
0.6
11.5

2年 前 0.47

医と社会Ⅲ
臨床実習
診断学

2年 前

3年
4～5年
4年

通年
通年
後

0.02
2.12
0.2

リサーチセミナー
法医学系

後
後

11.5
0.09

4.23

0.44

動物性機能系

3年
4年

後
前
後
前
通年

0.33
0.61
11.5
1
1

38.75

発生・組織系Ⅰ
発生・組織系Ⅱ
リサーチセミナー
アドバンストリサーチセミナーⅠ
アドバンストリサーチセミナーⅡ

38.75109 助教 博士（理学）

38.75

117 助教 38.75

リサーチセミナー
法医学系

通年
通年
後

0.02
2.12
0.2114 助教 博士（医学） 38.75

医と社会Ⅲ
臨床実習
診断学

博士（医学） 38.75

11.5
0.09

38.75博士（医学） 38.75116 助教
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附則別記様式
（用紙　日本工業規格Ａ４横型）

（長崎大学医学部医学科）

科目の名称
担　当
単位数

科目の名称
担　当
単位数

配　当
年　次

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

専任教員の氏名等

番号 職位
フリガナ
氏　　名

年齢 保有学位等
現職

（就任年月）

学則変更年度 学則変更前年度

配　当
年　次

ﾆｼﾑﾗ ﾀｶﾕｷ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
西村　貴孝 ( 平成25年8月1日 )

ﾓﾘｳﾁ ﾏｻｺ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
森内　昌子 ( 平成19年4月1日 )

ﾛｰﾝ ﾏﾘｰ ｼﾞﾖﾝ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
LAWN　MURRAY　JOHN ( 平成25年11月1日 )

ﾎｳｼﾞﾖｳ ﾐﾉﾙ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
北條　美能留 ( 平成19年4月1日 )

ﾊﾔｼ ﾋﾃﾞﾕｷ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
林　秀行 ( 平成20年10月1日 )

ﾎﾂﾞﾐ ｱｷﾗ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
穂積　晃 ( 平成21年4月1日 )

ﾐｽﾞｻｷ ﾋﾛﾌﾐ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
水崎　博文 ( 平成19年11月1日 )

ｵﾉ ｼﾝｼﾞ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
小野　慎治 ( 平成23年4月1日 )

ﾆｼﾀﾞ ｱｷﾌﾐ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
西田　暁史 ( 平成22年4月1日 )

3年

4年

1年
3年

4～5年
4年

4～5年

3年
4～5年
4年

2年
4～5年
4年

動物性機能系
臨床実習
医と社会Ⅳ

2年
4～5年
4年

前
後

1.17
11.5

38.75124 助教 博士（理学）

前
通年
前

0.03
2.12
0.01 38.75121 助教  

後
通年
前

11.5
2.12
0.19 38.75118 助教 博士（芸術工学） 38.75

リサーチセミナー
臨床実習
公衆衛生学

38.75

動物性機能系
臨床実習
医と社会Ⅳ

38.75

前 0.05

38.75

リサーチセミナー
臨床実習
公衆衛生学

0.08 後

前
通年
前

0.03
2.12
0.01

3年 後

3年
4～5年
4年

後
通年
前

11.5
2.12
0.19

123 助教 博士（医学） 38.75

運動系

生体分子系
リサーチセミナー

1年
3年

前
後

1.17
11.5

38.75

放射線医学

運動系 4年

放射線医学

生体分子系
リサーチセミナー

122 助教 博士（医学）

臨床実習
精神系

4～5年
4年

通年
前

0.08

38.75

2.12

38.75

臨床実習 通年

38.75

臨床実習

2.12
0.53

4～5年 通年

2.12
0.53

38.75

臨床実習
精神系

通年
前

博士（医学）126 助教

博士（医学）125 助教 38.75

2.12

前 0.05

38.75

38.75

120 助教 博士（工学） 38.75

38.75119 助教 Ｐｈ．Ｄ
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附則別記様式
（用紙　日本工業規格Ａ４横型）

（長崎大学医学部医学科）

科目の名称
担　当
単位数

科目の名称
担　当
単位数

配　当
年　次

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

専任教員の氏名等

番号 職位
フリガナ
氏　　名

年齢 保有学位等
現職

（就任年月）

学則変更年度 学則変更前年度

配　当
年　次

ｳｼﾞﾌｸ ｹﾝﾀ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
氏福　健太 ( 平成22年4月1日 )

ｶｸｶﾞﾜ ﾄﾓﾕｷ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
角川　智之 ( 平成27年2月1日 )

ｿﾔﾏ ｱｷﾋｺ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
曽山　明彦 ( 平成23年4月1日 )

ｴｶﾞﾜ ｱｷｺ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
江川　亜希子 ( 平成23年6月1日 )

ﾊｶﾘﾔ ﾄﾓｱｷ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
計屋　知彰 ( 平成25年4月1日 )

ﾏﾂﾓﾄ ﾏｷｺ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
松本　牧子 ( 平成22年6月16日 )

ﾑﾗｶﾐ ﾄﾓﾉﾘ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
村上　友則 ( 平成22年1月1日 )

ｲﾜﾓﾄ ﾅｵｷ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
岩本　直樹 ( 平成24年4月1日 )

ｳﾉ ﾅｵｷ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
宇野　直輝 ( 平成25年4月1日 )

1年
3年
3年
4～5年

3年
4～5年
4年

1年
2年
3年
3年
4～5年
4年
4年

4～5年

4～5年
4年
4年

4～5年
4年

3年
3年
4～5年
4年
4年

3年
4～5年
4年
4年
4年

4～5年

前
後
通年
後
通年
前
後

0.35
0.3
0.16
0.08
2.12
0.02
0.01

38.75130 助教  38.75

医と社会Ⅰ
医と社会Ⅱ
医と社会Ⅲ
放射線医学
臨床実習
医と社会Ⅳ
医と社会Ⅳ

38.75133 助教 博士（医学）

通年
前
後

2.12
0.23
0.12 38.75132 助教 博士（医学） 38.75

臨床実習
視覚系
臨床推論PBL

通年

38.75

臨床実習
法医学系

通年
後

2.12
0.09

臨床実習

38.75

臨床実習 4～5年

131 助教 博士（医学）

4～5年

38.75

臨床実習 通年

通年 2.12

人間生物学
呼吸器系
免疫・アレルギー疾患系
臨床実習

1年
3年
3年
4～5年

前
前
後
通年

0.05
0.07
0.08
2.12

前
通年
前

0.06
2.12
0.07

11.5
2.12
0.2
0.13
0.12

2.122.12

後
通年
後
後
後

0.08
0.25
2.12
0.2
0.12

前
後
通年
後
通年
前
後

0.35
0.3
0.16
0.08
2.12
0.02
0.01

38.75

消化器系
臨床実習
外科治療学

消化器系
臨床実習
外科治療学 38.75

3年
4～5年
4年

前
通年
前

0.06
2.12
0.07

医と社会Ⅰ
医と社会Ⅱ
医と社会Ⅲ
放射線医学
臨床実習
医と社会Ⅳ
医と社会Ⅳ

1年
2年
3年
3年
4～5年
4年
4年

助教 博士（医学）129

臨床実習
視覚系
臨床推論PBL

4～5年
4年
4年

通年
前
後

2.12
0.23
0.12

通年
後

2.12
0.09

臨床実習
法医学系

4～5年
4年

免疫・アレルギー疾患系
臨床医学TBL Ⅱ（免アレ)
臨床実習
診断学
臨床推論PBL

3年
3年
4～5年
4年
4年

リサーチセミナー
臨床実習
診断学
臨床検査医学
臨床推論PBL

38.75

人間生物学
呼吸器系
免疫・アレルギー疾患系
臨床実習

後
後
通年
後
後

38.75

11.5
2.12
0.2
0.13
0.12

前
前
後
通年

0.05
0.07
0.08
2.12

128 助教 博士（医学）

38.75

リサーチセミナー
臨床実習
診断学
臨床検査医学
臨床推論PBL

38.75

3年
4～5年
4年
4年
4年

後
通年
後
後
後

0.08
0.25
2.12
0.2
0.12

135 助教 博士（医学）

通年 2.12

38.75

38.75

免疫・アレルギー疾患系
臨床医学TBL Ⅱ（免アレ)
臨床実習
診断学
臨床推論PBL

後
後
通年
後
後

博士（医学） 38.75

臨床実習

134 助教

127 助教

38.75博士（医学）
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附則別記様式
（用紙　日本工業規格Ａ４横型）

（長崎大学医学部医学科）

科目の名称
担　当
単位数

科目の名称
担　当
単位数

配　当
年　次

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

専任教員の氏名等

番号 職位
フリガナ
氏　　名

年齢 保有学位等
現職

（就任年月）

学則変更年度 学則変更前年度

配　当
年　次

ﾁﾊﾞ ｺｳ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
千葉　恒 ( 平成23年4月1日 )

ﾊｼﾓﾄ ｸﾆｵ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
橋本　邦生 ( 平成23年5月1日 )

ﾓﾘﾅｶﾞ ﾖｼﾄﾓ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
森永　芳智 ( 平成22年4月1日 )

ｸﾊﾞ ｻﾔｶ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
久芳　さやか ( 平成25年12月1日 )

ｲﾁﾉﾐﾔ ﾀｲｶﾞ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
一ノ宮　大雅 ( 平成24年4月1日 )

ｲｼｲ ﾋﾛﾕｷ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
石居　公之 ( 平成25年11月1日 )

ｸﾜﾂｶ ﾕﾀｶ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
鍬塚　大 ( 平成21年8月1日 )

ｻｶﾞﾗ ｲｸｺ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
相良　郁子 ( 平成25年11月1日 )

3年
4～5年
4年

2年
3年
4～5年
4年
4年
4年

1年
2年
3年
4～5年
4年
4年

4～5年

1年
2年
3年
4～5年
4年
4年

1年
2年
3年
4～5年
4年
4年

4～5年
4年
4年
4年

医と社会Ⅰ
医と社会Ⅱ
医と社会Ⅲ
臨床実習
医と社会Ⅳ
医と社会Ⅳ

前
後
通年
通年
前
後

0.45
0.3
0.16
2.12
0.02
0.01

38.75

医と社会Ⅰ
医と社会Ⅱ
医と社会Ⅲ
臨床実習
医と社会Ⅳ
医と社会Ⅳ

0.45
0.3
0.16
2.12
0.02
0.01

38.75

139 助教 博士（医学）

1年
2年
3年
4～5年
4年
4年

前
後
通年
通年
前
後

0.45
0.3
0.16
2.12
0.02
0.01

38.75

前
後
通年
通年
前
後

141 助教  38.75

医と社会Ⅰ
医と社会Ⅱ
医と社会Ⅲ
臨床実習
医と社会Ⅳ
医と社会Ⅳ

医と社会Ⅰ
医と社会Ⅱ
医と社会Ⅲ
臨床実習
医と社会Ⅳ
医と社会Ⅳ

1年
2年
3年
4～5年
4年
4年

0.45
0.3
0.16
2.12
0.02
0.01

38.75

医と社会Ⅰ
医と社会Ⅱ
医と社会Ⅲ
臨床実習
医と社会Ⅳ
医と社会Ⅳ

143 助教 博士（医学） 38.75

医と社会Ⅰ
医と社会Ⅱ
医と社会Ⅲ
臨床実習
医と社会Ⅳ
医と社会Ⅳ

1年
2年
3年
4～5年
4年
4年

前
後
通年
通年
前
後

0.45
0.3
0.16
2.12
0.02
0.01

前
後
通年
通年
前
後

前
後
通年
通年
前
後

小児系
臨床実習
臨床推論PBL

臨床実習
運動系

後
後
通年
後
後
後

0.27
23
2.12
0.2
0.19
0.12

38.75138 助教 博士（医学） 38.75

感染系
リサーチセミナー
臨床実習
診断学
臨床検査医学
臨床推論PBL

38.75

後
通年
後

0.25
2.12
0.12

38.75

通年
前

2.12
0.11

137 助教 博士（医学） 38.75

38.75

4～5年
4年

2.12
0.11

136 助教 博士（医学）

臨床実習
皮膚系
臨床医学TBL Ⅲ（皮膚系）
臨床推論PBL

4～5年
4年
4年
4年

臨床実習

2.12
0.08
0.08
0.12

38.75

小児系
臨床実習
臨床推論PBL

4～5年

4～5年
4年

142 助教 博士（医学）

3年
4～5年
4年

後
通年
後

0.25
2.12
0.12

感染系
リサーチセミナー
臨床実習
診断学
臨床検査医学
臨床推論PBL

2年
3年
4～5年
4年
4年
4年

後
後
通年
後
後
後

0.27
23
2.12
0.2
0.19
0.12

臨床実習
運動系

通年 2.12

38.7538.75

臨床実習

38.75

通年

通年
前
前
後

2.12
0.08
0.08
0.12

通年
前

140 助教 博士（医学）

2.12

0.45
0.3
0.16
2.12
0.02
0.01

通年
前
前
後

臨床実習
皮膚系
臨床医学TBL Ⅲ（皮膚系）
臨床推論PBL
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附則別記様式
（用紙　日本工業規格Ａ４横型）

（長崎大学医学部医学科）

科目の名称
担　当
単位数

科目の名称
担　当
単位数

配　当
年　次

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

専任教員の氏名等

番号 職位
フリガナ
氏　　名

年齢 保有学位等
現職

（就任年月）

学則変更年度 学則変更前年度

配　当
年　次

ﾀｶﾊｼ ｹﾝｽｹ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
高橋　健介 ( 平成27年7月1日 )

ﾋｶﾞｼｼﾞﾏ ｱｲ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
東島　愛 ( 平成21年4月1日 )

ﾏﾂｻﾞｶ ﾕｳｽｹ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
松坂　雄亮 ( 平成25年12月1日 )

ｺｲｹ ﾕｳﾀ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
小池　雄太 ( 平成25年4月1日 )

ｻｶｲ ﾕｳｽｹ 長崎大学 医学部 助教
堺　裕輔 ( 平成23年4月1日 )

ﾑﾀ ｸﾐｺ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
牟田　久美子 ( 平成25年11月1日 )

ｻﾝﾀﾞｰｽ ﾄﾂﾄﾞ ﾘｰ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
SAUNDERS　TODD　LEIGH ( 平成25年2月6日 )

ﾔｽｲ ｷﾖｼ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
安井　潔 ( 平成19年4月1日 )

ﾜﾀﾅﾍﾞ ｹﾝ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
渡邊　健 ( 平成25年2月1日 )

3年
4～5年

1年
2年
3年
4～5年
4年
4年

4～5年
4年
4年

4～5年

1年
2年
3年
4～5年
4年
4年

0.45
0.3
0.16
2.12
0.02
0.01

38.75

生殖系
臨床実習

3年
4～5年

146 助教  38.75

38.75149 助教  38.75

医と社会Ⅰ
医と社会Ⅱ
医と社会Ⅲ
臨床実習
医と社会Ⅳ
医と社会Ⅳ

前
後
通年
通年
前
後

145 助教 博士（医学）

0.1
2.12

38.75

38.75

生殖系
臨床実習

後
通年

38.75152 助教 博士（工学）

38.7538.75

38.75 38.75

38.75

151 助教 博士（理学）

150 助教 博士（環境科学）

38.75

0.45
0.3
0.16
2.12
0.02
0.01

医と社会Ⅰ
医と社会Ⅱ
医と社会Ⅲ
臨床実習
医と社会Ⅳ
医と社会Ⅳ

前
後
通年
通年
前
後

臨床実習
皮膚系
臨床医学TBL Ⅲ（皮膚系）

38.7538.75

臨床実習 通年 2.12

148 助教 博士（工学）

通年
前
前

2.12
0.08
0.08 38.75147 助教 博士（医学） 38.75

臨床実習
皮膚系
臨床医学TBL Ⅲ（皮膚系）

0.45
0.3
0.16
2.12
0.02
0.01

後
通年

0.1
2.12

4～5年
4年
4年

通年
前
前

2.12
0.08
0.08

医と社会Ⅰ
医と社会Ⅱ
医と社会Ⅲ
臨床実習
医と社会Ⅳ
医と社会Ⅳ

1年
2年
3年
4～5年
4年
4年

前
後
通年
通年
前
後

4～5年 通年 2.12

38.75

前
後
通年
通年
前
後

0.45
0.3
0.16
2.12
0.02
0.01

臨床実習

医と社会Ⅰ
医と社会Ⅱ
医と社会Ⅲ
臨床実習
医と社会Ⅳ
医と社会Ⅳ

1年
2年
3年
4～5年
4年
4年

144 助教  
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附則別記様式
（用紙　日本工業規格Ａ４横型）

（長崎大学医学部医学科）

科目の名称
担　当
単位数

科目の名称
担　当
単位数

配　当
年　次

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

専任教員の氏名等

番号 職位
フリガナ
氏　　名

年齢 保有学位等
現職

（就任年月）

学則変更年度 学則変更前年度

配　当
年　次

ﾓﾘ ﾂﾖｼ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
森　剛志 ( 平成24年9月1日 )

ｷﾑﾗ ﾀﾞｲｽｹ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
木村　大輔 ( 平成19年9月1日 )

ｲｼﾊﾞｼ ﾀﾞｲｽｹ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
石橋　大輔 ( 平成19年4月1日 )

ﾌｾ ﾀｶﾕｷ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
布施　隆行 ( 平成20年10月1日 )

ｺﾞｰﾁﾔﾝ ﾌﾟﾆｰﾀ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
GAUCHAN PUNITA ( 平成25年8月1日 )

ﾀｶｿﾞﾉ ﾀｶﾋﾛ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
高園　貴弘 ( 平成27年2月1日 )

ﾀｼﾛ ﾏｻﾄ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
田代　将人 ( 平成26年4月1日 )

ｱｷﾊﾞﾘ ﾏｽｰﾄﾞ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
AKBARI　MASOUD ( 平成26年4月1日 )

ﾐｽﾞﾀ ｻﾄｼ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
水田　賢志 ( 平成25年5月27日 )

2年
3年

2年
3年

3年
3年

3年
4～5年

3年

3年

38.75

38.75

2年
3年
4年

前
後
前

38.75

2年
3年

157 助教 博士（医学） 38.75

医学ゼミⅠ
リサーチセミナー
医学ゼミⅢ

38.75

後 11.5

38.75

156 助教 博士（医学）

リサーチセミナー

38.75

リサーチセミナー

153 助教 博士（医学）

3年 後 11.5

38.75

リサーチセミナー

160 助教 博士（医学） 38.75

免疫系
リサーチセミナー

感染系
リサーチセミナー

後
後

0.3
11.5

助教 博士（工学） 38.75

2年
3年

後
後

0.13
11.5

後
後

0.3
11.5

免疫系
リサーチセミナー

2年
3年

感染症系
呼吸器系

3年
3年

前
前

0.08
0.07

免疫系
リサーチセミナー

2年
3年

後
後

0.3
11.5

医学ゼミⅠ
リサーチセミナー
医学ゼミⅢ

2年
3年
4年

前
後
前

リサーチセミナー 3年 後 11.5 11.5

38.75

後
後

後

161

159 38.75

感染症系
臨床実習

0.08
2.12

前
通年

158 助教 博士（医学） 38.75

助教

0.08
0.07

38.75

感染症系
呼吸器系

1
11.5
2

前
前

1
11.5
2

感染症系
臨床実習

3年
4～5年

前
通年

博士（医学）

0.08
2.12

38.75

免疫系
リサーチセミナー

154 助教 博士（保健学）

0.3
11.5

38.75

38.7538.75

感染系
リサーチセミナー

後
後

0.13
11.5

155 助教 博士（薬学）
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附則別記様式
（用紙　日本工業規格Ａ４横型）

（長崎大学医学部医学科）

科目の名称
担　当
単位数

科目の名称
担　当
単位数

配　当
年　次

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

担当授業科目 申請に係る大学
における教育研
究に従事する週
当たり平均時間数

専任教員の氏名等

番号 職位
フリガナ
氏　　名

年齢 保有学位等
現職

（就任年月）

学則変更年度 学則変更前年度

配　当
年　次

ｶﾈｺ ﾐﾎ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
金子　美穂 ( 平成26年4月1日 )

ｵｵﾀｷ ﾋﾛｷ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
大滝　大樹 ( 平成27年7月1日 )

ﾊﾗ ﾐﾉﾙ 長崎大学 医学部 助教
原　稔 ( 平成24年6月1日 )

ﾉﾌﾞﾖｼ ﾏｻﾊﾙ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
信吉　正治 ( 平成27年4月1日 )

ﾔﾏﾅｼ ﾋﾛﾄﾓ 長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 助教
山梨　啓友 ( 平成25年9月1日 )

3年
4年

38.7538.75165 助教 医学博士

38.75

38.75 38.75

38.75

臨床実習
耳鼻咽喉口腔系

通年
前

2.12
0.17

4～5年
4年

164 助教  

38.75

後
前

11.5
0.15

162 助教 博士（保健学） 38.75

リサーチセミナー
衛生学・分子疫学

11.5
0.15

163 助教 博士（理学）

臨床実習
耳鼻咽喉口腔系

4～5年
4年

通年
前

2.12
0.17

リサーチセミナー
衛生学・分子疫学

3年
4年

後
前

38.75 38.75166 助教  
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